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令和３年第４回大樹町議会定例会会議録（第１号） 

 

令和３年１２月６日（月曜日）午前１０時開議 

 

○議事日程 

 第 １ 会議録署名議員指名 

 第 ２ 議会運営委員会報告 

 第 ３ 会期決定 

 第 ４ 諸般報告 

 第 ５ 行政報告 

 第 ６ 委員会報告 

  第 ７ 陳情第  ５号 女性議員が参加しやすい環境を整える条例の制定についての 

陳情書 

 第 ８ 議案第 ６１号 大樹町国民健康保険税条例の一部改正について 

第 ９ 議案第 ６２号 大樹町行政区会館等の設置条例の一部改正について 

第１０ 議案第 ６３号 大樹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め 

る条例の一部改正について 

第１１ 議案第 ６４号 大樹町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に 

関する基準を定める条例の一部改正について 

第１２ 議案第 ６５号 大樹町道路占用料徴収条例及び大樹町普通河川管理条例の一 

部改正について 

第１３ 議案第 ６６号 大樹でかなえるマイホーム支援補助金交付条例の一部改正に 

ついて 

第１４ 議案第 ６７号 大樹町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の 

一部改正について 

第１５ 議案第 ６８号 十勝圏複合事務組合規約の変更について 

第１６ 議案第 ６９号 南十勝複合事務組合規約の変更について 

第１７ 議案第 ７０号 南十勝複合事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処 

分について 

第１８ 議案第 ７１号 町道路線の認定について 

第１９ 議案第 ７２号 令和３年度大樹町一般会計補正予算（第７号）について 

第２０ 議案第 ７３号 令和３年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第２号）につ 

いて 

第２１ 議案第 ７４号 令和３年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第２ 

号）について 

第２２ 議案第 ７５号 令和３年度大樹町水道事業会計補正予算（第４号）について 
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第２３ 議案第 ７６号 令和３年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第 

５号）について 

第２４ 議案第 ７７号 令和３年度大樹町下水道事業会計補正予算（第３号）について 

第２５ 議案第 ７８号 財産の取得について 

第２６ 議案第 ７９号 財産の取得について 

第２７ 議案第 ８０号 財産の取得について 

第２８ 議案第 ８１号 財産の取得について 

第２９ 議案第 ８２号 財産の無償譲渡について 

第３０ 議案第 ８３号 財産の無償譲渡について 

 

○出席議員（１２名） 

  １番 寺 嶋 誠 一   ２番 辻 本 正 雄   ３番 吉 岡 信 弘    

４番 西 山 弘 志   ５番 村 瀨 博 志   ６番 船 戸 健 二 

  ７番 松 本 敏 光   ８番 西 田 輝 樹   ９番 菅   敏 範 

 １０番 志 民 和 義  １１番 齊 藤   徹  １２番 安 田 清 之 

  

○欠席議員（０名） 

   

○地方自治法第１２１条により出席した者の職氏名 

 町 長                     酒 森 正 人 

 副 町 長                      黒 川   豊 

 総 務 課 長                     鈴 木 敏 明 

 総 務 課 参 事                     杉 山 佳 行 

 企画商工課長兼地場産品研究センター所長         伊 勢 厳 則 

 企画商工課参事                     大 塚 幹 浩 

 住 民 課 長                     佐 藤 弘 康 

 保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立 

 尾田認定こども園長兼学童保育所長            井 上 博 樹 

 保健福祉課参事                     瀬 尾 さとみ 

 農林水産課長兼町営牧場長                松 木 義 行 

 町営牧場参事                     梅 津 雄 二 

 建設水道課長兼下水終末処理場長             水 津 孝 一 

 会計管理者兼出納課長                  瀬 尾 裕 信 

 町立病院事務長                     下 山 路 博 

 特別養護老人ホーム所長兼老人デイサービスセンター所長  明日見 由 香 
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＜教育委員会＞ 

 教  育  長                     板 谷 裕 康 

 学校教育課長                     乾   飛 鳥 

 学校給食センター所長                  楠 本 正 樹 

 社会教育課長兼図書館長                 清 原 勝 利 

 

＜農業委員会＞ 

 農業委員会事務局長                   吉 田 隆 広 

 

＜監査委員＞ 

 代表監査委員                     澤 尾 廣 美 

 

○本会議の書記は次のとおりである。 

 議会事務局長                     小 森   力 

 主     事                     八重柏 慧 峻 
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開議 午前１０時００分 

 

   ◎開会の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１２名であります。 

 定足数に達しておりますので、令和３年第４回大樹町議会定例会を開会いたします。 

 これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において 

  １番 寺 嶋 誠 一 君 

 ２番 辻 本 正 雄 君 

 ３番 吉 岡 信 弘 君 

を指名いたします。 

 

   ◎日程第２ 議会運営委員会報告 

○議   長 

 日程第２ 議会運営委員会報告を行います。 

 先の本会議において、議会運営委員会に付託した本定例会の議事運営等に関し、協議決定

した内容についての報告を求めます。 

 議会運営委員長、菅敏範君。 

○菅議会運営委員長 

 去る１１月２９日、議会運営委員会を開き、付議事件並びに議事日程、会期等について協

議したのでご報告いたします。 

 本定例会への付議事件は、陳情１件、条例の一部改正７件、一部事務組合規約の変更２件、

財産の処分１件、町道路線の認定１件、補正予算６件、財産の取得４件、財産の無償譲渡２

件であり、一般質問は９議員１１項目であります。 

 これらの状況を考慮、検討した結果、会期は１２月９日までの４日間とし、会期日程につ

いては、お手元に配付したとおりといたしました。 

 以上、委員会での協議結果をご報告しましたが、本定例会の議事運営が円滑に行われます

よう、よろしくお願い申し上げ、委員会報告を終わります。 

○議   長 

 委員会の報告が終わりました。 
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 なお、ただいまの委員会報告に対する質疑は、省略いたします。 

 

   ◎日程第３ 会期決定 

○議   長 

 日程第３ 会期決定の件を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日から１２月９日までの４日間としたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日、１２月６日から１２月９日までの４日間と決定いた

しました。 

 

   ◎日程第４ 諸般報告 

○議   長 

 日程第４ 諸般報告を行います。 

 議会事務局長より報告させます。 

 小森議会事務局長。 

○小森議会事務局長 

 それでは、令和３年９月７日開会の定例会第３回町議会以降の諸般につきまして、ご報

告を申し上げます。 

 第１、監査及び検査結果の報告について。 

１、地方自治法第２３５条の２第１項の規定による９月、１０月、１１月実施の例月出

納検査の結果について、別紙のとおり報告がございました。 

２、地方自治法第１９９条第７項の規定による財政援助団体等の監査の結果について、

別紙のとおり報告がございました。 

 第２、一部事務組合議会等について。 

令和３年第３回十勝圏複合事務組合議会定例会、令和３年第４回とかち広域消防事務組

合議会定例会が１１月２５日、帯広市において開催され、安田議長が出席しております。 

 第３、教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価等の報告について。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定により、「令和２年度

大樹町教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書」の提出がございました。 

 第４、委員会関係について。 

総務常任委員会が９回、経済常任委員会が９回、広報広聴常任委員会が３回、議会運営

委員会が６回。 
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第５、会議関係、第６、その他につきましては、後ほどお目通しいただきたく、以上を

もちまして諸般報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 以上で、諸般報告を終わります。 

 

   ◎日程第５ 行政報告 

○議   長 

 日程第５ 行政報告を行います。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 それでは、令和３年１０月２７日開催の第４回町議会臨時会以降の行政の主なものにつ

いてご報告を申し上げます。 

 １番目の大樹町葬の執行についてでありますが、大樹町名誉町民であります、勲五等瑞

宝章、元大樹町長、福原勉氏が令和３年１１月２７日に急逝されたため、大樹町名誉町民

条例に基づき、大樹町葬を１２月１日大樹町福祉センターにおいて執行させていただきま

したのでご報告をいたします。 

 ２番目の気象状況の悪化による被害状況についてでありますが、１２月１日から２日に

かけて発達した低気圧の影響により暴風となり、町内において被害が発生しております。 

 被害状況は、農業関係では、畜舎等の屋根破損、ビニールハウスの破損など多くの方が

被害に遭われており、早急に復旧されることを願っております。また、公共施設において

も記載のとおり、屋根の一部剥離などを確認しております。 

 ３番目のゼロカーボンシティの宣言についてでありますが、環境省では、２０５０年ま

でに二酸化炭素の排出を実質ゼロにすることを目指す旨公表した地方治体をゼロカーボン

シティとしております。 

 近年、世界中で異常気象が発生し、我が国においても、これまで経験したことのない集

中豪雨や巨大化した台風などにより各地で甚大な被害が発生し、私達の生活基盤を揺るが

す事態となっております。 

 国や北海道では、２０５０年までの温室効果ガス排出実質ゼロを宣言し、地球温暖化対

策を重点施策に掲げるなど、脱炭素社会に向けた動きを加速しております。 

 大樹町では、他の地域に先駆け、家庭用太陽光発電の導入支援や、公共施設への再生可

能エネルギー導入に取り組んでまいりました。年明けには、管内市町村では初となるＺＥ

Ｂ Ｒｅａｄｙ（ゼブ レディ）基準を達成する庁舎も完成することなどを踏まえ、別紙の

とおり、本日２０５０年までに二酸化炭素排出ゼロを目指すゼロカーボンシティを宣言し、

地球環境に配慮した持続可能なまちづくりに、町民や地域、事業者の皆様と一体となって

取り組んでまいりたいと考えております。 

 ４番目の協定の締結についてでありますが、一般社団法人日本福祉用具供給協会と災害
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事における福祉用具等、物資の供給、協力に関する協定を締結しております。 

 協定の目的でありますが、地震や風水害などの災害が発生した場合、または発生のおそ

れがある場合に、避難所において必要とされる介護用品や衛生用品など、福祉用具等の物

資の供給を優先的に受けられるもので、本町にとっては災害事の対応強化が図られるもの

であります。 

 ５番目の新型コロナウイルスワクチンの接種状況についてでありますが、１２月１日現

在、６５歳以上の方で２回接種を終えた方は１,８７４名、９４.４％、１６歳から６４歳

までの方で２回接種を終えた方は２,５０５名、８８.７％、中学生につきましては、１回

目の接種済者１０８名、７８.８％、２回目の接種済者１０５名、７６.６％、１２歳の小

学生につきましては、４月から１０月生まれの児童２６名に接種券を発送し、１回目の接

種済者は９名、３４.６％、２回目の接種済者は８名、３０.８％であります。 

 町全体では、対象者４,９７４名中、１回目の接種済者４,５２９名、９１.１％、２回目

の接種済者は４,４９２名、９０.３％となっております。 

 次に、追加接種についてでありますが、１１月１７日に開催された自治体説明会におい

て対応方針が示され、追加接種は、２回目の接種を完了した全ての方に対して接種の機会

を提供していくことになりますが、まずは、２回目の接種完了から８カ月以上経過した１

８歳以上の方が対象で、接種に向けたスケジュールは、来年１月上旬から対象者に対し接

種券を順次発送し、医療従事者等は１月下旬から、一般の方は２月１日から接種を始めら

れるよう医療機関と調整し、準備を進めております。 

 ６番目の航空宇宙関連についてありますが、実験関係では、１０月３０日にＪＡＸＡベ

ンチャーである武蔵スカイプ株式会社が小型無人航空機の飛行実験を実施し、１１月２０

日から２８日には、室蘭工業大学が小型超音速実験機の関連実験を実施しております。 

 イベント関係では、１１月４日から５日の２日間、大樹町と帯広市において、北海道宇

宙サミット２０２１を開催し、カンファレンスには、リアルでの参加が４５０名、オンラ

インのオンタイム視聴者が２５０名、計７００名と多くの方にご参加いただき、盛況の下

に終え、宇宙産業の現状へのご理解をいただくとともに、北海道スペースポートの取組に

対するご支援の輪を広げることができたものと思っております。 

 また、１１月５日から９日の５日間、生涯学習センターにおいて、「はやぶさ２」帰還

カプセル大樹特別展示を実施開催し、町内の小中学生を含め１,７８３名の方に「はやぶさ

２」帰還カプセルの実物等を見学いただき、宇宙活動、科学技術へのご理解を深めていた

だくことができたものと思っております。 

 ７番目の財産の処分についてでありますが、緑苑の分譲地１区画を個人の方に売却をし

ております。内容については、後ほどお目通しをお願いいたします。 

 ８番目の入札執行関係についてでありますが、指名競争入札により工事請負契約を１０

件、物品購入契約を５件、それぞれ記載のとおりの内容で締結しております。 

 ９番目の人事関係、１０番目のその他、来町者と会議出席等関係につきましては、後ほ
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どお目通し願いたく、以上で行政報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 引き続き、教育委員会の行政報告を申し上げます。 

 １番目の優秀選手の派遣についてでありますが、野球では、大樹ファイターズが札幌ドー

ムで開催された２０２１ファイターズチャンピオンシップＵ－１２に出場し、１回戦を７

対１で快勝し、準々決勝で惜しくも敗れましたが、見事ベスト８進出を果たしております。 

 また、サッカーでは、大樹中学校３年生の髙杉龍乃介君と福原陸斗君が札幌市の東雁来

公園サッカー場などで開催された第６回北海道ブロックカブスリーグ決勝大会に幕別札内

ＦＣの選手として出場し、Ａグループ２勝０敗で優勝を飾っております。 

 ２番目の子ども農山漁村交流プロジェクトについてでありますが、ＳＴＥＰによる体験

活動において、主催事業として、１０月１６日に酪農体験を行っております。 

 また、受け入れ事業として、他市町村ではコロナ禍で実施できていない宿泊学習を１０

月２１日から２２日、２８日から２９日の２回に分けてクラスごとに行ったほか、１０月

９日には友好都市であります吉岡町との子ども交流事業を、今年度はオンラインで行って

おります。 

 ３番目のその他、会議出席等関係につきましては、主なものを掲載しております。後ほ

どお目通しをお願いたします。 

 以上で、教育委員会の行政報告を終わらせていただきます。 

○議   長 

 報告が終わりました。 

ただいまの行政報告に対し、報告の範囲内での質疑を許します。 

質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ３点ほどお伺いします。 

 １点目ですけれども、航空宇宙関係の北海道宇宙サミット２０２１ですけれども、町長

の報告から４５０名、オンライン２５０名、合計７００名の参加をいただいて、ご支援の

輪を広げることができたという高い評価をしたのですけれども、議会議員も数名参加させ

ていただきました。 

それで、見た感じ、ほとんどがロケット関係者だったように感じるのですけれども、こ

の中で一般町民というのは何名ぐらい参加されているのか聞きたいのと。 

２点目ですけれども、会議出席の中で、北海道太平洋側の漁業被害に係る意見交換会、

ウェブ会議ですけれども、これは赤潮関係だと思うのですけれども、会議の内容はどのよ

うに現状と今後の進展があったのかについて聞きたいと思います。 
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 ３点目ですけれども、これも会議出席ですけれども、２６日の北海道「命のみち」づく

りを求める東京大会・要請活動となっているのですけれども、大会の趣旨、詳細というの

がよく分からないのですけれども、それについてお伺いしたいと思います。 

○議   長 

 大塚企画商工課参事。 

○大塚企画商工課参事 

 サミットの一般の町民の方の人数ですけれども、申し訳ありません、ただいま手元に人

数はありませんけれども、議員ご指摘のとおり、ロケットの関係者が多かったというのも

あるかなと思います。 

今回、ビジネス関係を中心とした内容となっているところもありまして、ロケットとい

うか航空宇宙なり事業に関心のある企業に来ていただいたのかなと思っております。 

 人数については、後ほどご報告させていただきたいと思います。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 私からは、２点目の北海道太平洋側の漁業被害に係る意見交換会の内容について申し上

げます。 

 出席者は、各関係の釧路、十勝、日高の管内の首長並びに関係漁協組合長、相手方は自

民党の対策本部長である伊東代議士ほか、関係者が出席してございます。 

 基本的には、道の今後の対応並びに各市町村並びに各漁協からの要望、具体的な意見を

得て、その意見の交換を行うというのが主体でございました。 

 出席者につきましては、約２５名となってございます。 

 以上です。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ３点目の１１月２６日に開催されました北海道の「命のみち」づくりを求める東京大会

・要請活動の関係であります。 

 これは、北海道の主催でありまして、北海道内の道路網を整備することによって、経済

はもとより、道民の命を守るという役割を大きなテーマにして、みちづくりをこれからも

進めていこういう形で開催されております。 

 事例発表等もございまして、十勝、帯広道の関係では、帯広市の米沢市長が、または日

高道の関係では、浦河町の池田町長が事例発表し、また「命のみち」の協議会がございま

して、それの会長を務めております紋別の旅館をやられている女性の方でしたが、その方

が道内のみちづくりに対する思いを事例発表という形で発表したと。また、決議を行い、

北海道内の道路整備について、これからも力強く進めていくのだという内容で大会を終了
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しております。 

その後、午後からそれぞれ４班に分かれまして、国会議員または関係省庁等含めて、要

請活動を行っております。私は、釧路市の市長が班長となる班に所属をし、参議院会館等

で要請活動を行ってまいりました。 

 以上です。 

○議   長 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 それで、宇宙サミットの関係ですけれども、これは２日間で行われたのですけれども、

当初の予算で、実行委員会の補助でうちとしては５２０万円を支出していると思うのです

けれども、実行委員会ということなので、ほかの団体もあると思うのですけれども、今回

の経理については、ほかの団体もお互い補助しながら行われているのか。見た感じは５２

０万円で収まらないような実行委員会の運営ではなかったかと思っているのですけれど

も、その辺の経費のやりくりをどういうふうにやったのかを聞きたい思います。 

また、今回はビジネス関係というのですけれども、これはまた来年度以降も続けていく

のかについてお聞きしたいと思います。 

 最後にもう１点ですけれども、町長から説明のありました「命のみち」ということで、

道路要請ということですけれども、広尾豊似間に関しては、要請活動の現状とか、その辺

はどうなっているのか、どうなったのか、それをお聞きしたのですけれども。 

○議   長 

 大塚企画商工課参事。 

○大塚企画商工課参事 

 サミットの開催経費の関係ですけれども、町の予算としては、議員おっしゃるとおり５

２０万円ということになっています。その内訳としては、党の地域づくり交付金で３００

万円、町の補助金として２２０万円、このほか企業からの協賛金ということで２１５万円

の協賛金をいただいています。そのほか十勝財団から１００万円ということで、全体で８

３５万円という形で、現在精査はしていますけれども、最終的にはそのような形になるか

なと思っております。 

 それから、来年度の開催ですけれども、今申し上げましたとおり、今年度の経費の精算、

開催結果報告書の作成を現在行っているところでありまして、今年度の開催の結果を踏ま

えまして、実行委員会を構成する団体企業と協議した上で判断していくことになるのかな

と考えております。 

 以上です。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 
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 「命のみち」づくりに参加した管内の町村では、音更、清水、広尾、大樹、おおむね五、

六町村でした。道路の関係で、それぞれやはり課題を持ってる町村が多く参加をしてきた

ということで、議員のご指摘のとおり、大樹と広尾が参加しているということは、まさに

「命のみちづくり」を求める東京大会の中で、帯広広尾道の豊似から広尾までの事業化調

査区間にというところの思いを持って参加をしているところでもあります。 

 今後、そこを早い段階で調査区間に格上げをしていく、認めていただくということが帯

広広尾道、本来は帯広から広尾までつながることが道路の生命でもありますので、その実

現に向けては鋭意取り組んでいるところでもあります。 

 ここ、きっと今年度内が大きな多分山場になるのではないかなというふうに思っており

ますので、広尾町長とも連携をしながら、オール十勝で認めていただけるような取組をさ

らに強化していく必要があるというふうに思っております。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 私のほうから、ゼロカーボンシティの宣言についてお伺いしたいことがあります。 

 １つは、道庁ですとか振興局では、対応する新聞報道によりますと、組織をつくって対

応するようなことになっているのではないかと思うのですが、私どもの町の大樹町におい

ては、具体的にどのような行政組織の中で対応していくのか、１点お伺いいたします。 

 それからもう１つ、先ほど町長がお話になったように、大樹は進んでいるのではないか

なというふうに思っていて、決して後塵を拝しているわけではないというふうに思ってお

ります。しかしながら、具体的な２０５０年までの目標を頑張るぞという宣言をしました

ので、排出量の把握から始まって、それぞれ具体的な排出を抑制していったりゼロにする

ような具体的な計画が必要でないかと思うのですけれども、現時点でそのようなタイム

テーブルというのか具体的な行政計画というのかをどのようにお考えになっているのか、

以上２点お伺いいたします。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 ゼロカーボン宣言を行って組織をどうするのかということでございますけれども、宣言

をちょっと急いだというところもございまして、今後、組織については内部の体制も考え

まして、それから、先日の新得の新聞で、町内で協議会をつくっているというようなこと

もありますので、その辺も含めて、今後検討してまいりたいと考えております。 

 それから、排出量の計画につきまして、森林吸収と排出が釣り合えばゼロになるという

ことなのですけれども、実際どのくらい出ているのかというところから始まっていかない

と目標も定められないというところでは、環境省の補助事業がございまして、今年度まで
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は１０分の１０でというものがあったのですけれども、来年以降、４分の３というような

補助事業がございますので、今年の予算の中で検討してまいりたいと考えているところで

ございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

新型コロナウイルスの予防接種の関係で確認をさせてください。 

報告の中で、２回目接種以降、８カ月経過した後にやりたいという報告があったのです

が、今、国の段階でも８カ月が６カ月とかでいろいろ揺れている状況があって、もし万が

一、６カ月過ぎたらやるようにしなさいというものが来たときに、先ほどの、例えば医療

関係者はここから、一般町民はここからといった話で前倒しせよとなったときに対応でき

るような形があるのかどうか。 

それからもう１点は、２回目接種は、薬の関係で今中断している状況にあるというふう

に思っているのですが、２回目接種を希望しても、今中断しているとなれば、その対応を

どうするのか。そして未接種者が希望した場合はどうするのか、その辺をお聞かせくださ

い。 

○議   長 

 瀬尾保健福祉課参事。  

○瀬尾保健福祉課参事 

３回目の追加接種の接種間隔につきましては、１１月の自治体説明会において原則８カ

月以上ということで、その段階では、クラスターが発生してその地域で特別に急いで接種

をしなければいけないような状況になった場合には、国と協議をして６カ月から接種がで

きるように認めていくというような内容となっておりました。 

今、国のほうでは、６カ月に前倒しするかというところはまだ具体的には分かってはい

ないのですが、もしそのようになった場合には、医療機関と再度検討し直して、少しずつ

早めていくというように検討してまいりたいと思いますが、ただワクチンの入荷について

は、十分それに間に合うかどうかというところも不透明でございますので、その辺りも含

めて検討していくような形になるかと思います。 

あと、１回目、２回目の接種が終わっていない方につきましては、継続して接種の予約

を受け付けておりますので、３回目の追加接種と同時並行で１回目、２回目の接種も実施

していきますので、まだ打っていない方については、１２月の広報のチラシに載りました

が、まだ受付を行っておりますということで住民の方に周知をしているところであります。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

船戸健二君。 
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○船戸健二議員 

 ２番目の気象状況の悪化による被害状況等についてお聞きします。 

 今回の発達した低気圧による暴風による倒木等で、中札内、幕別、上札内など、長くて

１日半の冬期間での停電があったとお聞きしております。 

町内での停電被害の有無について、あったのかどうか、把握しているかどうか、お聞き

したいと思います。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 北電の情報になりますけれども、尾田方面、拓進とか拓北とか、全体ではないですけれ

ども、最大１３０戸までの停電という情報は、町のほうで確認しております。 

 ほかの地域では、避難所等の設置などもしていたようですけれども、管内の状況を見ま

すと、大樹の方面だけがもう既に工事に入っていると。復旧の時間のめどが情報提供され

ていたということもございまして、避難所の設置には至らなかったという内容でございま

す。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

なお、行政報告に対する一般質問の通告期限は、明日、７日正午までといたします。 

これをもって、行政報告を終わります。 

 

◎日程第６ 委員会報告 

○議   長 

 日程第６ 委員会報告を行います。 

 調査が終了しておりますので、委員長からの報告を求めます。 

 総務常任委員会委員長、西田輝樹君。 

○西田総務常任委員長 

 総務・経済常任委員会所管事務調査報告。 

本委員会による所管事務調査の結果を次のとおり報告いたします。 

記。 

１、調査事件名、第５期大樹町総合計画執行計画（後期）の進捗状況について、公共施

設管理計画（ハード面）について調査いたしました。 

２、調査目的、第５期大樹町総合計画執行計画（後期）に基づき、公共施設管理計画で

示       
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されたハード面の進捗状況の調査を行い、第６期大樹町総合計画策定に向けた検討課題を

明らかにする。 

 ３、調査年月日、令和３年１０月４日から８日。 

 ４、調査場所、町有バス車庫、晩成温泉・学童農業研修センター、地場産品研究センター、

公衆浴場、町営牧場（晩成・光地園牧場）、Ｂ＆Ｇ海洋センターアリーナ・武道館、火葬

場。 

５、調査参加者、総務常任委員会が６名、経済常任委員会が６名、議会事務局員が３名、

説明員につきましては、総務課、企画商工課、保健福祉課、農林水産課、社会教育課、南

十勝複合事務組合の所属長並びに担当職員に立ち会いをいただき、調査を実施いたしまし

た。 

６、調査報告。 

平成２６年度から１０年間の各種施策が盛り込まれた「第５期大樹町総合計画」に策定

され、７年あまりが経過しているが、ハード面（公共施設の整備）については、令和２年

１月にプロジェクトチームでまとめた「第５期大樹町総合計画執行計画」の後期実施計画

を進めるため、公共施設管理計画を作成し、施設整備のあり方や工程、建設位置、事業費

等が検討され、優先順位が示されています。 

現在建設中の役場新庁舎をはじめ、既に整備が完了したした施設もある中で、大規模修

繕が困難な施設や将来的に整備・廃止が必要な施設があることから、公共施設管理計画で

示された事業の進捗状況と、公共施設の現状調査を行い、次期総合計画策定に向けた検討

課題を明らかにするため、総務・経済常任委員会合同による調査を実施した。 

 今回、調査を行った各施設、（１）の町有バス車庫から（７）の火葬場まで、現況・課

題、まとめについては、記載のとおりの内容でございますので、お目通しをいただき、朗

読を省略させていただきます。 

７、考察。 

   今回の所管調査は、「第５期大樹町総合計画執行計画（後期）」に係る公共施設管理計

画で検討されている未整備の１０施設について調査を行ったが、既に設備・外装等の改修

を終えた施設もあり、当面は小破的な修繕を行いながら利用可能な施設もある。 

   その他の施設については、次期総合計画の策定にあたり、総合計画執行計画で整備更新

の優先順位を定め、大規模改修もしくは改築の検討をされると思うが、財源の確保につい

ても大きな課題であり、将来的な施設のあり方も含め、様々な観点から検討し方針を決め

る必要がある。 

   また、過去に調査を行った図書館の整備が先送りされているが、蔵書の約３割が旧図書

館で保管されたままとなっていることを踏まえ、蔵書の移転、旧施設の解体が必要となる

ため、場所・規模等、今後の図書館の方針を早期に検討すべきと思われる。福祉センター

についても、昨年度に調査を行ったが、大規模改修が困難な施設と判断されており、耐用

年数の問題もあることから、現在の機能の維持や利用状況、利用者の声を聞きながら、改
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築、又は廃止について今後の方針を定める必要がある。 

   この他、先送りとなっている学童保育所・児童館の建設についての具体的な方向性は示

されていないが、将来の児童数の見極めや保護者等の意見を参考にしながら、改めて方針

を検討されたい。 

   以上のとおり、公共施設の現状について調査を行ったが、大樹町の過去２０年あまりの

主な公共施設の建設は、生涯学習センターを皮切りに、高齢者保健福祉センター、学校給

食センター、大樹小学校、大樹中学校体育館、町立病院、公営住宅等の建設を行っている。

これらの公共施設は、当然のことながら町が維持管理して行かなければならない施設では

あるが、建物の長寿命化を図るためには、外装や設備等の点検結果に基づいた、修繕・設

備更新等の計画を作成していくことが重要であり、建物を少しでも長く使用できるような

工夫が必要である。 

   終わりに、現在の大樹町の人口は５,４００人あまりであるが、公共施設の維持管理経費

の縮減を目指し、経常経費の抑制を図るためにも公共施設面積を把握し、町の規模に見合っ

た管理面積（公共施設ストック計画）を定めることが今後必要であると思われる。 

   目的や用途が変わった施設、改修しても使用が困難な施設等、管理面積を減らす努力が

必要と思われるため、役目を終えた施設や改修が困難な施設の廃止については、検討内容

を都度町民に周知し理解を得ながら、次期計画で検討すること。 

   なお、施設を所管する担当部署においては、今回の調査結果を踏まえ施設の現状を検証

し、その結果について議会へ報告されることを望む。 

   以上、総務・経済合同所管事務調査報告を終わります。 

○議   長 

 委員長の報告が終わりました。 

 これより、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、委員会報告を終了します。 

 

   ◎日程第７ 陳情第５号 

○議   長 

 日程第７ 陳情第５号女性議員が参加しやすい環境を整える条例の制定についての陳情

書の件を議題とします。 

 陳情の内容については、お手元に配付したとおりです。 

この陳状の審査については、会議規則第９４条の規定に基づき、陳情処理表のとおり、議

会運営委員会に付託いたします。 
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   ◎日程第８ 議案第６１号 

○議   長 

 日程第８ 議案第６１号大樹町国民健康保険税条例の一部改正についての件を議題とし

ます。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第６１号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、大樹町国民健康保険税条例の一部改正についてをお願いするもの

で、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律が施

行されたことに伴い、子どもに係る国民健康保険税の均等割額減額措置の導入などについて

所要の改正を行うものであります。 

 内容につきましては、住民課長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜りますよう

お願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 佐藤住民課長。 

○佐藤住民課長 

 議案第６１号大樹町国民健康保険税条例の一部改正について説明させていただきます。 

 今回の改正は、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等の一部を改正

する法律が令和３年９月１０日に公布されたことに伴うものです。 

改正の内容は、国と地方の取組として、子育て世帯の経済的負担を軽減することを目的に、

国民健康保険制度において未就学児、いわゆる賦課期日である４月１日の前日３月３１日に

６歳以下の子どもがいる世帯についての均等割保険税を軽減するものです。 

減額する額は、当該年度分の被保険者均等割額に１０分の５を乗じて得た額となります。

低所得者の７割、５割、２割の法定軽減を受けている世帯の未就学児は、法定軽減後の均等

割額に１０分の５を乗じて得た額となります。 

それでは、条文に沿いまして説明いたします。表の右、改正前の欄に掲げる規定を表の左

改正後の欄に掲げる規定に改正するものです。 

 ５ページ下段から６ページをご覧ください。 

 第２３条は、国民健康保険税の減額についての規定です。 

同条第２項第１号に、未就学児の子どもがいる世帯について、未就学児に対しての均等割

額の軽減に関する条文が追加されます。医療分の均等割額は、１人当たり２万３,０００円

でございますが、４ページの第２３条第１項第１号のアから５ページの同条第１項第３号の

アに記載されております低所得者世帯に対する均等割の軽減措置をさらに軽減する内容で、



 

－ 17 － 

４ページの第１項第１号のアは７割軽減されている世帯の均等割額１万６,１００円が未就

学児は８.５割軽減となり、未就学児１人当たり１万９,５５０円の軽減となります。 

５ページの第１項第２号アの５割軽減の対象となる世帯の均等割額１人当たり１万１,５

００円が未就学児は７.５割軽減となり１人当たり１万７,２５０円に、第１項第３号のアの

２割軽減の対象となる世帯の均等割額１人当たり４,６００円が、未就学児は６割軽減とな

り１万３,８００円の軽減となります。また、軽減対象にならない世帯では、均等割額１人

当たり２万３,０００円が、未就学児は５割軽減となり１万１,５００円の軽減となります。 

６ページ下段の同条第２項第２号からは、後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等割額

について１人当たり６,２６０円でございますが、低所得者世帯に対する均等割額の軽減措

置を医療分と同じく、未就学児はさらに軽減する内容の条文が追加されております。均等割

額１人当たり６,２６０円に対しまして、７割軽減の対象となる世帯の均等割額４,３８２円

が、未就学児は１人当たり８.５割軽減となり５,３２１円となります。５割軽減では３,１

３０円が未就学児は１人当たり７.５割軽減となり４,６９５円に、２割軽減では１,２５２

円が未就学児は１人当たり６割軽減となり３,７５６円に軽減されます。また、軽減対象で

はない世帯では、均等割額１人当たり６,２６０円が５割軽減となり３,１３０円となるもの

です。 

そのほかにつきましては、所定の規定の整備と文言の整理を行うものでございます。 

 附則になりますが、この条例は、公布の日から施行され、令和４年度以降の年度分の国民

健康保険税から適用されるものです。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 未就学ということなのですが、今後、就学、高校生、社会保険と比べたらあまりにも差が

あるというふうに考えていますけれども、その見通し、なったばかりだから見通しといって

も分からないけれども、さらに均等割の削減どころか廃止に向けて国に求めていってほしい

と思いますがいかがでしょうか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今回、国民健康保険税条例の一部改正ということで、全世代対応型の社会補償制度を構築

するため、その目的によって国のほうで法律が改正されておりますので、その流れに沿って

私ども条例も改正させていただきたいというふうに思っております。 
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 社会保障制度を安定的にやっていくというのは私どもの役割でもありますので、必要な分

については国とともに進めていければなと思っています。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 減額になる分というのは、今の時点で、町として保険税がどれぐらい減額になるというよ

うな想定というか試算をされているのでしょうか。 

○議   長 

 佐藤住民課長。 

○佐藤住民課長 

 令和３年度ベースで試算しますと、令和３年度に国民健康保険税の軽減を受けている未就

学児がいる世帯につきましては１３世帯でございますが、本条例の改正により２８世帯が新

たに対象となり、合計で４１世帯、子ども３８名が対象となると試算できます。 

軽減額につきましては、現在７４万２,０７８円、これが７６万９,５９８円増えまして１

５０万９,８７６円に軽減額が増えるものでございます。町の負担としましては、１８万５,

０６９円から３７万７,４６９円となりまして１９万２,４００円増えるものでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第６１号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 
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 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時５６分 

再開 午前１１時１０分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 先ほどの質疑に対し、町長より一部答弁漏れの申出がありましたので、これを許します。 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 議長のお許しをいただきましたので、一部訂正をさせていただきます。 

 先ほど行政報告の質疑の中で、命のみちづくりのご質疑いただいておりまして、その中で、

今後の要請活動の中で帯広広尾自動車道の高規格道路の関係で、私、豊似広尾間を調査区間

と申し上げましたが、正しくは事業化でありましたので訂正をさせていただきます。申し訳

ありませんでした。 

○議   長 

 次に、大塚企画商工課参事より行政報告の質疑に対し、説明が一部あります。 

 大塚企画商工課参事。 

○大塚企画商工課参事 

 先ほど行政報告の中で、宇宙サミットの一般の方の参加者の人数をということだったので

すけれども、一般の方かそうでないかという区別がなかなかつかない部分はあるのですけれ

ども、企業名の入っていない申込みという形で考えますと、２５名になります。そのうち道

内関係者が１５人となっております。 

 以上です。 

 

   ◎日程第９ 議案第６２号 

○議   長 

 日程第９ 議案第６２号大樹町行政区会館等の設置条例の一部改正についての件を議題

とします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第６２号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本件につきましては、大樹町行政区会館等の設置条例の一部改正についてをお願いするも
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ので、今年度改築を行いました生花地区の会館について、名称を生花行政区会館と改めるも

のであります。 

内容につきましては、住民課長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜りますよう

お願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 佐藤住民課長。 

○佐藤住民課長 

 議案第６２号大樹町行政区会館等の設置条例の一部改正について説明させていただきま

す。 

 生花地区の会館改築につきましては、町の単独事業として実施したことから、その名称に

ついて地域の皆さんと協議し、生花行政区会館とすることで進めてきたところでございま

す。 

過日、改築工事が終了したことから、名称の変更について条例改正をお願いするものです。 

それでは、条文に沿いまして説明いたします。表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄

に掲げる規定に改正するものでございます。 

 施設の名称及び所在地につきましては、条例の別表に記載されておりますが、「生花研修

センター」の名称を「生花行政区会館」に改めております。同一敷地内での改築のため、所

在地の変更はございません。 

 附則になりますが、この条例は、公布の日から施行することとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第６２号の件を採決します。 

 お諮りします。 
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本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１０ 議案第６３号 

○議   長 

 日程第１０ 議案第６３号大樹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部改正についての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第６３号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本件につきましては、大樹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部改正についてをお願いするもので、家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準の一

部を改正する省令の施行に伴い、必要となる規定の整備を行うものであります。 

内容につきましては、保健福祉課長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼

学童保育所長 

 それでは、議案第６３号大樹町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例についてご説明させていただきます。 

 今回の改正は、家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令に基

づき、関係条文を整備し、国の基準と同様の内容とするため、改正をお願いするものでござ

います。 

 それでは、表に沿ってご説明いたします。改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる

規定に改正するものです。 

 第６条は、保育所等との連携についての規定で、２ページの第３号で、教育、利用乳幼児

の用語について、第６条第４項第１号でも用いられることによる定義範囲を加えておりま

す。 

３ページの第５０条では、家庭的保育事業者等における諸記録の作成、保存等のうち、書

面で行いこととしているものについて、書面に代えて電磁的記録により行うことができる旨



 

－ 22 － 

の規定を追加してございます。 

附則になりますが、この条例は、公布の日から施行することとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ３ページなのですが、電磁的記録として第５０条を全文加入する改正でありますけれど

も、これまで書面で行うことが規定されていたものというのは、括弧書きの中が全部そう

だったのかというふうに読み取るのですが、本当にどれくらいあったのかということと、実

際にここの分は書面でやられていたのかどうか。 

それから、もし今度電磁的というか電算的なものでやるとなれば、プログラムの改正とか

何かに係る予算とかの配置はどうなるのかということでお聞かせください。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼

学童保育所長 

 今回の改正につきましては、国の省令等によって改正されたということで、その基準に

沿って、うちの条例のほうも改正をしてございます。 

 議員おっしゃるように、括弧書きの中身全て書面で行っていたというふうに私は認識して

おりますけれども、その中でも書面以外にも電磁的、例えばパソコン内に保存するとか、フ

ロッピーまたはＵＳＢ等々の電算において保存するということが今回国のほうで定められ

たということで、うちの町の条例のほうもそれに準じた形で条例の整備をさせていただくと

いう内容でございます。 

 プログラムの改正については、今現在、私の認識の中では、特に必要はないのかなという

ふうなことで考えております。 

 以上でございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 私も、今の時代だからパソコンや何かで処理を実際はされていたけれども、条例の中では

手書きでやれということになっていたけれども、実際には原課ではパソコン等を使用して

やっていたのかなという認識もあるのですよ。ただ、その中に幾つか文書でやっていたもの

があれば、それがどのくらいあって、それを今度パソコンの中でやるとなれば、きちっとし
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たプログラムの変更等の必要があるのでないかなと思ったので、そこをお聞きしたのです

が、全くこれが手書きというか、文書からパソコン使用等に変更になって、原課では今まで

どおりだということになれば何も要らないのだけれども、その辺ちょっと心配したのです

よ。関係ないですか。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼

学童保育所長 

 今まで紙媒体で保存していたという部分についてを、今度、電子媒体でも保存できるとい

うようなことでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時２２分 

再開 午前１１時２２分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼

学童保育所長 

 保存については、紙媒体でも保存できる、保存してもいい。電子媒体でも今回保存できる

というようなことで、どうしても電子媒体に全て変えなさいよということではなくて、そう

いうふうな電子媒体も使って保存ができるというような内容の改正でございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 
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 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第６３号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１１ 議案第６４号 

○議   長 

 日程第１１ 議案第６４号大樹町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部改正についての件を議題とします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第６４号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本件につきましては、大樹町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準を定める条例の一部改正についてをお願いするもので、特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準の一部を改正する内

閣府令の施行に伴い、必要となる規定の整備を行うものであります。 

内容につきましては、保健福祉課長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼

学童保育所長 

 それでは、議案第６４号大樹町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例についてご説明させていただきます。 

 今回の改正につきましては、特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ど

も・子育て支援施設等の運営に関する基準及び子ども・子育て支援法施行規則の一部を改正

する内閣府省令に基づき、関係条例を整備し、国の基準と同様の内容にするため、改正をお

願いするものでございます。 

 それでは、表に沿ってご説明いたします。改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる
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規定に改正するものです。 

 第５条第２項は、電磁的記録等に関する規定を定めておりましたが、関係省令に準じて新

たな条文として改正が必要となることから、６ページの第５４条に規定し、直しております。 

 第４２条は、特定教育・保育施設等との連携についての規定で、第４項では、第１項第３

号を適用しない場合として、児童福祉法第２４条第３項を同法第７３条第１項の規定により

読み替えて適用する場合を明記しております。 

 ９ページの附則になりますが、この条例は、公布の日から施行することとしております。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

用語として分からないものですから、３ページの１５条のところに特定教育・保育の取扱

方針という言葉があったり、特定教育・保育施設ということでの施設があるのですけれども、

そもそも特定・保育の定義というのは、すみません、例えば２０人以下の保育所のことを言

うのだとか、そこら辺が定かでないものですから、ご説明いただきたいと思います。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼

学童保育所長 

 用語の部分についてでございますけれども、特定教育・保育施設とは、保育所、幼稚園、

認定こども園など市町村の確認を受けたものということで定義をされております。また、特

定地域型保育事業とは、家庭的保育事業、小規模保育事業、事業所内保育事業、居宅訪問型

保育事業というふうな内容で、これも市町村の確認を受けたものというふうなことでござい

ます。 

 具体的に、小規模保育事業では、認可定員が６人から１９人の小規模でというふうなこと

でございます。また、家庭的保育事業については１人から５人、事業所内保育事業において

はその事業所で行われている保育事業、居宅訪問型保育事業は保育を必要とする子ども達の

居宅に行って保育をするというようなことで、共にゼロ歳から２歳までの子どもを受け入れ

るというようなことでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 
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○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第６４号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１２ 議案第６５号 

○議   長 

 日程第１２ 議案第６５号大樹町道路占用料徴収条例及び大樹町普通河川管理条例の一

部改正についての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第６５号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本件につきましては、大樹町道路占用料徴収条例及び大樹町普通河川管理条例の一部改正

についてをお願いするもので、道路占用料の設定の際に参考としている道路法施行令が改正

されたことに伴い、町条例に定める道路占用料を改正するとともに、道路占用料との均衡を

図るため、普通河川における土地占用料についても併せて改正しようとするものでありま

す。 

内容につきましては、建設水道課長から説明いたさせますので、ご審議の上議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

議案第６５号大樹町道路占用料徴収条例及び大樹町普通河川管理条例の一部改正につい
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て説明させていただきます。 

 今回の改正は、地方公共団体が道路占用料を定めるにあたりまして、道路法施行令に定め

る占用料の額を参考として設定するよう努められることとされているところであり、同施行

令に定める占用料の額が改定されたことから、このたび当町における道路占用料徴収条例の

改正をお願いするものでございます。 

 なお、占用料の額について規定している道路法施行令別表は、固定資産税評価額及び地価

に対する賃料の水準等を換算して算定されているものでございます。 

また、道路占用料の改正に併せまして、普通河川管理条例で定めます土地占用料につきま

しても道路占用料と均衡を図るため改正するものでございます。 

 改正条例は２条からなっており、第１条では、大樹町道路占用料徴収条例の一部改正、第

２条では、大樹町普通河川管理条例の一部改正するものでございます。 

 改正の内容の主なものとしましては、占用料の単価の改正となってございますので、条文

に沿いまして説明させていただきます。 

 まず、第１条は、大樹町道路占用料徴収条例の一部を次のように改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正するものでございま

す。 

道路占用料の徴収条例の別表（第２条関係）の表につきましては、議案の後ろに資料を添

付してございますので、そちらのほうで説明させていただきますので、資料の１ページをご

覧ください。 

 改正の内容は、表の右側になりますが、占用料の列で、改正後の額、改正前の額、比較を

記載させていただき、一番右には連番を付してございます。また、全て占用物件に対する改

正となりますが、占用料が変わったもののうち大樹町で現在占用許可を行っているものにつ

きまして太枠の物件となってございますので、その部分を主に説明させていただきます。 

 まず、連番の１番、第１種電柱について、改正前が「３００円」であるものを「３８０円」

に、比較としまして８０円の増。４番目の第１種電話柱では「２７０円」を「３４０円」に

７０円の増。１６番から２４番までは水管、下水道管等の外径に応じた占用料で、１６番で

は「１１円」を「１４円」に３円の増、１９番では「３３円」を「４１円」に８円の増、２

０番では「４９円」を「６１円」に１２円の増、２１番では「６５円」を「８１円」に１６

円の増、２２番では「１１０円」を「１４０円」に３０円の増、２３番では「１６０円」を

「２００円」に４０円の増、２４番では「３３０円」を「４１０円」に８０円の増と改正す

るものでございます。 

 今回の道路占用料の条例改正による収入につきましては、令和３年度をベースで試算しま

すと約３００万円で、約５６万円の収入増と試算してございます。 

 次に、７ページ中段にお戻りいただきまして、道路占用料と同じく河川用地占用の単価の

改正となってございますので、条文に沿いまして説明させていただきます。 

 第２条では、大樹町普通河川管理条例の一部を次のように改正する。 
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次の表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正するものでございま

す。 

普通河川管理条例の別表第１、別表第２の第２１条関係の表につきましても、議案の後ろ

に資料を添付してございますので、そちらのほうで説明させていただきますので、資料２の

１ページをご覧ください。 

改正の内容は、表の右側になりますが、単価及び算出方法の例、改正後の額、改正前の額、

比較を記載してございます。一番右には連番を付してございますので、確認ください。 

また、全ての占用物件に対する改正となりますが、道路占用料と同じく、占用料が変わっ

たもののうち大樹町で現在占用許可を行っている物件につきまして太枠の物件のみとなっ

てございますので、その部分のみを主に説明させていただきます。 

 まず、連番の２番、第１種電柱について、改正前が「３００円」であるものを「３８０円」

に、比較としまして８０円の増、３番目の第２種電柱では「４７０円」を「５８０円」に１

１０円の増、５番目の第１種電話柱では「２７０円」を「３４０円」に７０円の増、９番目

の鉄塔では「５４０円」を「６８０円」に１４０円の増。 

次に、連番の１０番から１５番までの管の埋設では、外径に応じた占用料で、１０番では

「１１円」を「１４円」に３円の増、１１番では「１６円」を「２０円」に４円の増、１５

番では「６５円」を「８１円」に１６円の増と改正するものでございます。３３番のその他

の用水では「６万４,０００円」を「７万８,１００円」に１万４,１００円の増と改正する

ものでございます。 

 この条例改正による収入につきまして、道路占用料と同じく令和３年度をベースで試算し

ますと約１６万円で、約１万８,０００円の収入増と試算してございます。 

１４ページにお戻りいただきまして、附則としまして、この条例は、令和４年４月１日か

ら施行するものでございます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 
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 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第６５号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第１３ 議案第６６号 

○議   長 

 日程第１３ 議案第６６号大樹でかなえるマイホーム支援補助金交付条例の一部改正に

ついての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第６６号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本件につきましては、大樹でかなえるマイホーム支援補助金交付条例の一部改正について

をお願いするもので、平成２９年度から講じてまいりました本補助金は、大樹町まち・ひと

・しごと創生総合戦略にも掲げております定住促進や転入者の増加を図るために住宅取得に

対する支援措置を講じるものであり、総合戦略の事業評価でも効果が現れた５年間となって

おります。 

また、令和４年度からの大樹町住生活基本計画の目標にある持続可能な住宅環境の維持向

上を図るためにも、本補助金の支援措置を継続し、引き続き定住促進や転入者の増加を図っ

てまいりたいと考えております。 

支援措置を講ずる期間は、令和４年度から令和８年度までの５年間で、補助金の額は町内

在住者には最大で２００万円、町外からの移住者には最大で２３０万円とする内容となって

おります。 

内容につきましては、建設水道課長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜ります

ようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 議案第６６号大樹でかなえるマイホーム支援補助金交付条例の一部改正について、内容を
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説明させていただきます。 

 最初に、一部改正の概要を説明させていただきます。 

本条例の改正につきましては、大樹町住生活基本計画の目標１、安心して暮らすことがで

きる住まいづくり、目標２、持続可能な住環境の維持向上、目標３、良質な住宅ストックの

形成の３つの目標を図るためにも本補助金の支援措置を継続し、引き続き定住促進や転入者

の増加を図るため、改正を行うものでございます。 

支援措置を講ずる期間は、５年延長し、令和９年３月３１日までとするものでございます。 

なお、条文中における参照、条項のずれにつきましては、説明を省略させていただきます。 

それでは、条文に沿って説明させていただきます。 

表の改正前の欄に掲げる規定を改正後の欄に掲げる規定に改正するものでございます。 

第２条第１項第７号は、移住者の定住を定めるものでございますが、ただし書において、

第６条に定める補助金の交付申請前年数を「１年」から「３年」の間に転出した者を除くと

改正しております。３年以上大樹町を離れ、大樹町に戻ってきた者を移住者扱いと改めまし

た。 

第９号では、補助金の加算基準項目に「再生可能エネルギー」を追加しましたので、定義

を追加しております。 

次のページに移りまして、１１号においても補助金の加算基準項目に「定置型蓄電池」を

追加しましたので、定義を追加してございます。 

第７条では、補助金の着手時期についてでありますが、現行条例における審査手順の中で

運用により行っていたものを明文化し、申請者の事情により工事を早期に着工しなければな

らない場合として、町からの補助金を確定するものでないことを条件として着手できるよう

に規定するものでございます。 

第８条から第１４条までは、第７条を追加したことにより、条番号を１条移動してござい

ます。 

３ページに移りまして、。制定附則でございますが、条例の執行時期を「平成３４年」か

ら５年間延長し、「令和９年」に延長するものと改正しております。 

４ページから５ページの別表１（第５条関係）は、補助金の基準額についての説明でござ

いますが、補助基準１、町内在住者による住宅、併用住宅の新築又は建売住宅の購入の補助

額を「１００万円」から「５０万円」に、補助基準２、移住者による住宅、併用住宅の新築

又は建売住宅の購入の補助額を「１５０万円」から「８０万円」に、補助基準３、町内在住

による中古住宅の購入の補助額を「８０万円」から「４０万円」に、補助基準４、移住者に

よる中古住宅の購入の補助額を「１００万円」から「５０万円」に改正するものでございま

す。 

６ページから７ページの別表２（第５条関係）は、補助金の加算についてでございますが、

加算基準では新たに再生可能エネルギーを充実させるため、基準を追加するほか、近年省エ

ネや住宅を長寿命化させる目的の住宅が増加傾向にあることから、４番に「認定住宅に該当
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する場合」と、５番に「高効率機器を設置する場合」を新たに追加してございます。 

加算額では、全体に加算額を抑え、子育て世代を充実させるため、人数上限を「３人」か

ら「５人」に増やしております。 

これらの改正の結果、改正前補助金の最高額、「町内在住者の新築の場合２００万円、移

住者新築の場合２６０万円」から改正後は「町内在住者の新築の場合は変わらず２００万円、

移住者の新築の場合は３０万円減の２３０万円」となってございます。 

７ページに移りまして、表の下、附則といたしまして、この条例は、公布の日から施行す

るものでございますが、ただし書として、改正後の別表１と別表２の補助額及び加算額は、

令和４年４月１日以降の支給に適用するものでございます。 

以上で説明を終わります。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員 

 今回の事業継続については、子育て世代にとって非常にありがたいことかなと思っており

ます。ですが、今回の改正内容で補助額が５０％の減額、特に子ども１人に３０万円だった

ものが子ども１人につき１０万円、最大補助額が５０万円ということで変わりませんが、子

ども１人、２人の世帯においては実質５０％以上の減額になっています。減額に至った経緯

と検討内容についてお聞かせいただけたらと思います。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 補助の基準の基本の分で１００万円から５０万円下げたという経緯でございますけれど

も、平成２９年当時は、管内で１７番目と遅い補助金のスタートでした。このことから、補

助金については高めの設定にしたという経緯がございます。しかし５年を経過し、目標も一

定程度達成したということもありますし、大樹町の財政的な面からも一定程度目標に達成で

きたという部分で、管内の補助金の状況を見ながら今回は下げさせていただきました。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 １ページの第２条の（９）の再生エネルギーの関係ですが、その中に中小水力というのが

出てくるのですね。これについて、一般の太陽光などと違って流れる、恐らく小川だと思う
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のですけれども、こういう流れる水を利用する場合、手続は非常に厄介だと聞いております

が、個人のマイホームでやるということになるとどういう手続が必要なのか、また可能なの

か。また、そういうことをやりたいという人が現れた場合、災害が発生する可能性は何でも

ないところから比べると非常に高いと理解するのですが、その点についての指導なんかはど

うされるのでしょうか。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 中小水力の利用ということで、再生可能エネルギーのグループの中にこの項目があるので

一応入れてあるということではございますけれども、現実的にこれを利用する場面というの

は相当限られるかなと思っております。たまたま近くに小川が流れていて、そこの水量を利

用して発電をするというケースがある、ポツンと一軒家のような場合にあり得るかなという

ことはあるのですが、あまり現実的ではないかなというところは思っておりますが、再生可

能エネルギーの項目の中では取り上げているというような状況でございます。 

具体的にどのような指導とか等々については、河川法とかございますので、そちらのほう

の分野になるかと思いますけれども、ちょっと個別な案件になろうかと思っておりますの

で、今具体的には承知していないところでございます。 

○議   長 

 志民和義君。 

○志民和義議員 

 今のはやりではないけれども、ポツンと一軒家というので、そういう希望する人もあるの

で、現実に私のところにも１件、小川が流れているところはないですかという照会があった

ことがあるのですよ。ただ、私は知らないので答えれなかったのですけれども、具体的にこ

ういうことが現実に起こり得るかなと私は思っているのですよね。 

その手続について、今持ち合わせていないということなので、具体的にどういう手続が必

要か、後で資料をぜひいただきたいと思いますけれども、よろしいでしょうか。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 調査しまして、お示ししたいと思います。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 同僚議員からも質疑があったのですが、５年間の期間が過ぎて、今後５年間の支援金がど

う読んでもある程度減額になるのですよね。 
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ただ、そうすると制度は存続するのですが、これまでよりも減額になるということは、こ

れからそういう世代に住宅を求める世代になってくる人達については、ある程度５年経過し

て一定程度目標を達成したから下げていくのだというのは、どうなのかなというふうに思う

のですよ。 

だから、表いっぱいあったから、組合せによって少し同程度の額になるのかなと思って何

回も読んだのですが、実際にやっぱりかなり減額になるのですよね。一部を除いて。そのこ

とでいうと、ちょっと問題なのですが、一定程度目標を達成したという理由でもって下げな

ければならないということはなかなか納得しにくいのですが、これはもう戻るようなことの

対応はできないのでしょうか。そこを伺います。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま大樹でかなえるマイホーム支援補助金の一部改正についてご質疑をいただいて

いるところです。 

先ほど私からも、そして担当課長からも説明をさせていただきましたが、この事業は５カ

年間継続して、目標件数を大きく上回るような事業の実施をいただいているところです。５

年間、先ほど申し上げたとおり、管内でも遅いスタートだったということもあって、奨励す

る意味を強める中でも管内でもかなり高い金額での補助内容にさせていただいたところで

す。 

 今回この制度をどうしていこうかというところを検討した中で、住生活基本計画の中でも

必要な事業であるというような位置づけにもなっておりますので、今回継続について条例の

一部改正をお願いしているところでもあります。継続するにあたって、５年間の経過等も含

めて見直すべきところは見直していく、また新たに加えるもの等についても加えていくとい

う形で条例の制度の中身を計画しているところでもあります。 

当初、５カ年間奨励事業であったというところも含めて、見直す部分は見直していく、ま

たは当然財源が必要で、一般財源で事業を行っておりますので、そういう項目も含めた中で

見直すところは見直していくけれども、事業としてはその思いも含めて継続していきたいと

いう内容でご提案申し上げておりますので、ぜひ内容等も含めてご理解を賜ればなというふ

うに思います。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

船戸健二君。 

○船戸健二議員 

 関連です。 

 見直すところは見直すということでしたが、やっぱり子どもに対する補助の減額というの

は、少子化対策としても、中長期的に見て効果を弱めるものではないかと思います。その点
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について再度お聞きします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 私も、今回の改正の中身で幾度となく担当課、副町長とも交えた中で検討を進めてきてお

ります。私は、まち・ひと・しごと創生総合戦略の思い、または大樹町にとって未来をつくっ

てくれる子ども達への応援という思いは少しも後退はしておりません。 

ただ、制度をこれからも最低でも５年間実施していく中で、財政規模も含めて適切な対応、

または今回、先ほども申し上げましたが、新たに項目として加えた部分も予算化していかな

ければならないという点も踏まえて、各項目に対する補助額について設定させていただいた

という点は、ご理解をいただきたいなというふうに思います。 

決して子育ての思いを後退しているという思いはみじんも持っておりませんので、そこも

ご理解を賜りたいと思います。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 今回の事業は継続ということで、厳しい財政難で５年間継続してやるというのはやっぱり

町長の思いが強いのではないかと思います。新たに追加する４番、５番ですけれども、４番

の認定住宅とあるのですけれども、これはどういう住宅なのか。それと、５番目の効率機器

というのですけれども、結構高額になるのですよね。それについてちょっとお聞きしたいの

ですけれども。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 まず４番の長期優良認定住宅、それから低炭素認定住宅、省エネ認定住宅、北方型住宅２

０２０、これらの４つの部分についてなのですけれども、道に確認申請と同時にこれらの４

つの認定を受けたものの届出を一緒に申請していただきます。そうしますと、国からの補助

金が４５％町に入る制度でございまして、例えば町からある方に１００万円補助したとすれ

ば町に４５万円の補助金が入ってくるという制度でございます。 

 それと、５番の高効率機器についてですが、これは最近新しい住宅は結構使われている設

備でございまして、これらも今までは見ていなかったのですけれども、これらを設置するこ

とでエコになるという部分から、今回加算額として追加させていただきました。 

 以上でございます。 

○議   長 

 齊藤徹君。 
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○齊藤徹議員 

 すみません、ちょっと理解できていなかったのですけれども、例えば国から補助金が１０

０万円来て、４５％というのですけれども、よく分からないのですけれども、加算額が３０

万円というのは結局どういうふうに理解していいのか。 

 それと、多分ゼロカーボン宣言にちなんで新しく想定したのだろうと思うのですけれど

も、そうしたら確認申請なんかでやると結構坪単価が上がってくるのですよね。そう考える

と、そういったゼロカーボン宣言をしていくのなら、もう少しこの辺は加算額も、今回はこ

れでいいですけれども、今後は新たに検討していただきたいのですけれども、それについて

最後お願いいたします。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 すみません、説明が不足でした。 

４番の加算額については３０万円となっているのですけれども、全体で基本５０万円、そ

れから子どもが例えば２人、それから高効率機器、それから長期優良住宅を合わせて、総額

１００万円をその方に補助した場合、その１００万円のうちの４５％が国から戻ってくると

いう制度でございます。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 本日、行政報告の中でも大樹町もゼロカーボン宣言をさせていただいたところです。 

今後、ゼロカーボンを進めるにあたって、確かに議員がおっしゃるとおり、高効率機器の

導入等も含めて、各住宅でのカーボンニュートラルの発生を抑えていくという取組も必要だ

というふうに思いますので、その進捗も見ながら、取りあえず１０万円でスタートさせてい

ただいて、行動計画の中でこういう部分も盛り込んでいく必要があって、計画的に進めてい

くということであれば、この１０万円についてもさらに加算を図るような検討はさせていた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 
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○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第６６号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

休憩いたします。 

 

休憩 午後 ０時０４分 

再開 午後 １時００分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

◎日程第１４ 議案第６７号 

○議   長 

 日程第１４ 議案第６７号大樹町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部改正についての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第６７号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本件につきましては、大樹町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改

正についてをお願いするもので、総務省消防庁長官より消防団員の確保を目的に団員の処遇

改善に対する基準が示されたことから、本条例も基準を参考に改正を行うものであります。 

内容につきましては、総務課長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜りますよう

お願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 議案第６７号大樹町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正につい
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て説明させていただきます。 

 条例の説明に先立ちまして、概要から説明させていただきます。 

今回の改正は、総務省消防庁長官より消防団員の確保を目的に団員の処遇改善に対する基

準が示されたことからするもので、各報酬額の見直し、出動報酬の創設及び文言整理等が主

な内容でございます。 

それでは、条例改正につきまして、改正条文に沿って説明させていただきます。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を、改正後の欄に掲げる規定に改正する。 

 第１０条では、服務規律を定めるもので、改正前では「水火災その他の災害」としていた

ものを、改正後は、水火災又は地震等の災害の定義として「災害」と総称するように改正す

るものでございます。 

 第１４条は、報酬の額及び支給方法を定めるもので、改正前の年額報酬に加え、出動報酬

を定めるものでございます。第１項の年額報酬については、地方交付税単価を基本に、副団

長の「６万４,０００円」を「６万９,０００円」に、班長の「３万７,０００円」を「３万

８,０００円」に、団員の「３万円」を「３万６,５００円」に改めるものでございます。 

 ２ページに移りまして、中ほどの第５項から第７項までは災害等に従事する場合の出動報

酬について、改正前の出動費用弁償に代え、出動報酬として新たに定めるものでございます。 

 ３ページをお開き願います。別表をご覧願います。 

改正前は、第１５条の費用弁償の別表としていたものを、改正後では、第１４条における

出動報酬の別表として定めるもので、団員の災害の場合における出動報酬を「１回につき４,

８００円」を「１日につき８,０００円」に改め、１日の時間を７時間４５分に定めるもの。

警戒、訓練、その他の場合は、「１回につき３,７００円」を「１日につき４,３００円」に

改めるものでございます。 

２ページに戻りまして、下段の第１５条は、費用弁償を定めるもので、改正前の第２項で

定める出動費用弁償を削除し、改正前の第３項から第５項までを、改正後は１項ずつ繰上げ、

災害出動時の車賃及び出張時の旅費の支給に関してを費用弁償として支給するように改め

るものと文言の整理でございます。 

 ４ページに移りまして、附則でございますが、この条例は、令和４年４月１日から施行す

るものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ３ページの別表の第１４条関係で伺います。 
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 後段に、ただしから、「出動において活動に従事しない場合は、１日につき４,８００円

とする」となっているのですが、素人なので、活動に従事しないという意味が理解できない

ので、説明をお願いします。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 災害が発生して、召集して消防に参集するのですけれども、結果として現場に出動しない

で解散となった場合を、この場合のただし書において定めてございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第６７号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１５ 議案第６８号 

○議   長 

 日程第１５ 議案第６８号十勝圏複合事務組合規約の変更についての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第６８号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 
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本件につきましては、十勝圏複合事務組合規約の変更についてをお願いするもので、地方

自治法の規定により一部事務組合規約の変更にあたっては、関係地方公共団体の協議によ

り、これを定めることとされておりますので、今回ご提案申し上げるものであります。 

変更の内容については、新旧対照表をご覧ください。 

第３条の表、（６）ごみ処理施設及び最終処分場の設置、維持管理・運営に関する事務を

共同処理する市町村でありますが、令和４年４月１日から幕別町忠類村地区が加わることに

伴い、規約の一部を変更しようとするものでありますので、ご審議の上議決賜りますようお

願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第６８号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１６ 議案第６９号 

○議   長 

 日程第１６ 議案第６９号南十勝複合事務組合規約の変更についての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 
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 ただいま議題となりました議案第６９号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本件につきましては、南十勝複合事務組合規約の変更についてをお願いするもので、大樹

町、広尾町、幕別町の３町で構成している南十勝複合事務組合において共同処理しておりま

すごみ処理施設及び最終処分場の設置及び管理運営に関する事務及び小動物焼却処理施設

の設置及び管理運営に関する事務について、幕別町（旧忠類村地域）が令和４年３月３１日

をもって離脱すること等に伴い、組合規約の一部を変更しようとするものであります。 

一部事務組合の規約の変更に係る手続は、地方自治法第２８６条第１項の規定に基づき、

組合を構成する地方公共団体の協議によりこれを定め、都道府県の加入するものにあっては

総務大臣の、その他のものにあっては都道府県知事の許可を得なければならないとされてお

ります。 

また、当該協議は同法第２９０条の規定に基づき、議会の議決を経なければならないとさ

れておりますことから、提案するものであります。 

２ページの議案第６９号、説明資料をご覧ください。 

第３条は、組合の共同処理する事務について規定しております。表のし尿処理施設の設置

及び管理運営に関する事務については、平成１７年４月１日から現在の南十勝複合事務組合

（旧南十勝３町村複合事務組合）の全ての構成町が現在の十勝圏複合事務組合（旧十勝環境

複合事務組合）での共同処理に移行していることから、項目自体を削るものであります。 

同表のごみ処理施設及び最終処分場の設置及び管理運営に関する事務と小動物焼却処理

施設の設置及び管理運営に関する事務については、共同処理する町から幕別町（旧忠類村地

域）を削るものであります。 

次に、３ページの別表をご覧ください。 

別表は、同組合の経費に係る負担の割合について規定しております。別表の全部改正であ

りますが、変更点は、共同処理を終了しているし尿処理施設の設置及び管理運営に要する経

費の項を削り、ごみ処理施設・最終処分場及び小動物焼却処理施設の設置並びに管理運営に

要する経費の項から幕別町の負担割合を削るものであります。 

議案の１ページにお戻り願います。 

なお、附則についてでありますが、この規約は、令和４年４月１日から施行するものであ

ります。 

以上で説明を終わらせていただきます。ご審議の上議決賜りますようお願いを申し上げ、

提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

 西田輝樹君。 
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○西田輝樹議員 

 組合の構成は、その時代によって変わっていきますので、これは仕方ないことかなと思う

のですけれども、大樹町のほうでどのようにお考えになっているというか、幕別町の部分の

使用量が２,０００万円ぐらいだと思ったのですけれども、その部分の収入がなくなります

けれども、施設の運営費はコストとしては変わらないと思っているのですけれども、そうい

う試算がなされているのかが１つと。 

あと、焼却処理施設は６年なり７年後に十勝圏のほうに行くようなことでスケジュール管

理されていると思うのですけれども、この場合、施設の廃棄というか処理というか、施設を

処分しなければならないと思うのですけれども、そういうときに幕別町の部分の負担割合と

いうのは、将来的に生じるものなのか、生じないものか、その２点についてお伺いします。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 次の議案第７０号で施設の処分に関しては触れております。 

施設のコストですけれども、忠類から来るごみの分が減りますので、焼却処理の総量も若

干減りますので、その分のコストは下がるでしょうけれども、大きな違いはなくコストはか

かると思っておりまして、それは広尾と大樹で５０％、５０％で負担していこうということ

で、共同処理する令和９年まではそういった負担でやっていくということで、具体的なコス

トの計算は予算審議の中でこれから行うということになりますけれども、大きくは減らない

とは思っております。 

以上です。 

○議   長 

 佐藤住民課長。 

○佐藤住民課長 

 施設の処分についての負担割合でございますけれども、建設当初から令和４年３月３１日

までに建てられた建物、機械につきましては、広尾町、大樹町がそれぞれ４５％、幕別町１

０％という形で負担はかかるものでございます。令和４年４月１日から建てられる建物や機

械につきましては、広尾町と大樹町で半分ずつ負担するということになってございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 
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討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第６９号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１７ 議案第７０号 

○議   長 

 日程第１７ 議案第７０号南十勝複合事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処

分についての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第７０号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本件につきましては、南十勝複合事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分につ

いてをお願いするもので、南十勝複合事務組合において共同処理しておりますごみ処理施設

及び最終処分場の設置及び管理運営に関する事務及び小動物焼却処理施設の設置及び管理

運営に関する事務から幕別町（旧忠類村地域）が令和４年３月３１日をもって離脱すること

に伴い、財産処分について協議書により定めるものであります。 

一部事務組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分については、地方自治法第２８９

条の規定に基づき、組合を構成する地方公共団体の協議により、これを定めるものとされて

おります。 

また、当該協議は、同法第２９０条の規定に基づき、議会の議決を経なければならないと

されておりますことから、提案するものであります。 

３ページをご覧ください。 

幕別町（旧忠類村地域）が南十勝複合事務組合の共同処理するごみ処理施設及び最終処分

場の設置及び管理運営に関する事務及び小動物焼却処理施設の設置及び管理運営に関する

事務から離脱することから、協議書において決算剰余金を除き、当該事務に係る同組合の財



 

－ 43 － 

産の権利を放棄するとともに、離脱後の経費の負担方法について定めるものであります。 

４ページをご覧ください。 

別表１については、幕別町が令和４年度から６年度まで負担する埋立処分場の管理運営に

要する経費の項目であります。埋立処分場の管理運営に要する経費は、埋立処理に係る経費

と汚水処理に係る経費があり、忠類村地域のごみが搬入されなくても汚水の処理は継続さ

れ、経費の負担が生じるものであります。 

別表２については、幕別町が令和４年度から６年度まで負担する最終処分場の負担額であ

ります。負担の額は、平成２８年度から令和２年度までにおける決算額、５年間の平均額と

しております。経費負担の３年の期間については、北海道内の他の最終処分場の廃止事例か

ら受入終了と廃止届出許可までの期間を参考としております。 

また、年度ごとにおける負担する額が減少となるのは、埋立総量に対して忠類村地域の埋

立割合が減少するため、基準額を補正し、負担額を減ずるものであります。 

以上で説明を終わらせていただきますので、ご審議の上議決賜りますようお願いを申し上

げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第７０号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第１８ 議案第７１号 

○議   長 

 日程第１８ 議案第７１号町道路線の認定についての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第７１号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本件につきましては、町道路線の認定をお願いするもので、緑苑行政区内の町道振別団地

６号線に接する高校通２６番地２７の用地は道路用地となっておりますが、町道として認定

されていないため宅地利用が進んでおらず、行政区からの要請もあり、今回町道として認定

しようとするものであります。 

内容について、朗読して説明をいたします。 

議案第７１号町道路線の認定について。 

道路法第８条第２項の規定により、下記の町道を認定する。 

記。 

路線番号、４１６。 

路線名、振る別団地９号線。 

起点、高校通２６番地７５。終点、高校通２６番地９１。 

延長、８７.１４メートル。 

路線名については、町道路線の認定に関する要綱により、原則として字名または行政区名

とすることとしておりますが、本路線については、緑苑行政区内で既に町道認定している路

線、振別団地８号線に続き、振別団地９号線としております。 

なお、次のページに図面を添付しておりますので、ご確認をいただくとともに、内容をご

審議の上議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 
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○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第７１号の件を採決します。 

 お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第１９ 議案第７２号 

○議   長 

 日程第１９ 議案第７２号令和３年度大樹町一般会計補正予算（第７号）についての件を

議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第７２号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

本件につきましては、令和３年度大樹町一般会計補正予算（第７号）をお願いするもので、

今回は、歳入歳出それぞれ１億１,１３９万５,０００円の追加と地方債の変更であります。 

内容につきましては、総務課長から説明いたさせますので、ご審議の上議決賜りますよう

お願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 議案第７２号令和３年度大樹町一般会計補正予算（第７号）について説明させていただき

ます。 

 今回の補正は、歳入歳出それぞれ１億１,１３９万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額をそれぞれ１０１億４万７,０００円とするとともに、地方債の変更を行うものでござ

います。 

最初に、資料で説明させていただきますので、４ページをお開き願います。 

 説明にあたりましては、事業の追加や事業費増減の大きなものなどに絞らせていただき、

事業の執行見込み額の精査によるものは説明を割愛させていただきます。財源内訳につきま

しても、一般財源のみの増減や事業確定に伴う補助金増減等の財源調整分につきましては、
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説明を割愛させていただきます。 

最初に、議会費、議会運営費、報酬と旅費で１３２万５,０００円の減。報酬につきまし

ては、常任委員の改編に伴う委員長職の変更により１名分が不足となり増額とするもの。旅

費につきましては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のために会議等が中止となったため

減となるものでございます。 

 その下から５ページにかけまして、総務費全体で２,３３２万８,０００円の増。 

最初に、一般管理費、庁舎管理費、委託料で１９万４,０００円の増。新庁舎の建設工事

が１月１４日までとなっており、検定引渡し後の防犯対策として機械警備を行うため、３カ

月分の委託料を計上してございます。総務管理費、報酬で２４万９,０００円の増。再任用

職員の報酬について、職位の級の見直しにより不足が生じることとなったため、増額をお願

いするものでございます。 

財産管理費、町有地・建物維持管理費、委託料で１９１万円の増。令和４年度から建築物

の解体におけるアスベスト規制が強化され、床面積が８０平方メートル以上、または請負金

額が１００万円以上の場合は工事開始前にアスベストの有無の調査が義務づけられたため、

次年度に解体を予定している南通の職員住宅１棟、それから旧歴舟中学校職員住宅１棟、旧

生花診療所１棟、計３棟に係る調査業務委託料を計上するものでございます。 

企画費、宇宙のまちづくり推進事業、旅費から委託料まで９６７万１,０００円の増。財

源は、特定財源として国道支出金が地域づくり総合交付金で４９０万円、その他では魅力あ

るまちづくり推進基金からの繰入金で４９５万円、一般財源は１７万９,０００円の減。旅

費については、地域活性化起業人の活動旅費で不足が見込まれるため増額をお願いするも

の。役務費では、北海道スペースポートの商標権出願登録手数料の計上。委託料では、北海

道スペースポートＰＲ業務として企業からの寄附などによる支援を増加させるための委託

料の増額をお願いするものでございます。 

庁舎建設費、役場庁舎建設事業、需用費と委託料で６８万５,０００円の減。それぞれ事

業費の確定による減でございます。また、財源内訳では、建築主体のうちの外部建具などの

一部が補助対象外となったことのほか、外構工事が起債事業の対象となったことから、地方

債を９,１９０万円の増、その他では補助金など１,２６９万２,０００円の減、一般財源は

７,９８９万３,０００円の減となってございます。 

５ページに移りまして、戸籍住民基本台帳費、戸籍住民基本台帳管理事業、委託料と備品

購入費で１,２５５万１,０００円の増。財源は、特定財源として国道支出金が７８万１,０

００円、地方債が１,０５０万円、一般財源は１２７万円。委託料では、役場庁舎の移転に

合わせ戸籍システムをクラウド化して導入するもの。備品購入費では、地方創生臨時交付金

を活用し、マイナンバーカードなどの本人確認書類裏面印字システムを導入するものでござ

います。 

衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査経費、報酬から備品購入費まで４３万

１,０００円の減。 
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監査委員費、監査委員経費、旅費で１３万１,０００円の減。新型コロナウイルス感染症

拡大防止のために会議等が中止となったため、減となるものでございます。 

５ページから６ページにまたがりまして、民生費全体で３,８６１万３,０００円の増。 

社会福祉総務費、社会福祉一般事業、扶助費で２２１万４,０００円の増。財源は、国道

支出金が５０万円、一般財源は１７１万４,０００円。福祉灯油等支給事業につきまして、

灯油価格の高騰により予算の不足が見込まれるため、増額をお願いするものでございます。 

発達支援センター費、発達支援センター運営費、報酬と給料で１７０万７,０００円の減。

新規職員の採用を見込んでおりましたが、応募がなく、会計年度任用職員の雇用としたこと

により報酬で５８万５,０００円の増、給料で２２９万２,０００円の減とするものでござい

ます。 

６ページに移りまして、公衆浴場費、公衆浴場運営費、備品購入費で８０万７,０００円

の増。財源は、全額国道支出金で、地方創生臨時交付金を活用し、公衆浴場の券売機を購入

するものでございます。 

児童措置費、子育て世帯への臨時特別給付金事業、役務費と負担金、補助及び交付金で３,

７２９万９,０００円の増。財源は、全額国道支出金で、新型コロナウイルス感染症の影響

を受けている子育て世帯に対し、１８歳以下１人当たり５万円の臨時特別給付金７４０人分

と事務費の計上でございます。 

 衛生費全体で２,２１８万５,０００円の増。 

健康づくり推進費、健康推進事業、負担金、補助及び交付金で１６万円の増。帯広厚生病

院運営費補助金の増によるものでございます。 

成人保健費、成人保健事業、委託料で４８１万円の増。財源は、国道支出金が２０６万８,

０００円、一般財源は２７４万２,０００円。健康管理システムの改修で、健診結果の利活

用に向けた情報標準化整備事業により様式の標準化、情報連携システムの整備を行うもので

ございます。 

予防費、新型コロナウイルス対策事業、職員手当等から委託料まで１,７２１万５,０００

円の増。財源は全額国道支出金で、新型コロナウイルスワクチンの追加接種３回目に係る経

費を計上してございます。 

７ページに移りまして、労働費全体で５３５万７,０００円の増。 

労働諸費、勤労者センター運営費、需用費で１２万１,０００円の減。通年雇用促進支援

事業、工事請負費で５４７万８,０００円の増。財源は、全額国地方創生臨時交付金で、季

節労働者等の冬季就労の場として実施を予定し、今年度は芽武地区農業用排水路の支障木伐

採で、延べ人数で１４０人程度の雇用を想定してございます。 

 次に、農林水産業費全体で２,００５万９,０００円の増。 

畜産振興費、家畜共進会・共励会事業、報償費と負担金、補助及び交付金で５６万１,０

００円の減。各種団体育成事業、負担金、補助及び交付金で４０万円の減。 

水産振興費、水産振興一般管理費、負担金、補助及び交付金で８９０万円の増。財源は、
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その他で１３０万円、一般財源は７６０万円。町が全国から募った寄附金を財源とし、試験

養殖事業を実施している漁業者団体に赤潮被害に対する緊急支援を行う補助金として１８

０万円。同じく赤潮による漁業被害を受けた大樹漁協に対し、経済的負担の軽減と地域漁業

の振興に資する持続的な取組を支援するための補助金として７１０万円を計上するもので

ございます。 

次に、秋さけ定置漁業緊急支援事業、負担金、補助及び交付金で３６０万円の増。本町の

大宗漁業である秋さけ定置漁業が１１月に今年度の漁期が終了し、５年連続の記録的な不漁

となってございます。秋さけ定置漁業者が漁獲金額に応じて負担している一般社団法人十勝

釧路管内さけ・ます増殖事業協会会費の負担割合が不漁により令和元年度から特例措置で２

％増加したことで漁業者の負担が増え、漁業基盤の不安定化が懸念されることから、緊急的

に支援を行うものでございます。 

大樹町漁業振興事業、負担金、補助及び交付金で２３２万円の増。財源は全額国道支出金

で、地方創生臨時交付金を活用し、水産関連産業流通衛生環境向上事業として、大樹漁協が

導入する水産加工品を高速、効率的に包装・梱包する設備の導入に対し、補助対象経費の５

分の４を補助するものでございます。 

経営継続支援事業、負担金、補助及び交付金で６２０万円の増。財源は全額国道支出金で、

地方創生臨時交付金を活用し、新型コロナウイルス感染症の影響によって収入が減少した漁

業者を支援するために、一月の売上げが前年または前々年同月比で２０％以上減少している

事業者に対し、２０万円を上限に支援金を給付するもので、３１経営体分の計上でございま

す。 

８ページに移りまして、商工費全体で３７４万７,０００円の減。 

商工振興費、商工業振興対策事業、需用費から負担金、補助及び交付金まで２７２万９,

０００円の減。クーポン券発行事業助成金、飲食店等販売促進事業補助金、時短等協力事業

者支援事業の事業費確定による減でございます。 

市街地開発推進費、ＴＭＯ活動推進事業、負担金、補助及び交付金で１０１万８,０００

円の減。 

次に、土木費全体で１,０８４万４,０００円の増。 

道路維持費、土木車両維持管理費、需用費で１００万円の増。燃料価格の高騰により燃料

費の不足が見込まれるため、増額をお願いするものでございます。橋梁長寿命化事業、委託

料と工事請負費で１,００５万６,０００円の減。委託料では、橋梁長寿命化点検業務と中島

新橋補修実施設計業務の事業費確定により２,２８５万６,０００円の減でありますが、中島

新橋の補修実施設計により一部で早期に補修が必要となったことから工事請負費として１,

２８０万円の増で、財源は交付率上限６２.７％の国庫補助金と地方債等でございます。 

住宅管理費、大樹でかなえるマイホーム支援事業、報償費と負担金、補助及び交付金で１,

９９０万円の増。当初予算では、町内在住、移住者、新築・中古合わせて１５件を見込んで

ございましたが、現在交付済み及び交付予定の合計で３１件の利用があり、当初予算では不
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足するため、今年度の申請分も見込み、追加をお願いするものでございます。 

消防費、災害対策費、防災対策推進事業、工事請負費で６９４万１,０００円の増。財源

は、国道支出金が４６２万７,０００円、地方債が２３０万円、一般財源は１万４,０００円。

総務省所管の公衆無線ＬＡＮ環境整備支援事業を活用し、避難所である町内３カ所のコミュ

ニティセンターについて災害避難時の情報収集手段として、また平常時は施設利用者の利用

も可能とし、公共施設の有効活用を図るために各施設内に無線によるインターネット環境を

整備するものでございます。財源のうち地方債につきましては緊急防災・減災事業債で、起

債償還額の７割が交付税措置されるため、町の負担としましては７０万円程度でございま

す。 

 ９ページに移りまして、教育費全体で１４１万８,０００円の減。 

教育振興費、教育振興事業、共済費から負担金、補助及び交付金まで４８万４,０００円

の減。学校管理費、小学校の学校管理費、共済費と負担金、補助及び交付金で７万３,００

０円の減。学校管理費、中学校の学校管理費、共済費と負担金、補助及び交付金で７万３,

０００円の減。 

教育振興費から中学校の学校管理費までに計上している共済費と負担金、補助及び交付金

は、それぞれフルタイム、会計年度任用職員が加入する勤務２年目以降の共済組合制度でご

ざいますが、当初予算では市町村共済組合で計上しておりましたが、教育現場に勤務する場

合は公立学校共済組合に加入すべきものとなり、負担金の掛け率素因により減額となるもの

でございます。 

学校給食費、給食調理事業、委託料及び備品購入費で７８万８,０００円の減。 

次に、１０ページにかけまして、諸支出金９４４万２,０００円の減。 

事業会計繰出金、介護サービス事業特別会計繰出金における特定財源の国道支出金は、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を繰出金とするものでございます。 

１０ページに移りまして、特別会計出資及び補助金、病院事業補助金における特定財源の

地方債は、医療機器購入費の一部に充当するための借入れでございます。 

以上、歳出補正額合計１億１,１３９万５,０００円の増。 

財源内訳では、特定財源が国道支出金で７,８８５万６,０００円の増、地方債で１億１,

０１０万円の増、その他で６４４万２,０００円の減。特定財源の合計では１億８,２５１万

４,０００円の増で、一般財源が７,１１１万９,０００円の減となるものでございます。 

次に、歳入について主なものを説明させていただきますので、１４ページ、１５ページを

お開き願います。 

事項別明細書の１４ページ、１５ページ、上から３段目。 

１５款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、１節企画費補助金で、新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は、水産関連のほか、雇用創出事業など６事

業に充当してございます。 

１６ページ、１７ページをお開き願います。 
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１９款１項ともに繰入金、１目基金繰入金のうち、森林環境譲与税基金繰入金は、新庁舎

建設に伴う備品で、柏林公園の柏材を活用したテーブル等に充当するもの。 

下がりまして、２１款諸収入、５項２目ともに雑入のうち、二酸化炭素排出抑制対策事業

費等補助金は、建築主体のうちの外部建具などの一部が補助対象外となったことから減と

なってございます。 

２２款１項ともに町債で、１目過疎債と５目公共施設等適正管理推進事業債では、役場庁

舎建設に係る事業債について外構工事が公共施設等適正管理推進事業債の対象となったこ

とから、増減してございます。 

次に、第１表、歳入歳出予算補正の歳出を説明いたしますので、２ページをお開き願いま

す。 

 歳出合計、補正前の額９９億８,８６５万２,０００円。補正額、１款議会費から１３款諸

支出金まで１億１,１３９万５,０００円の増、補正後の歳出合計１０１億４万７,０００円。 

 続きまして、歳入を説明いたしますので、１ページをお開き願います。 

 歳入合計、補正前の額９９億８,８６５万２,０００円。補正額、１１款地方交付税から２

２款町債まで１億１,１３９万５,０００円の増、補正後の歳入合計１０１億４万７,０００

円となるものでございます。 

 続きまして、第２表、地方債補正を説明いたしますので、３ページをお開き願います。 

 内容は、地方債の変更でございますが、過疎対策事業の限度額を２４０万円減額し１１

億２,８９０万円に、臨時財政対策債の限度額を５,８８５万円減額し１億６,０１５万円

に、公共施設等適正管理推進事業の限度額を１億１,０２０万円増額し１２億５,０８０万

円に、緊急防災・減災対策事業の限度額を２３０万円増額し１,２９０万円にそれぞれ変

更するもので、起債の方法、利率及び償還の方法につきましては、補正前と同じでござい

ます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時４９分 

再開 午後 ２時００分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議案第７２号につきましては、提案理由の説明が終了しております。 

 お諮りします。 

 本件の審議にあたっては、同一事件に対する質疑を３回までとする会議規則第５４条の

規定については、歳出は款ごとに、歳入は一括してこれを適用することとしたいと思いま
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す。 

これにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、ただいま決定のとおり、議事を進めます。 

 はじめに、事項別明細書１８ページ、１９ページ、１款議会費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

 続いて、１８ページから２１ページまで、２款総務費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 １９ページ、２款総務委費、１項総務管理費、３目財産管理費、１２節委託料のアスベス

ト関係で伺います。１９１万円の補正予算なのですが、これまでも多くの建物の解体工事を

実行してきているはずなのですよね。それで、町の建物にアスベストがどの程度使用されて

いるのか、使用されていないのか。量的なものをこれまでの経過の中で把握をしていなくて、

改めてその建物に使われているか使われていないかのいろはから全部チェックしなければ

分からない状況なのかどうか、疑問があるので、その辺をまずお聞かせください。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 ただいまのご質問ですけれども、町の公共施設において、それぞれの建物でアスベス

トがどれだけ入っているかというのは現状としては把握してございません。 

それで、令和４年４月からアスベストの関係で、解体改修工事に係る事前調査の結果、

届出制度として労働基準監督署に届け出なくてはいけないという法律が新しくできまし

たので、それぞれの建物でそれぞれ調査しなければならないということになったことか

ら、今回補正をかけて調査することになったものでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

 菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 アスベストの関係については、大事なことだという理解はしています。ただ、建物を建て

るときに、設計の関係でどういう場所にどういうものを使っているか、アスベストがどの程
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度、例えば重さだったら何キログラムとかというのが、僕は残っているのではないかなとい

うことなのだけれども。 

それが分かっていても、今の法律でいうと改めてやらないと許しませんよということなの

かですか。だから数量が分かっていて、例えば先ほど言われました新通の住宅でいうと、こ

れは１棟に対して例えば何キログラムとか何平米とか使っていますというのが分かってい

るのだったら、僕はそれでもっていいのかなと思っているのですが、それはいけないと。 

どうしても改めてそれが正しいかどうかのチェックを入れてきちっと報告しなければな

らないという縛りがあるのかどうか、もう一度お答えください。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 それぞれの建具や天井の材質に何グラム入っているかではなくて、例えばこの屋根の天井

に含有しているかどうかという部分で調査をしなければならないという決まりとなりまし

た。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 １９ページの委託料の関係で、北海道スペースポートＰＲ業務で８７５万円の補正を組ん

でいるのですけれども、一応特定財源、その他は基金繰入れなのですけれども、ＰＲ業務と

いうのは、いつまでの期間を指しているのか。３月までなのか、これから１年間分なのか、

その辺をちょっと聞きたいのですけれども。 

○議   長 

 大塚企画商工課参事。 

○大塚企画商工課参事 

 北海道スペースポートＰＲ業務につきましては、内容としましては、これから３月までの

間の中で必要なＰＲに係る業務をやっていくのですけれども、作成するものがＰＲの動画で

あるとか、コンセプトブックの英語版の作成であるとか、コンセプトブックのさらなる詳細

版の作成などとなっておりまして、作ったものはその後もずっと当面の間は使っていくと、

来年度以降も使っていくというふうに考えております。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 分かりました。 

それで、北海道スペースポートＰＲ業務の当初予算で多分１１８万８,０００円くらい見

ていたのですよ。それは、北海道スペースポートの優位性や意義などについて、理解、促進
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を求めるよう内容の冊子の制作を行う業務をデザイン企画会社に委託するというのが当初

予算だったのですね。あと４カ月のために何で８７５万円もこんなに急に増えるのか。それ

であれば、当初予算からきちっと見て、総額で９９３万８,０００円くらいになると思うの

で、もう１,０００万円近いのですよ。この辺の予算の組み方に何か問題があるのではない

かと思うのですけれども、どうして急にこのように増えるのか、それについて聞きたいので

すけれど。 

○議   長 

 大塚企画商工課参事。 

○大塚企画商工課参事 

 議員おっしゃるとおり、１１０万円を５月の臨時会で北海道スペースポートＰＲ業務とし

て計上しております。この１１０万円につきましては、北海道スペースポートのホームペー

ジ等の運営のための業務として、スペースコタン社に対して業務を委託してそれをやってい

ただいております。 

 今回のＰＲについては、先ほど申し上げたような形で、さらなるＰＲの加速化というか、

来年度着工を目指していますＬＣ１整備であるとか、滑走路の延伸については、国からの交

付金以外の部分いうのは、前から申し上げているとおり、企業版ふるさと納税などの寄付に

よって賄いたいと考えておりまして、ＬＣ１の来年度着工分に向けてはある程度のめどが

立ってきているところですけれども、さらにその先には、前から申し上げている形ですけれ

ども、全体でＬＣ２を含めると５０億円、これは町だけのことでは難しいのですけれども、

数百億円かかると言われている３,０００メートルの滑走路を造るというふうな目標もござ

いますので、それに向けましては、国であるとか大手の企業に対して強くＰＲしていかなけ

ればならないというところがありまして、すぐに取り組めるような形で何とかやらせていた

だいたいなと思っていまして、この時点での計上をさせていただきたいなと思っているとこ

ろであります。 

 以上です。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 分かりました。 

それで、先ほどの行政報告でも話をしましたけれども、宇宙サミットでも、町の持ち出し

が５２０万円、ほかの企業からもいろいろ入れまして約８３５万円という説明を受けたので

すけれども、そのときでもＬ１射場だとかＬ２だとか、３,０００メートルの滑走路もちゃ

んとＰＲしているのですよね。冊子もあるのですよ。そこをもってきて何でこんなに投資を、

ふるさと納税企業版で募っているので、基金の繰入ですから一般会計から直接出ていないで

すけれども。町長に聞きたいのは、その辺のスペースコタンの会社とのすみ分けはきちんと

できているのかなと。 
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これでいってしまうと、来年もおそらく１,０００万円近いＰＲ事業が、本当に軌道に乗

るまでといったら、ＰＲ事業もおそらく当初は少ないけれども、また補正、補正で１,００

０万円近いＰＲ経費が出ていくのではないかという心配をしているのですけれども、その辺

について、今後スペースコタンの会社との業務のすみ分けを、大樹町はここまでだよ、その

後はきちんとスペースコタンでやらなければいけないといったすみ分けが、まだできていな

いのではないかと思うのですけれども、それについて町長どうでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今回、総務費の中で北海道スペースポートのＰＲ業務いうことで、８７５万円の予算を計

上させていただきました。内容については、先ほど担当のほうから説明があったとおり、動

画、または現在整理しておりますパンフレット等リーフレット等の内容をさらに充実させ

る、詳細にするというような取組の経費であります。今年度の予算要求ではありますが、出

来上がったものについては、次年度以降のＰＲ活動に有効に、そして積極的に活用していけ

ればなというふうに思っているところです。 

 北海道宇宙サミット実行委員会で、私どもまたはスペースコタン等のメンバーも含めて、

あとは十勝の企業の皆様とともに開催をさせていただきました。ＰＲは、機運を醸成すると

いう意味では多くの方にご賛同、ご参加をいただき、それなりの反響はあったのではないか

なというふうにも思っているところです。その実行委員会の中でもスペースコタン、または

一部インターステラの出向のスペースコタンの役員もおりますが、そういう方達の英知が盛

り込まれたイベントになったのかなというふうにも思っているところです。 

 今後、私どものスペースポートの誘致、設置に向けては、スペースコタン側の大きな活動

の力を発揮してもらいたいなというふうにも思っており、今後、私ども大樹町とスペースコ

タンの役割、かぶる部分も当然ありますし、それぞれ担っていく部分もありますので、そう

いうところについても、今以上にはっきりと見える形で運営していきたいなというふうにも

思っているところです。 

 スペースコタンは、この４月に設立をし、ここまで約８カ月程度活動をしてまいりました。

まだまだお互いに整理をしながら進んでいかなければならない点も多々あるかなというふ

うに思いますし、活動または役割をしっかりと見える形でやっていくことも私ども大樹町の

務めだなというふうに思っておりますので、そういう点についても、今後もまた何か至らな

い点などがあれば、ぜひご指摘いただいた中で、よりいい形で大樹町が目指す北海道スペー

スポートの実現に向けて取り組んでいければなというふうに思っております。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 
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 質疑なしと認めます。 

続いて、２０ページ、２１ページ、３款民生費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ２１ページ、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、１９節扶助費の福祉灯

油について伺います。令和３年度の当初予算は、実績を考慮して対象戸数４７０戸分で、単

価８０円掛ける１５０リットルで５６０万円計上しているのですが、灯油の急騰によって補

正をするのですが、大体計算上でいうと３０円の高騰で４７０戸分、１５０リットルでやる

と大体２１１万５,０００円になって、丁度なのですよね。 

それで、単価の計算はそこに置いているのではないかと思うのですが、もう一方で、扶助

の考えとして灯油１５０リットル、または商品券１万２,０００円分という物の考えがあっ

たわけであります。この状況でいうと、商品券１万２,０００円分については、同じような

計算で、例えば金額を置き換えるのか、その辺をお伺いしたいと思います。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼

学童保育所長 

 商品券の部分についてでございますけれども、灯油１５０リットル分掛ける、１１月１日

現在の基準として灯油が１１０円ということで、当初予算よりも３０円増えておりますの

で、その分を今回補正でお願いしたところでございます。 

商品券につきましても、同じ１１０円の単価掛ける１５０リットル分で、１万６,５００

円分を商品券として配布できるような形で考えております。 

 以上でございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 同じく関連ですけれども、今、同僚議員のほうから、対象戸数は前回と比べて１０戸減っ

て４７０戸ですけれども、４７０戸は間違いないのか。その内訳は、例えば高齢者は４００

戸ですよね。そのほか、障がい者２０戸だとか、母子・父子が２０戸、生保３０戸とすると、

当初の予算ですけれども、その辺は変わらないということでいいのでしょうか。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼

学童保育所長 
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 対象世帯数ですが、当初４７０世帯ということで予算を計上させていただきましたが、１

１月１日現在、私どもで調べた中では、対象世帯が４７６世帯ということになりました。 

 内訳につきましては、概算ですけれども、高齢者世帯が４２０世帯、障がい者世帯が５世

帯、母子父子世帯が２１世帯、生活保護世帯が３０世帯ということで、合計で４７６世帯。

それに単価１１０円で１５０リットル分ということで計上させていただいたところでござ

います。 

 以上です。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

続いて、４款衛生費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 健康管理システムの改修業務なのですけれども、説明いただきましたので改修分について

は分かりました。この部分の既存の機能というか改修前の機能というのは、例えば予防接種

の管理をしているとか、健康診断のこのようなことにとか、がん検診のこのようなことに

使っているというような既存の管理の部分について教えていただきたいと思います。 

○議   長 

 瀬尾保健福祉課参事。 

○瀬尾保健福祉課参事 

 健康管理システムの改修業務についてですが、今回、改修業務に必要となっているものが

がん検診ですとか骨粗鬆症検診、肝炎検診など標準的に健診機関から受け取るシステムを取

り入れるための必要な経費ですとか、あとは、マイナンバーと転出入を連動して、その方の

履歴が分かるようにしていくというようなことになっております。 

 もともと持っているものにつきましては、大樹町民の全員の健診の結果ですとか予防接種

の履歴ですとかが入力できるような形になっております。あとは保健師が関わった家庭訪問

の結果ですとか健康相談したときの結果ですとかという個人的な対応についての入力もで

きるようなシステムと今はなっております。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 今のお話しの中で、道内的というか十勝管内的というか、今のシステムとしての既存のプ

ラスの部分含めてなのですけれども、その部分については特段ウイングが狭いとか広いと
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か、対象項目が大樹町は優れているといったらいいのか、幅広く受け入れているとか、少し

狭いというような、さらに改修の余地というのはないのでしょうか。 

○議   長 

 もう少しかみ砕いて話してください。これをこうしたらこうなるでしょうとかと。漠然と

し過ぎです。 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 今動いているシステムというのは、管内なり道内なりのシステムとしての幅広さというか

受け入れの分というのは、これ以上拡張しなくてもいいようなシステムなのですか。 

○議   長 

 瀬尾保健福祉課参事。 

○瀬尾保健福祉課参事 

 大樹町に今ある健康管理システムにつきましては、ほかの市町村でも使っているシステム

と同様のシステムを使っておりまして、法的にいろいろなことが改正されれば、それに見

合ったような形で常にバージョンアップしているようなシステムとなっておりまして、でき

ないとか、広いとかという機能が特別大きいというものではなく、あくまでも標準的に必要

なものが記録できるようなシステムとなっております。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

続いて、２２ページ、２３ページ、５款労働費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

続いて、６款農林水産業費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ２３ページ、農林水産業費、３項水産業費、１目水産振興費の１８節負担金で、経営継続

支援事業の支援金を２０万円上限で３１経営体を対象としているという説明なのですが、１

つは、２０万円上限ということは２０万円以下もあり得るのかということと、それから３１

経営体というのは、漁業者だけでなくて、漁業に関連する事業者を含んでいるのかどうかの

２点をまず伺いたいと思います。 
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○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 経営継続支援金の関係でございます。２０万円上限と定めてございます。もちろん、２０

万円を切った場合に当該金額になろうかと思いますけども、その場合、最悪、前年の同月も

しくは前々年の同月との比較なのですけれども、複数月を加算しても可としてございます。 

 それから、関連業者への支援の部分でございますけれども、いわゆる産業分類上、漁業と

して認められるものは、ここで対象となります。例えば水産加工を行う場合は、製造業で第

二次産業になりますので、商工で措置した支援金のほうが対象になるというものでございま

す。 

 以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 最初の２０万円以下の場合のところを聞き漏らしたので、もう一回お願いします。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 具体例を申し上げます。今年の１２月が前年に比べて例えば１５万円の収入減であった場

合は１５万円なのですけれども、例えば令和４年の１月と令和３年の１月を比較するとそこ

も１０万円下がっていたといった場合は、合算をかけて上限として２０万円まで支給します

よという考えでございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 同じく負担金、補助金及び交付金ですけれども、試験養殖事業と赤潮被害対策です。 

多分これは秋サケ、シシャモ、あと養殖のマスの関係だと思うのですけれども、一番直近

の数値でよろしいですから、赤潮に対する被害額というのは、最終的にどのくらいの数字に

なったのか知りたいのですけれども。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

具体の金額というのは、まず１点目に１８０万円のほうの大樹サクラマス養殖事業研究会

への支援金でございます。被害額につきましては、ここで試験養殖したサクラマスというの

は、まだ市場に出たことがございません。昨年はしけで四百数十尾が全滅でございます。今
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年は２,４００尾弱なのですけれども、ほぼ壊滅状態ということで市場価値を図るところは

ございません。しかしながら、キロ５００円くらいとして、例えば１.２キロでいくと６０

０円程度、例えばこれが２,０００尾もし処分できれば１２０万円とかといった数字が上が

るかと思います。 

また、アキアジにつきましては、定置網の中に入ってへい死している確認されたサケが３,

４１０尾でございます。こちらも市場価格が今年は非常に高かったりするのですけれども、

雄雌の比率であるとか、そこまでのチェックはしてございませんので、例えば相場でキロ当

たり６００円とか７００円になると。例えば６００円と仮定した場合に３,４００匹ですか

ら、それで３.５キロでいくと約７１０万円前後の損害という形になるのかと思うます。 

ただ具体的に、そういうつかみではありますけれども、明確に被害額はこれだけですとい

うふうに公表してございません。 

以上です。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

分かりました。 

それで、これまでの秋サケだとかシシャモとかサクラマスですけれども、今ちょうど操業

しています毛ガニとかツブとかホッキですけれども、これは獲ってみないと分からないので

すよね。そうしたら、ひょっとしたら赤潮の原因もあるかもしれない。今後も毛ガニとかツ

ブとかホッキとかに対してもそういった支援を考えているという解釈でいいのか。今後の支

援事業の補助金について、町長にお聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

水産業費の赤潮被害緊急支援補助金の説明をさせていただいているところです。 

今回、赤潮被害の対策については、漁業協同組合ともどういう被害が想定されているのか、

現状はどうなのかというところも情報交換をやりとりしながら取り組んでいるところです。 

今回の７１０万円については、私どもとしては秋さけの被害を根拠にこの金額を算定させ

ていただきました。シシャモについては、ほぼ漁が終わっているということではありすけれ

ども、まだまだ具体の被害額が明確にはならないということと、今操業しておりますツブや

毛ガニについても、これから全容が明らかになって被害の程度が見えてくるかなというふう

に思っておりますので、その段階で再度どういう形で緊急支援ができるかというところは検

討した上で、必要な部分については、これからの町議会において改めて追加という形で予算

計上させていただければなというふうに思っております。 

○議   長 

齊藤徹君。 
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○齊藤徹議員 

最後もう一点お伺いします。 

今回は単発ですけれども、例えばシシャモにしても毛ガニしてもツブにしてもそうですけ

れど、稚魚から漁獲するまでといったら結構３年、４年、５年、６年、物によっては７年、

８年かかるものもあるのですよね。そうすると、今回は短期的ですけれども、場合によって

は長期的に支援していくということも今後考えられると思うのですね。その辺は単費でやる

のはなかなかきつい面もあるので、沿岸４町とか３単協ときちんと相談しながら国や道に要

請活動を踏まえながら、町としての支援を十分考えていただきたいですけれども、それにつ

いてどうでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今回の予算を計上させていただいている７１０万円については、緊急支援ということで

す。正直、漁獲がままならないということで、それの手数料収入を主な財源としている漁業

組合の運営が非常に厳しい状況にあるということでありますので、今回については緊急支援

ということですが、今議員がご発言のとおり、魚種によっては、今回の赤潮被害が数年にわ

たって資源が回復するまでにかかる魚種もありますので、その辺についても、今回は緊急支

援でスポット的に行っていますけれども、漁業関係または漁組の支援については、長いスパ

ンで考える支援の在り方も必要だなというふうに思っておりますので、十勝沿岸４町３単協

で力を合わせて、前浜の状況を道や国に伝えていく中で、地元としてどういう対応ができる

かというところは、またぜひ議員の皆様、そして漁業者のみんなからもどういうことが望ま

しいかという意向も聞いた上で、必要なものについては予算計上、または要請活動もしてい

ければなというふうに思います。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 もう一回、先ほど課長から、私は関連業者もここに入るのかなと思って聞いたのですが、

関連業者は製造業で、製造業は第二次産業だからここに該当しないという話があったのです

が、とすると、大樹に関連事業者が何社あるか把握していないのですが、第二次産業対象分

の救済措置は、今のところ何も考えられていないという解釈をしなければならないのです

か。それとも、今後何か検討する余地があるのかどうか、そこを最後にお聞かせください。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 漁業の枠組での支援は行わないと。ただし、補正予算で商工業者に対する支援措置が出来
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上がってございます。その件につきましては、関係課長のほうに説明をお任せします。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 商工業者に対します中小企業等の特別支援金の内容につきましては、先ほど漁業者支援と

同じような内容で、令和３年５月から９月のいずれかの月で、前年または前々年度と比較し

まして２０％以上減少しているという部分が該当になりますが、今回の商工業者に対する中

小企業等の支援金につきましては、ある程度業種の範囲を限定しておりまして、小売業、宿

泊業、飲食サービス業、洗濯業、理容業、美容業、写真業、旅客利用者運送業といった形で、

製造業については今回この中には含まれておりません。 

 以上でございます。 

○議   長 

ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

続いて、７款商工費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

続いて、２４ページ、２５ページ、８款土木費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

続いて、９款消防費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

志民和義君。 

○志民和義議員 

消防費のことで無線ＬＡＮです。３カ所のコミセンということなのですけれども、無線Ｌ

ＡＮで今やられているのですのですけれども、今後、光ファイバーの工事もまた併せてやら

れているのですけれども、これができた場合、無線ＬＡＮはどうなるのでしょうか。 

○議   長 

鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 
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 今回の無線ＬＡＮというのは、コミュニティセンターの施設の中を無線ＬＡＮで情報収集

できるといった内容のものでございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

続いて、２４ページから２７ページまで、１０款教育費の質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

続いて、２６ページ、２７ページ、１３款諸支出金の質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、事項別明細書１４ページから１７ページまで、歳入全般についての質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

        （なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

 続いて、議案３ページ、第２表地方債補正についての質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

(なしの声あり) 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

最後に、歳入歳出全般についての確認もれがあれば、質疑を受けます。 

質疑はありませんか。 

       (なしの声あり) 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、議案第７２号の件について、討論を行います。 

討論はありませんか。 

       (なしの声あり) 
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○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了します。 

 これより、議案第７２号の件について採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第２０ 議案第７３号 

○議   長 

日程第２０ 議案第７３号令和３年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第２号）につい

ての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第７３号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和３年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第２号）をお願い

するもので、今回の補正は、歳入予算予算の総額に変更はなく、歳出予算内での増減によ

るものであります。 

 内容につきましては、保健福祉課長から説明いたさせますので、ご審議の上議決賜りま

すようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 井上保健福祉課長。 

○井上保健福祉課長兼南十勝こども発達支援センター所長兼町立尾田認定こども園長兼

学童保育所長 

 それでは、議案第７３号令和３年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第２号）につい

てご説明申し上げます。 

 今回の補正は、歳入歳出予算の総額に変更はなく、歳出予算内での増減によるものでご

ざいます。 

事項別明細書でご説明いたしますので、４ページ、５ページをお開き願います。 

 歳出です。 

２款保険給付費、１項介護サービス等諸費、２目居宅介護サービス計画費、補正額１５
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０万円の増。４目福祉用具購入費、補正額５０万円の増。いずれも執行見込みによる不足

が見込まれるための増でございます。 

２項高額介護サービス費、補正額２００万円の減。執行見込みによる減でございます。 

以上、１項介護サービス等諸費と２項高額介護サービス費による２００万円ずつの増減

により、歳入における補正額はございません。 

次に、総括についてご説明いたしますので、３ページ目をお開き願います。 

歳出合計、補正前の額７億６,７３４万５,０００円。２款保険給付費は、項款での相殺

により補正額はございません。補正後の歳出合計７億６,７３４万５,０００円となるもの

でございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第７３号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２１ 議案第７４号 

○議   長 

 日程第２１ 議案第７４号令和３年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第２

号）についての件を議題とします。 
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 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第７４号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和３年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

をお願いするもので、今回は歳入予算それぞれ９６万７,０００円の追加であります。 

 内容につきましては、特別養護老人ホーム所長兼デイサービスセンター所長から説明い

たさせますので、ご審議の上議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わ

らせていただきます。 

○議   長 

 明日見特別養護老人ホーム所長。 

○明日見特別養護老人ホーム所長兼デイサービスセンター所長 

 それでは、議案第７４号令和３年度大樹町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号）

についてご説明いたします。 

今回の補正は、歳入歳出それぞれ９６万７,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそ

れぞれ４億７２３万５,０００円とするものです。 

 内容につきましては、事項別明細書でご説明いたしますので、８ページ、９ページをお

開きください。 

歳出です。 

２款１項ともに介護老人福祉施設事業費、１目介護老人福祉施設費、補正額９６万７,

０００円の増。再任用職員の勤務形態の変更により、給料及び職員手当から報酬へ組み替

えるものと、備品購入費では新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を財源と

した一般会計繰入金で、連動ケアベッドと車椅子の機能を備えた離床補助機能付ベッド１

台を購入するものです。 

次に、６、７ページの歳入をお開きください。 

３款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、補正額９６万７,０００円の増で

す。 

 次に、総括、５ページの歳出をお開きください。 

歳出合計、補正前の額４億６２６万８,０００円。補正額、２款介護老人福祉施設事業費

で９６万７,０００円の増。計４億７２３万５,０００円となります。 

次に、４ページの歳入をご覧ください。 

歳入合計、補正前の額４億６２６万８,０００円。補正額、３款繰入金で９６万７,００

０円の増。計４億７２３万５,０００円となります。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 
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 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第７４号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２２ 議案第７５号 

○議   長 

 日程第２２ 議案第７５号令和３年度大樹町水道事業会計補正予算（第４号）について

の件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第７５号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和３年度大樹町水道事業会計補正予算（第４号）をお願いする

もので、第２条の収益的収入及び支出では、収益的収入額が収益的支出額に対し不足する

額についての過年度分損益勘定留保資金から補塡する額を６,７７６万７,０００円に改

め、収益的支出の予定額を８６万７,０００円増額、第３条の資本的収入及び支出では、資

本的収入額が資本的支出額に対し不足する額についての過年度分損益勘定留保資金から補

塡する額を２億３,４７１万４,０００円に改め、資本的支出の予定額を３００万円増額、
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第４条では、議会の議決を経なければ流用することのできない経費である職員給与費を２

８万９,０００円増額するものであります。 

 内容につきましては、建設水道課長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜りま

すようお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 議案第７５号令和３年度大樹町水道事業会計補正予算（第４号）について、条文に沿っ

て説明させていただきます。 

 第１条、令和３年度大樹町水道事業会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところに

よる。 

 第２条、令和３年度大樹町水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条本文括弧

書き中「収益的収入額が収益的支出額に対し不足する額６,６９０万円は、過年度分損益勘

定留保資金６,６９０万円で補てんするものとする。」を「収益的収入額が収益的支出額に

対し不足する額６,７７６万７,０００円は、過年度分損益勘定留保資金６,７７６万７,０

００円で補てんするものとする。」に改め、収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

補正の内容につきましては、第１款水道事業費用、第１項営業費用、補正予定額８６万

７,０００円増額するものでございます。 

 次のページをお開き願います。 

 第３条、予算第４条本文括弧書き中「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２

億３,１７１万４,０００円は、過年度分損益勘定留保資金２億３,１７１万４,０００円で

補てんするものとする。」を「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２億３,４７

１万４,０００円は、過年度分損益勘定留保資金２億３,４７１万４,０００円で補てんする

ものとする。」に改め、資本的支出の予定額を次のとおり補正する。 

補正の内容につきましては、第１款資本的支出、第１項建設改良費、補正予定額３００

万円増額するものでございます。 

 第４条、予算第６条に定めた経費の金額を次のとおり改める。 

職員給与費、補正予定額２８万９,０００円増額するものでございます。 

内容につきましては、事項別明細書で説明させていただきますので、９ページ、１０ペー

ジをお開き願います。 

 収益的収入及び支出の支出の部。 

第１款水道事業費用、第１項営業費用、第１目原水及び浄水費、補正予算額５４万１,

０００円の増。３目総係費、補正予算額３２万６,０００円の増。ここでは、燃料費と給料

の補正をお願いするもので、給料につきましては、人事異動に伴う給与の移動があったこ

とにより不足が見込まれるため、増額をお願いするものでございます。原水及び浄水費と

総経費の燃料費につきましては、燃料価格の高騰により不足が見込まれるため、増額をお
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願いするものでございます。 

次に、７ページ、８ページをお開き願います。 

収益的収入及び支出の収入の部。 

損益勘定留保資金、補正予算額８６万７,０００円の増。 

次に、１３ページ、１４ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の支出の部。 

第１款資本的支出、第１項建設改良費、１目固定資産取得費、補正予算額３００万円の

増。ここでは、負担金をお願いするもので、高規格幹線道路大樹広尾道路工事に伴う水道

移設補償協定に基づく負担金の計上でございます。 

次に、１１ページ、１２ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の収入の部。 

損益勘定留保資金、補正予算額３００万円の増。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第７５号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 休憩いたします。 
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休憩 午後 ２時５３分 

再開 午後 ３時０５分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 

◎日程第２３ 議案第７６号 

○議   長 

 日程第２３ 議案第７６号令和３年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第

５号）についての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第７６号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 

 本件につきましては、令和３年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第５号）

をお願いするもので、第２条の収益的収入及び支出では、収入支出それぞれ４９万３,００

０円の増額、第３条の資本的収入及び支出では、収入支出それぞれ３３４万１,０００円を

増額するものであります。第４条の企業債では、起債の限度額を３７０万円に改め、第５

条では、議会の議決を経なければ流用することのできない経費である給与費を４９万３,

０００円増額し、第６条では、他会計からの補助金を４億２,２９９万６,０００円に改め

るものであります。 

 内容につきましては、町立病院事務長より説明いたさせますので、ご審議の上議決賜り

ますようお願いを申し上げまして、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 下山町立病院事務長。 

○下山町立病院事務長 

 それでは、議案第７６号令和３年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第５

号）について、条文に沿ってご説明させていただきます。 

 第１条、令和３年度大樹町立国民健康保険病院事業会計の補正予算（第５号）は、次に

定めるところによる。 

 第２条、令和３年度大樹町立国民健康保険病院事業会計予算（以下「予算」という。）

第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

予定額につきましては、収入支出ともに４９万３,０００円を増額するものでございま

す。 

第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 
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予定額につきましては、収入支出ともに３３４万１,０００円を増額するものでございま

す。 

次のページをお開きください。 

第４条、予算第５条で定めました起債の限度額を次のとおり改める。 

「２６０万円」を「３７０万円」に改めるもので、起債の目的、起債の方法等は補正前

と同じでございます。 

第５条、予算第７条に定めた経費の金額を次のとおり改める。 

給与費の予定額を４９万３,０００円増額し、７億８,１０２万４,０００円に改めるもの

でございます。 

第６条、予算第８条中「４億３,４７５万円」を「４億２,２９９万６,０００円」に改め

る。他会計からの補助金を１,１７５万４,０００円減額するものでございます。 

 内容につきまして、事項別明細書で説明させていただきますので、１１ページ、１２ペー

ジをお開き願います。 

 収益的収入及び支出の支出の部。 

１款病院事業費用、１項医業費用、１目給与費で４９万３,０００円の増。新型コロナウ

イルスワクチン追加接種の実施にあたり、週休日の開設に伴います時間外勤務手当を増額

するものでございます。 

次に、９ページ、１０ページをお開き願います。 

収益的収入及び支出の収入の部。 

１款病院事業収益、１項医業収益、３目その他医業収益で１,２２４万７,０００円の増。

新型コロナウイルスワクチン追加接種の実施に伴います一般会計からの接種業務委託料を

増額するものでございます。 

２項医業外収益、３目他会計補助金で１,１７５万４,０００円の減。その他医業収益の

増額に伴いまして一般会計補助金を減額するものでございます。 

次に、１５ページ、１６ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の支出の部。 

１款資本的支出、１項建設改良費、１目有形固定資産購入費で３３４万１,０００円の増。

機器及び備品購入費で、医療機器では大腸検査用の内視鏡洗浄消毒装置が故障しまして修

理が不能なことから更新を行うものです。施設備品は、道補助金、補助率１０分の１０を

活用し、除雪機１台とテレビ１台を購入するものでございます。 

次に、１３ページ、１４ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の収入の部。 

１款資本的収入、１項１目ともに一般会計負担金で１１２万６,０００円の増。内視鏡洗

浄消毒装置の購入に伴います過疎債等を財源とした一般会計負担金を増額するものでござ

います。 

２項１目ともに企業債で１１０万円の増。内視鏡洗浄消毒装置の購入に伴います病院事
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業債を増額するものでございます。 

４項道支出金、１目道補助金で１１１万５,０００円の増。施設備品の購入に伴います道

の基金事業、発熱者等診療・検査医療機関勤務環境改善支援事業費補助金を新たに見込む

ものでございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第７６号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２４ 議案第７７号 

○議   長 

 日程第２４ 議案第７７号令和３年度大樹町下水道事業会計補正予算（第３号）につい

ての件を議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま議題となりました議案第７７号につきまして、提案理由のご説明を申し上げま

す。 
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 本件につきましては、令和３年度大樹町下水道事業会計補正予算（第３号）をお願いす

るもので、第２条の収益的収入及び支出では、収入を２１万９,０００円、支出を１９万７,

０００円それぞれ増額し、第３条の資本的収入及び支出では、資本的収入額が資本的支出

額に対し不足するため、当年度利益剰余金処分額を１億５,４２２万１,０００円に改め、

支出では２万２,０００円増額するものであります。第４条の特例的収入支出では、地方公

営企業法施行令の規定に基づく当該年度に属する債権及び債務として整理する未収金及び

未払い金の金額をそれぞれ６５６万円と２,６８９万１,０００円に改め、第５条では、他

会計からの補助金を２億３,００２万９,０００円に改め、第６条では、利益剰余金の処分

の額を１億５,４２２万１,０００円に改めるものであります。 

 内容につきましては、建設水道課長兼下水終末処理場長から説明いたさせますので、ご

審議の上議決賜りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 議案第７７号令和３年度大樹町下水道事業会計補正予算（第３号）について、条文に沿っ

て説明させていただきます。 

 第１条、令和３年度大樹町下水道事業会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこと

による。 

第２条、令和３年度大樹町下水道事業会計予算（以下「予算」という。）第３条に定め

た収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

補正の内容につきましては、収入で、第１款下水道事業収益、第２項営業外収益、補正

予定額２１万９,０００円の増。次に支出、第１款下水道事業費用、第１項営業費用、補正

予定額１９万７,０００円の増。 

次に、第３条、予算第４条本文括弧書中「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する

額１億５,９９２万３,０００円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５７

２万４,０００円、当年度利益剰余金処分額１億５,４１９万９,０００円で補てんするもの

とする。」を「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１億５,９９４万５,０００

円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額５７２万４,０００円、当年度利益

剰余金処分額１億５,４２２万１,０００円で補てんするものとする。」に改め、資本的支

出の予定額を次のとおり補正する。 

補正の内容につきましては、次のページをご覧ください。 

支出になります。第１款資本的支出、第１項建設改良費、補正予定額２万２,０００円の

増。 

次に、第４条、予算第４条の２本文中「地方公営企業法施行令第４条第４項の規定によ

り当該事業年度に属する債権及び債務として整理する未収金及び未払い金の金額は、それ

ぞれ１,４５７万４,０００円及び１,４８０万５,０００円である。」を「地方公営企業法
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施行令第４条第４項の規定により当該事業年度に属する債権及び債務として整理する未収

金及び未払い金の金額は、それぞれ６５６万円及び２,６８９万１,０００円である。」に

改める。 

次に、他会計からの補助金、第５条、予算第９条本文中「２億２,９８１万円」を「２億

３,００２万９,０００円」に改める。 

第６条、予算第１０条本文中「１億５,４１９万９,０００円」を「１億５,４２２万１,

０００円」に改める。 

補正の内容につきましては、事項別明細書で説明いたしますので、９ページ、１０ペー

ジをお開き願います。 

 収益的収入及び支出の支出の部。 

第１款下水道事業費用、１項営業費用、２目処理場管理費、補正予算額１９万７,０００

円の増。ここでは燃料費の補正をお願いするもので、燃料の価格の高騰により処理場燃料

費の不足が見込まれるため、増額をお願いするものでございます。 

次に、７ページ、８ページをお開き願います。 

収益的収入及び支出の収入の部。 

１款下水道事業収益、２項営業外収益、１目一般会計補助金、補正予算額２１万９,００

０円の増。予算不足分として一般会計より繰り出していただくものでございます。 

次に、１３ページ、１４ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の支出の部。 

１款資本的支出、１項建設改良費、１目公共下水道建設費、補正予算額２万２,０００円

の増。ここでは燃料費の補正をお願いするもので、先ほどと同じく、燃料価格の高騰によ

り作業車の燃料費の不足が見込まれるため、増額をお願いするものでございます。 

次に、１１ページ、１２ページ５ページをお開き願います。 

資本的収入及び支出の収入の部。 

利益剰余金処分額、補正予算額２万２,０００円の増額でございます。 

 以上で、説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

 これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 
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       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第７７号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２５ 議案第７８号から日程第２８ 議案第８１号 

○議   長 

 日程第２５ 議案第７８号から日程第２８ 議案第８１号財産の取得についての４件を

一括議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま一括議題とされました議案第７８号から議案第８１号につきまして、提案理由

のご説明を申し上げます。 

ご提案の４件につきましては、財産の取得についての議決をお願いするもので、最初は、

議案第７８号についてでありますが、取得しようとする財産の種類は、物品。 

名称は、新庁舎用備品（キャビネット類）。 

数量は、２０４台。 

取得金額は、１,７７４万円。 

取得の方法は、指名競争入札による物品売買契約。 

取得の相手方は、大樹町東本通２０、伊藤建材店、代表伊藤雅一であります。 

次に、議案第７９号についてでありますが、取得しようとする財産の種類は、物品。 

名称は、新庁舎用備品（机類）。 

数量は、２２７台。 

取得金額は、１,５９９万４,０００円。 

取得の方法は、指名競争入札による物品売買契約。 

取得の相手方は、大樹町西本通９８番地、合資会社赤玉薬局、代表社員山中公道であり

ます。 

次に、議案第８０号についてでありますが、取得しようとする財産の種類は、物品。 
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名称は、新庁舎用備品（カウンター類）。 

数量は、４６台。 

取得金額は、１,００１８万円。 

取得の方法は、指名競争入札による物品売買契約。 

取得の相手方は、大樹町高校通２６番地６、株式会社たいき調剤薬局越後屋、取締役頓

所真智子であります。 

次に、議案第８１号についてでありますが、取得しようとする財産の種類は、物品。 

名称は、新庁舎用備品（議場関係）。 

数量は、６８点。 

取得金額は、１,４９９万３,０００円。 

取得の方法は、指名競争入札による物品売買契約。 

取得の相手方は、大樹町西本通２７番地１、田中書店、藤田栄一であります。 

参考といたしまして、以上４件の納入期限は、いずれも令和４年３月３１日で、仕様概

要は記載のとおりであります。 

なお、議案下段に条例の関係部分を抜粋して掲載しておりますので、ご参照の上議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

ちょっと質問させてもらいます。 

指名競争入札に何件ぐらい関わってきているかお聞きしたい。 

○議   長 

鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 それぞれ６者を指名してございます。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

ということは、この入札にその６者全員来ているということでよろしいですか。 

○議   長 

鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 指名された方の６者全て、札を入れていただきました。 
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○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

 齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 今回の財産取得は、ほとんど新庁舎の関係ですけれども、４件と先ほどの行政報告の入

札執行を入れて、全部で約６,７５０万円になるのですよね。当初予算は９,９００万円で

すから、これで全て終わりなのか、また今後も備品の入札があるのかどうかについて確認

したいと思います。 

○議   長 

鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 今後は予定しておりませんけれども、今回行政報告と、それから今回議案で提出させて

いただいた分以外に随意契約で契約させていただいている部分もございますので、全体と

しては９,０００万円ちょっとの数字になってございます。 

○議   長 

 ほかに質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

質疑なしと認めます。 

これをもって、質疑を終了いたします。 

これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

討論なしと認めます。 

これをもって討論を終了いたします。 

これより、議案第７８号の件を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり）  

○議   長 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

次に、議案第７９号の件を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 
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（異議なしの声あり）  

○議   長 

ご異議なしと認めます。  

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

次に、議案第８０号の件を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

（異議なしの声あり）  

○議   長 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

次に、議案第８１号の件を採決します。 

お諮りします。 

本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。  

（異議なしの声あり）  

○議   長 

ご異議なしと認めます。 

よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２９ 議案第８２号から日程第３０ 議案第８３号 

○議   長 

 日程第２９ 議案第８２号から日程第３０ 議案第８３号財産の無償譲渡についての２

件を一括議題とします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ただいま一括議題とされました議案第８２号及び議案第８３号につきまして、提案理由

のご説明を申し上げます。 

 ご提案の２件につきましては、財産の無償譲渡についての議決をお願いするものであり

ます。 

 無償譲渡しようとする財産は、いずれも歴舟中学校（大樹中学校当縁分校）敷地として、

昭和２６年にご寄附をいただいた土地の一部で、歴舟中学校を平成１０年に閉校し、今回

返還する部分は、今後の利用予定がないことから、寄附者相続人と返還に向けて協議を進

めてまいりました。本町の財産の交換、譲与、無償貸付け等に関する条例では、寄附後２

０年以内であれば寄附者に対し無償譲渡することができますが、今回は２０年を経過して

いるため、地方自治法の規定に基づく議会の議決に基づいて、無償で譲渡しようとするも
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のであります。 

 それでは、議案を朗読して、提案理由の説明に代えさせていただきます。 

 議案第８２号財産の無償譲渡について。 

 地方自治法第９６条第１項第６号の規定により、次のとおり財産を無償で譲渡すること

について、議会の議決を求める。 

 １、財産の概要。 

 種類、土地。 

 所在、大樹町字芽武１４９番１の内。 

 地目、学校用地。 

 地積、２,４４０平方メートル。 

 ２、無償譲渡の相手方。 

札幌市清田区北野５条５丁目２２番１０号、黒川和雄氏。 

 ３、無償譲渡の理由。 

 歴舟中学校（大樹中学校当縁分校）敷地として、昭和２６年に黒川吉次氏から指定寄附

を受けた当該土地の一部について、廃校により寄附目的が消滅し、町として当該土地を学

校として利用する計画がないことから、当該土地の寄附者相続人に対し無償で譲渡するも

のであります。 

次に、議案第８３号についてであります。 

 １、財産の概要。 

 種類、土地。 

 所在、大樹町字芽武１４９番８。 

 地目、学校用地。 

 地積、１,１７０平方メートル。 

 ２、無償譲渡の相手方。 

東京都足立区伊興１丁目２４番１６号、ファミリア竹の塚５０１、万寿啓子氏。 

 ３、無償譲渡の理由。 

 歴舟中学校（大樹中学校当縁分校）敷地として、昭和２６年に水野長吉氏から指定寄附

を受けた当該土地の一部について、廃校により寄附目的が消滅し、町として当該土地を学

校として利用する計画がないことから、当該土地の寄附者相続人に対し無償で譲渡するも

のであります。 

 なお、議案下段に、法律の関係条文を抜粋で掲載するとともに、それぞれ議案の２ペー

ジ目に図面を添付しておりますので、ご参照いただくとともに、内容をご審議の上議決賜

りますようお願いを申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただきます。 

○議   長 

 提案理由の説明が終わりました。 

これより、質疑に入ります。 
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質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論に入ります。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、議案第８２号の件を採決します。 

お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

次に、議案第８３号の件を採決します。 

お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎休会の議決 

○議   長 

 これをもって、本日の日程は全て終了しました。 

お諮りします。 

 議会運営基準第２０の２の規定に基づき、明日７日は休会にしたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

       （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、明日７日は休会とすることに決定しました。 
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   ◎散会の宣告 

○議   長 

 本日は、これにて散会いたします。 

 

散会 午後 ３時３４分 
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開議 午前１０時００分 

 

   ◎開議の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は１２名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

  ４番 西 山 弘 志 君 

 ５番 村 瀨 博 志 君 

 ６番 船 戸 健 二 君 

を指名いたします。 

 

◎日程第２ 行政報告 

○議   長 

 日程第２ 農業委員会行政報告を行います。 

 農業委員会会長から、発言を求められておりますので、これを許します。 

 穀内農業委員会会長。 

○穀内農業委員会長 

 １２月６日の大樹町及び大樹町教育委員会の行政報告に追加し、大樹町農業委員会行政報

告を申し上げます。 

 １の農業委員会委員の退任についてでございますが、１１月８日に石坂の今村昭仁氏が逝

去され、退任となりました。心より故人のご冥福をお祈りいたします。 

 なお、委員１名が欠員となりましたが、過日、農業委員会内で協議を行い、令和５年７月

の任期満了まで欠員補充せずに委員１７名で職務にあたることとし、その結果を大樹町へお

伝えしたところであります。 

 以上で、農業委員会行政報告を終わります。 

○議   長 

 ただいまの行政報告に対し、報告の範囲内での質疑を許します。 

 質疑はありませんか。 

（なしの声あり） 
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○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、農業委員会行政報告を終わります。 

 

   ◎日程第３ 一般質問 

○議   長 

 日程第３ 一般質問を行います。 

 先に質問の通告がありましたので、これより、順次発言を許します。 

 はじめに、４番西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 では、先に通告しておりました町道の横断歩道・街灯・標識がない危険箇所の総点検につ

いて質問させていただきます。 

 国道や道道には、横断歩道、街灯、標識が設置されており、一定の安全が確保されていま

す。 

以前、町長に通学路の安全対策について質問させていただきました。町長の答弁では、「横

断歩道は道路標示に関する命令に基づく指示標識であり、北海道公安委員会が設置する。大

樹町では、地域安全条例に基づいて地域安全推進協議会を設置して、交通事故や地域犯罪の

現状把握に努め、交通及び生活の安全対策について協議しており、横断歩道の設置などを関

係機関に要望しています。しかし、危険性が高い箇所とは認められない、交通規制などの設

置基準に満たないなどの理由により、現状では認められるケースが少ないため、これからも

引き続き要望していく」との答弁でした。 

 通学路の安全対策についての質問から２年半が経過しています。今年６月２８日に千葉県

で下校児童の列にトラックが突っ込み、児童５人が事故に巻き込まれました。同じ６月３０

日、当時の首相が通学路の総点検を指示しています。 

 そこで、町道に横断歩道が何カ所設置されているか、町民から街灯の設置の要望の声は上

がっていないのか、通学路の横断歩道・街灯・標識の設置など、安全対策がどのように協議

され進んでいるか、町長にお伺いします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 西山議員ご質問の町道の横断歩道・街灯・標識がない危険箇所の総点検についてお答えを

いたします。 

 １点目の町道の横断歩道の設置数についてでありますが、横断歩道は、道路標識、区画線

及び道路標示に関する命令に基づく指示標識となり、北海道公安委員会が設置するものであ

りますが、現在、町道には、川北に１カ所、川南に３カ所、合計４カ所に設置されておりま

す。 
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 ２点目の町民から街灯の設置の要望は上がっていないのかについてでありますが、街灯の

設置は、行政区を通じて要望していただき、現地を確認した上で周辺状況、他の地域との均

衡などを考慮しながら設置をしております。近年では、令和元年度に５カ所、令和２年度に

２カ所を設置しており、今年度新規に設置した箇所はありません。 

 ３点目の通学路の横断歩道・街灯・標識の設置などの安全対策の協議の状況についてであ

りますが、平成２９年２月に大樹町青少年健全育成推進町民の会が作成した大樹町通学路安

全プログラムでは、小中学校による通学路の安全点検の実施及び危険箇所の把握をすること

になっており、小中学校が把握した危険箇所について、学校、道路管理者、警察、教育委員

会などの関係機関により合同点検を実施することとなっていること及び今年６月に千葉県

で起きた重大事故を受け、文部科学省から北海道教育委員会を通じて通学路における合同点

検の依頼があったことから、大樹町青少年健全育成推進町民の会の主催により９月２９日、

小中学校、北海道開発局、十勝総合振興局、広尾警察署、大樹町、大樹町教育委員会の関係

機関が集まり「通学路合同点検」が実施されたところであり、学校側からリストアップされ

た９カ所について現地確認と協議が行われ、危険箇所の認識を共有し、一部については対策

が決定したところであります。 

 町では、地域安全条例に基づき地域安全推進協議会を設置し、「交通事故、地域の犯罪の

現状把握に努め、交通及び生活の安全対策について協議し、施策の推進と町長に意見を述べ

ること」としております。 

 この協議会での協議に基づき、横断歩道をはじめ、信号機及び歩行者用信号機、一時停止

標識設置などを関係機関に要望しておりますが、「危険性が高い箇所とは認められない」、

「交通規制等の設置基準に満たない」などの理由により認められるケースが少ないのが現状

であります。 

 しかし、通学路のみならず、住民の方々の安心・安全を確保することは町の責務であるた

め、引き続き要望を行ってまいります。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 そこで、ちょっとお聞きしたいのですが、平成３０年に大樹っ子ヒアリハットマップづく

りが作成された。今年２月１５日、体験活動クラブ「どんぐり」町内交通安全マップづくり

の実施。これには、児童、保護者、関係者と私も一緒に同行させていただき、子ども達が日

頃から危険と感じている箇所の確認をしました。テーマは、地域が一丸となって交通事故、

犯罪のない安全・安心なまちづくりです。 

それは町長もご覧になっていると思いますが、この中で、子ども達の声を聞くと、一番多

いのが、夜の帰り道が暗く街灯が欲しい、そして横断歩道が欲しい、通学路に看板を立てて

ほしい、歩道がない、歩道が狭い、車道歩道の区別がない、通行する車両の速度が速い、防

犯カメラを設置してほしい、ガードレールが短い、待機場所の柵の高さを上げてほしい、山
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からの落石、雪で歩道が隠れ滑るなど様々な声が上がっています。 

平成３０年に作られたマップと今年作られたマップを比較すると、私はほぼ同じではない

かと感じますが、町長はどのように感じているかをお聞きします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 私も、大樹町地域安全推進協議会が中心となって、子ども達の目線で町内の危険箇所をヒ

アリハットマップという形で整理したものについては、拝見をさせていただいております。

子ども目線で、子どもの立場で、思いで、危険箇所を明記してもらったということで、自ら

子ども達がそういうものを作成したということについては大変ありがたいなというふうに

思っておりますし、危険箇所を洗い出し、対応するためのツールとして活用させていただい

ているところでもあります。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 ありがとうございます。 

 そこで町長、今、人身事故が起きると、必ず報道機関では、横断歩道のある、ない道路で、

横断歩道のある、ない交差点、交通事故では一時停止の標識が設置されている、いない交差

点などと報道されます。 

そこで、中学校前の交差点で人身事故が起きたら横断歩道のない交差点、また高校前の道

路で人身事故が起きたら横断歩道のない道路。なぜ中学校前の交差点に横断歩道が設置され

ていないのか、なぜ高校前の道路に横断歩道が設置されていないのか、なぜ危険性が高い箇

所とは認められないのか、交通規制などの設置基準に満たないのか、事件事故が起きていな

いからなのか、事件事故が起きてからの対策では遅いと思います。事故事件を未然に防ぐ対

策が必要ではないかと考えますが。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 ヒアリハットで、これは小学校の５年生が作った危険箇所ということで、今、議員がご指

摘の中学校、高校には、このヒアリハットでは危険箇所というふうには明記されておりませ

ん。私どもも町内、または行政区等を通じて危険箇所、または防犯上必要なところについて

は街灯を設置するなどの対応をしておりますので、今、仮に横断歩道等が設置されていない

ところについても、全てのところで子ども達の、または町民の安心・安全を守るための取組

については、注意喚起も含めて進めているところでもあります。 

 これからも、私ども地域安全推進協議会、または学校等、または子ども達の声も反映しな

がら、危険箇所の回避については全力で取り組んでいきたいというふうに思っております
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が、先ほど申し上げたとおり、横断歩道の設置等については、やはり基準があって、要望し

てもかなわないということでありますので、これからも交通安全対策については、万全を尽

くしていくということが、まずは私どもの責任ではないかなというふうに思います。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 今回、道教委は、今年１１月２９日に札幌市を除く道内の全市町村の教員、道路管理者、

地元警察、関係機関などと行った小中学校の通学路の合同点検で、危険箇所が報告された。

対処が必要な箇所が１,７０５カ所あったと道議会文教委員会で報告されています。 

先ほど、大樹町でリストアップされた箇所９カ所で、一部については対策が決定したと。

この一部とはどこなのか、何なのかをお聞きしたいのと、千葉県で起きた重大事故の現場は、

以前から危険性が高い箇所として市に報告し、安全対策を要望していたが、市は安全対策を

行っていなかった。 

大樹町は、これからも地域住民の声を踏まえ、危険箇所の調査継続が必要であると思いま

すが。 

○議   長 

 乾学校教育課長。 

○乾学校教育課長 

 町長の答弁にもありましたとおり、９月２９日に文科省からの緊急な安全点検ということ

で、学校のほうから９カ所ピックアップしていただきまして、関係者とともに確認をしてい

ます。 

その中で、２カ所については対策を決定したところなのですけれども、具体的な箇所でい

きますと、国道２３６号線と道道清水大樹線の交点、役場前の公文の前の歩道になります。

ちょうど公文の施設があって見通しが悪いと、出会い頭の事故があるのではないかというこ

とで話がされたので、その部分につきましては、道道側のほうに注意喚起を促す看板を設置

するという決定がされて、対策が取られるというふうにお聞きしています。 

あともう１カ所につきましては、町道の幸町光地園線、雪印から幸町に向かう途中の幸橋

のところなのですけれども、橋に歩道がないという状況になっております。そこにつきまし

ては、橋の構造上ちょっと拡幅とかというのはなかなか難しいかなと思っておりますので、

歩道を明記する外側線を塗りましょうということで、それも対策をしましょうということで

決定しているところです。 

以上です。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 前段、答弁の中でも申し上げましたとおり、危険箇所等の洗い出しについては、あらゆる
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機関を通じてやっていきますし、必要な対策については、私どもで行えるものについては私

どもで行う。または、道、国なりに要望をして実施してもらうものについては、しっかり要

望していくという対応は、今までも、これからも、続けていくということであります。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 それでは、街灯についてですが、町民、子ども達から、町道の本線はかなり街灯が整備さ

れているが枝道に入ると街灯が少ない箇所がありますと。それと、高齢者の家の前の街灯が

無く暗いと。犯罪などの危険がある場所があるのではないかと感じるのですよね。 

 町長は先ほど、街灯の設置は行政区を通じて要望していくということですが、実際に町民

や高齢者の方が行政区に連絡したり要望したが何もしてくれない、来てもくれないという声

もあったり、連絡がつかないと。言いづらいから我慢するなどと言っているわけです。町長、

一度、高齢者の家の前などの街灯の総点検をお願いしたいと思います。 

また、行政区を通さず、町に直接要望できる窓口があったらいいなと私は考えますが、い

かがでしょうか。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 質問のご説明がちょっと前後する部分もありますけれども、町の窓口の街灯についての担

当につきましては総務課の総務係のほうが窓口になっておりますので、個人で連絡してくる

方も過去に何件かはありましたけれども、行政区を通じてお話いただければということで、

お問い合わせがあった方にはご説明をさせていただきまして、行政区のほうを通じて連絡

あったものについては、先ほど町長からの答弁のとおり、現状を確認した中で、必要なもの

であれば設置につなげていったという現状であります。 

 高齢者からの要望については、今のところ高齢者の関係については保健福祉の担当ですけ

れども、そちらのほうにも、そういった要望は今のところはお伺いしていないという現状で

ありまして、総点検については、必要に応じて検討すべきものもあるかなと思っております。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 先ほどの答弁で、行政区を通じて要望するということになっていたけれども、直接役場に

電話して、ちょっと見てほしいのだということはオーケーということですね。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 直接来た中でも、行政区を通じてというお話はしますけれども、必要に応じて、町のほう
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からその方の住んでいる区長に連絡して、こういった住民の方から要望があるのだけれども

ということでご相談しながら、必要なものについては、新たに設置していくというようなこ

とを取っております。 

○議   長 

西山弘志君。 

○西山弘志議員 

 最後になりますが、引き続き安全対策を関係機関に強く要望していただき、また、機会が

あれば、安全対策をどのように進められているかを質問させていただきたいと思います。 

これで一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議   長 

 次に、８番西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 それでは、行政の見える化というテーマで一般質問させていただきます。 

今日、行政に求められるものに情報の公開があります。住民の協力があって住みよい地域

になります。行財政に積極的に関心を持ってもらう必要があると思います。 

そこで、４点ほど具体的なことをお伺いしたいと思います。 

１点目は、予算書・決算書に款、項レベルでの人件費の計上ができないのか。管内の実施

状況や本町の予算・決算の電算ソフトのシステム状況について、この中でお伺いしたいと思

います。 

２点目は、例えば具体的に、公共牧場や認定こども園など一般会計の中で行われている一

般会計上の所要額ですとか項目の明示基準はあるのか、お伺いします。 

３点目に、健全化判断基準等、議会に報告が毎年あって、幸い早期健全化基準以下ですよ

とかいろいろ数値をお知らせいただいております。その中で、全道や管内状況も住民に周知

するようなことは必要でないかというふうに思っておりますので、このことについてお伺い

いたします。 

４点目には、今回は財政関係といいますか、予算、決算というような質問が中心でしたけ

れども、より全ての公務について行政の見える化というのが必要と考えておりますけれど

も、町長のお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 西田議員ご質問の行政の見える化についてお答えをいたします。 

 １点目の予算書・決算書に款・項レベルでの人件費計上ができないかについてであります

が、歳入、歳出予算における款、項の区分については、地方自治法施行規則において「総務

省令で定めるものを基準としなければならない」と定められております。 

 なお、詳細については、決算統計の資料において整理しておりますので、お示しすること
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は可能であります。 

 ２点目の一般会計で行われている事業について、一般会計上の一般財源所要額の明示基準

はあるのかについてでありますが、予算書における財源区分につきましては、先にお答えし

た「総務省令で定める基準」により「目」において明示することとなっており、事項別明細

書でお示しをしております。事業ごとの財源内訳については、予算書や決算書、事項別明細

書においても明示の基準はありませんが、資料としてお示しすることは可能であります。 

 ３点目の健全化判断比率等の全道や管内状況を住民に周知することは必要ではないかに

ついてでありますが、当町における健全化判断比率については、毎年度、実質赤字比率、連

結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率の４項目を広報紙及びホームページに掲載

しお知らせしており、道内各市町村の状況については、北海道のホームページに掲載されて

おります。 

 ４点目の全ての公務についての見える化が必要と考えますが、町長の考えをお聞かせくだ

さいについてでありますが、町が保有する行政情報を様々な方法で提供し、いわゆる「見え

る化」することで、町民と町との間での情報共有が深まり、透明で開かれた町政が推進され

ると考えております。 

 現在、町では行政情報を広報紙やホームページに掲載するほか、第５期大樹町総合計画を

はじめとした３１種類の計画について閲覧に供するよう、役場、学習センター、らいふ、福

祉センターに配置するなど、情報の提供に努めているところであります。 

 大樹町情報公開条例により不開示とされた情報など、全ての公務について「見える化」す

ることはできませんが、「見える化」できるものについては、今後も広報紙やホームページ

のほか、町長と語る会、行政区長会議を通じて情報提供や情報の共有に努め、町民の町政へ

の参加と町民との協働を促進していきたいと考えております。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 それでは、自分でも見たのですけれども調べ切れなかったものですから、恥ずかしいので

すけれども、総務省令で定められている地方自治法施行規則の中での総務省令で、どういう

ふうに予算書なり何なりを多分表現するというふうなことが書いてあると思うのですけれ

ども、総務省令というのはいかなるものなのか、まずお聞きしてから具体的な話に入ってい

きたいと思います。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 総務省令は、地方自治法施行令及び地方自治法施行規則の中でうたわれておりますけれど

も、規則のほうでは、第１５条の中に区分といたしまして歳入歳出予算の款項の区分並びに

目及び歳入予算に係る節の区分は別記のとおりとするということで様式が示されておりま
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す。歳出に係る節についても、別記ということで示されております。 

 また、施行令の中では、１４７条の中に歳入歳出予算の款項の区分は、総務省令で定める

区分を基準として、これを定めなければならないとうたわれてございます。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 自分としては大切なことですので、ありがとうございます。 

 今のお話は、基本的には議決事項、款項というふうに思っておりますけれども、例えば私

どもの町で人件費の計上を総務管理費の中で基本的に一括というふうなことを示している

わけではないのですね。今回の話の中心にと思っていることなのですけれども、人件費を例

えばそれぞれの民生費なら民生費、議会費なら議会費の中で人件費を計上したら駄目だよと

いうようなことではないのですよね。 

今の話の中で１５条とか１４７条とかということで、多分様式というか、うたわれている

のではないかなと思うのですけれども、すみません分からないものですから、まずその点に

ついて基礎的なことをお聞きします。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 先ほどの別記の様式の話もしましたけれども、そちらの中でうたっている部分はあります

が、細かく定められているものではございません。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 そうしたら、そのことを前提で、どうしてもそうなっているのだよと言えばそれまでの話

ですけれども、そうでないみたいですので、私の言っていることで間違っていることがあれ

ば、また間違っているよということでお知らせいただきたいと思います。 

 通告の項目の１番目の中で、管内実施状況や本町の予算決算ソフトのことについてお伺い

しているのですが、お答えがないようなのですけれども、管内の各町村の人件費の計上の仕

方がどのようになっているのか。私どもの予算書の計上の仕方と同じなのか、そこら辺、ま

ず十勝管内の状況についてお伺いいたします。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 管内の町村全ての予算書をいただいているわけではないのですけれども、私どもが見た中

では、人件費を款項目別に課の人員の人件費分を載せているところと、括弧書きで書いてい

るところと、それから、私どものように総務一般管理費に集約している町といろいろパター
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ンがあるかというふうに承知しております。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 分かりました。また機会があれば、皆さんお忙しいでしょうから、予算書を見せていただ

ければ、自分で集計もしたいと思っております。 

 それから、私どもの予算書の中では総務管理費を基本的には一括計上しているのですけれ

ども、通告したように、予算決算のソフトの組み立て方によって、うちの予算書のスタイル、

決算書のスタイルになっているのか。その点を次に確認したいと思います。 

○議   長 

 鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 当然コンピューターを使ってシステム化しているものでありますけれども、大樹町独自に

作ったソフトではございませんので、全国レベルでどこの自治体でも利用できるというよう

な汎用性のあるシステムを安価に利用しているという形になっておりますので、その中でそ

ういった予算書、決算書の様式につきましては、ある程度何パターンか、その自治体に似た

ようなパターンを用意しまして、大樹町にこれは一番近いなということで利用している内容

になっていますので、町独自という部分では、多少独自部分をお願いしている部分はありま

すけれども、大まかに言えば、基本のものを利用しているという内容になってございます。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 今回このテーマでお話ししたいなと思っているのは、例えば私どもの議会費でいくと人件

費が計上されていないことによって、総予算に対する何％といったら、ほかの町村と比べた

ら、うちの町は５％なのかと。実際は、職員の給料を上げたらシェアは８％で、熱心という

か、そこまで見てくれる住民の方がいれば本当に確かにありがたいと思うのですけれども、

そういう住民の方をがっかりさせるというか、予算上期待に沿えていないようなことなんか

も、今の方法ではあるのではないかなと思うのです。 

町営牧場なんかでも、今までの職員とそうでない人の部分によって、それは、今は議会の

議員としては、丁寧に事業の一般財源のどれだけどの事業に投入しているかというような一

般的なことについてはお願いして、結果そのようなものが見えるようになっておりますが、

住民の方には、農林費の何々の牧場費で何々といったら、そこら辺のことは二十何件の農家

の方がこれだけ一般財源なり予算を使っているかというような正しい理解ということもま

まならないのではないかなと思うのですよね。 

目レベルの中では、そのような国の地方自治法上の中であれですけれども、僕なんか正直

な話、元保育所を担当していても、今の予算書の中の児童保育費の中ではどれが、結果的に
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は右側に事業ごとの集計はいただいておりますので、学童にはこれだけ使っているのだな、

町立認定こども園には何ぼ使っているのだなというのは分かりますけれども、その中の賃金

が何なのか、そこら辺が本当に原課から資料をいただいて、ようやくこのような積上げだな

ということが分かるのです。 

そういうふうなことのためにも、ぜひ人件費で計上できるものは、特別会計のように、先

ほどお話ししたような、例えば特に利用性の高い光地園牧場ですとかの人件費を予算書の中

で表現できないかなと思って、それについてはいかがでしょうか。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 人件費の目的別の振り分けということでございますが、今でも教育職員とかというのは、

予算のシステムの中では、人件費のシステムのほうですけれども分けることができるように

なっていますし、決算統計では、一般管理費でみている人件費を全て個人別に目的別に分け

て、目別の経費を人件費含めて出しているというようなことはやっておりますので、それを

お示しすることは可能ですし、それが載った資料というのも公表されているかと思うのです

けれども、予算書に反映できないかということでいえば、できないことはないと思います。 

ただ、これまでずっと長くやってきた方法の時系列の関係もありまして、ちょっとその辺

は検討を要するかなと。システム上できないとかということはないです。できるものです。

同じシステムを使っていますので、あとはやるいかやらないかということになるかと思うの

ですけれども。 

私も昔、財政をやっていたときに、うちのやり方というのはユニークだなというのは、元

は旅費なども総務費で全部持って、各課持たないでということでやっていましたけれども、

やはりちゃんと各課に割り振るべきだということで今は割り振っておりますけれども、それ

と同じようなことかなと思っているのですけれども、ちょっと検討させてもらえればと思っ

ています。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

今、膨大な作業が生じる、決めていないことはないと言っているのですから、それはもち

ろん相談の中で町民の方に分かりやすいような予算書なり予算資料なりが細かくなってい

けばそれはそれで、予算書を基本的にそんなに見る人は一般町民の方が予算書を見せれと

か、けれども、もしかしたらいろいろインターネットのこんな時代ですから、予算書ももし

かしたらアップされていくような時代が来るかもしれません。 

あと、すみません、私古い人間で申し訳ないのですけれども、歳出の中でも目レベルで財

源というのは、昔は掲示されていたのですよね。例えば保育所なら保育所費を例に取ると、

国庫補助金が何だとか国庫負担金が何たらとか、道支出金が何ぼ、それからお父さんお母さ
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んからいただいている保育料は何ぼだとか。もっと細かなことを言えば、職員の給食費なん

かもその中で、それから旧失業手当のようなものも予算書の中の左側手のほうに例示されて

いたのです。 

これについては、多分、予算を組むソフトの中で、どこかでソフトを変えたときなのでしょ

うけれども、でも、先ほどお話ししたように、住民の方なり何なりがきちんと正しくコスト

を、全部町費を使っているのかとか、いろいろそういうことにお気づきいただくためにも、

そういう配慮というのは必要でないかなと思っているのですけれども。 

それは今ソフトでどうしようもないとおっしゃられるのでしたら、そのような資料の部分

で、この事業はこうなのですよというような財源の内訳が分かるような、親切さを高めるよ

うなことをいかがお考えでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今、議員ご指摘の関係は、後段の一番最後で示した、例えば「財政の関係を中心に質問し

ましたが全ての公務について」というところに関わるのかなというふうに思います。 

 見える化の基準というのは、正直言って、ないというふうに思いますし、レベルとしては

高まっていくのではないかなというふうに思います。 

ただ一方、私どもの見える化の思いに対する見せ方の在り方が、そこに齟齬があるのでは

ないのかということを議員はご指摘なのかなというふうに思いますが、私どもは私どもとし

て、見える化については図っていかなければならないというふうには思っております。 

一方、予算書、決算書に伴う記載の在り方等については、システム上のこともございます

し、過去はやっていても、今のシステムではそれが叶わないというような状況もあるので、

そういう点についてはご理解をいただきたいなというふうには思います。 

ただ、町民の皆様がどこまで予算書の中で事業ごとのことに対して思いがあるかというと

ころは置いておいて、必要だという部分は、先ほど言った、例えば一例でありますけれども、

牧場の中の全体が見えないよというところも、そういう思いでの多分ご発言かなというふう

に思いますので、今すぐやるという形では申し上げませんが、副町長が先ほど答弁したとお

り、他の町村で、例えば括弧書きでその部分を示しているというようなことで、どんな形で

表示できるかについては、検討していく必要があるかなというふうには思っております。 

町民の皆様、そして議会の議員の皆様の見える化の思いにどこまで答えられるかはありま

すが、ただ、そういう思いに対して、少しでも私どもは情報を公開していって、見える化を

進めるということも役割でもありますので、今後もそういう思いについては持って進んでい

きたいなというふうに思っております。 

予算、決算のシステムの関係については、僕はそちらのほうは詳しくないので、どういう

形ができるかについては、また内部で検討は進めたいなというふうに思っています。 
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○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 私も、職員とか議員とか、特定の人のためではなくて、本当に町長がおっしゃるような協

働のまちづくりのためには、まず関心を持ってもらって、町のいろいろなことに関心を持っ

てもらうことがこの町がいい町になっていくことだというようなことで、今回このテーマに

させていただきました。 

 あと、大変申し訳ないのですけれども、実質赤字とか連結何とか、議会に報告いただいて

いるようなことについては、広報なりホームページにそれぞれお知らせしていますよという

ことなのですけれども、僕、町村職員の給与水準もそうですけれども、私どもの町では平均

年齢何歳で何ぼ何ぼというものも間違いなく広報されているのもあれなのですけれども、例

えば、今日持ってきた中で新聞の切り抜きなのです。地元紙なりブロック紙なんかについて

は非常にまめしく書いてくれております。 

 例えば人口の増減にしろ、ラスパイレス指数にしろ、町民の方により親切な起債制限比率

が、例えば１８のところ、うちは９.３ですよとか９.５ですよというのは確かに公開してい

ただいていますけれども、１９町村の中で比率の高い順番で上から３番目だよとか、極端な

話一番目だよとなったら、基準の指導なりイエローカードやレッドカードが出ていないとし

ても、町民の方はもしかしたらこういう一方的な予算の増の要求もできないなとかというふ

うにも気づいていただけるようなことが起きると思うのですよね。 

 新聞に出るようなものについては、それぞれラスパイレスでも何でもいろいろ、人口の増

減でも、それはそれでうちの町はこんなのかなと関心を持っていただけますけれども、そう

いう特殊な、先ほどお話ししたような、例えば財政４統計というものなんかについては、例

えば十勝管内では平均何ぼですとか、一番高い町村はこれだけです、一番低い町村はこれだ

けですという発表の仕方をしていただきたいなと思うのですけれども、そのことは可能なの

でしょうか。 

○議   長 

 黒川副町長。 

○黒川副町長 

 報道で、管内の状況が詳しく出ているというのを承知しておりまして、私どもも参考にさ

せていただいております。 

 他町村の計数を私どもの町で発表するというのは、ちょっと差し控えているというような

ところはございます。会議等の資料でお示しするようなことはできるかなと思うのですけれ

ども、町のホームページ、あるいは広報紙等に他町村の状況を載せるのは、ちょっと控えて

おります。 

 ただ、市町村振興協会とかといったところで全道の決算カード、決算統計の数値ですが、

先ほど言われましたラスパイとか、それからいろいろな計数、赤字比率だとかといったもの
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の決算の額とかといったものが各町村ごとに示されておりまして、誰でも見ることができる

ようにはなっておりまして、私どももそれを参考にさせてもらっています。元は本になって

配られたのですけれども、今はインターネットで見れるようになっております。そういった

こともございますので、発表になった段階で報道でも取り上げていただいておりますので、

それらを参考にしながら、会議等の資料で使うことはあるのですけれども、他町村の数字を

私どもの町のホームページ等で公表することはちょっと控えているという状況でございま

す。 

○議   長 

 西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 誤解があればあれですけれども、申し上げますけれども、僕は○○町村が、例えば何々比

率が悪いよというふうな表現ではなくて、例えば十勝管内で一番何とかはこれだけの指数で

すよというような、例えば、日頃皆さん一生懸命財政なんかについて努力されている結果が、

例えば税務の徴収率も一緒ですよね。一番徴収率の高い町は○○町なんていうのは、それは

今、副町長がおっしゃったように、ほかの町でおまえのところ成績悪いとか、いいとかとい

うのは、それは私も分かりますけれども。 

でも、例えば赤い羽根募金の大口募金で１戸当たりの募金の多い町は平均これだけ皆さん

にお支払いいただいていますよ、我が町はこれだけですよ、一番低い町は例えば平均１,５

００円でしたとかという表現については、そんなに差し障りのあるものではないというふう

には思っているのですけれども、それも見解の相違とか、いろいろ長年の紳士協定みたいの

があれば。 

でも町民の人の知りたいのは、多分そうだと思うのですよね。大樹町起債の残高が１２０

億円ありますよといっても、それが多いものなのか低いものなのかも分かりませんし、でも

町民１人当たりに何ぼだという表現をしていただいたり、町民１人当たりの一番多い町はこ

れだけですよ、まだうちはその半分ですよとか、いろいろ表現は、普通の人という言葉は申

し訳ないのですけれども、普通、新聞を見ているようなおじさんやおばさんなんかにも分か

るレベルで、ぜひ町の広報スタイルに、せっかく開放していただいているので、そういうこ

とをちょっとご検討いただきたいと思います。 

今回、もう一回しつこいですけれども、お話ししたいのは、町民の方に町政に関心を持っ

ていただく方法の１つは行政の見える化だというふうに思っておりますので、議会もそうで

すし、行政のほうもそういう見える化にこれからも努力していただきたいと思っておりま

す。先ほど町長もそのようにおっしゃっていただきましたので、何せ町民と一体化した行政

を進めていただきたいと思います。その思いで一般質問しました。 

これで終わります。 

○議   長  

 休憩いたします。 
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休憩 午前１０時５６分 

再開 午前１１時１０分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

次に、１０番志民和義君。 

○志民和義議員 

 先に通告してありました１点について、町長に質問をいたします。漁業関係の赤潮被害と

対策についてお伺いいたします。 

 太平洋沿岸の赤潮被害があるとお聞きしております。町内の漁業の赤潮被害の状況につい

て、先日、行政報告でもありましたが、どうなっているのか。また、被害金額、赤潮の原因

調査、被害の補償を引き続き国に要望してはどうか、お伺いをいたします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

志民議員ご質問の漁業関係の赤潮被害と対策についてお答えをいたします。 

赤潮による漁業被害の状況ですが、１０月２７日の行政報告以降も、サケ定置網漁業で５

００匹程度がへい死するなど、最終的には３,４００匹あまりの被害が確認され、サクラマ

スについては、栽培水産試験場とともに近日中に最終の調査を行う予定ですが、生存を確認

していた３２尾についても非常に厳しいのではないかと聞いております。 

このほかにも漁獲量が減少している魚種がありますが、赤潮との因果関係については、今

後の調査を通じて明らかになるものと考えております。 

国に対する原因調査や被害補償の要望についてですが、原因究明やモニタリング等の強

化、資源の回復や漁業経営の維持、安定に向けた対策の推進、被害対応を行う自治体への十

分な財政支援措置について、既に関係機関とともに要望を重ねてきたところであり、今後も

様々な機会を通じて対策の強化と支援の充実を求めてまいります。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 漁業に関しては、今までも漁獲量がいろいろ減ってきたという中で、さらに今回追い打ち

をかけるような赤潮ということで、大変な被害だというふうに聞いております。 

 そこで、サクラマスの被害額についての算定はされているのでしょうか。被害状況は大変

厳しいものになっているというふうに私も聞いているのですが、金額についてはどのように

算定されているのでしょうか。 

 それと、前回の行政報告以降でも、その時点で秋サケ以外にも、１１月以降シシャモとか
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毛ガニ、ツブの状況の被害が予想されるということでしたが、その後どうなったのかお伺い

をいたします。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 １点目のサクラマスの被害の部分でございます。サクラマス自体、ほぼ壊滅的な被害を受

けているわけでございますけれども、今回大樹町で取り組んでいるサクラマスは、昨年のし

け、今年の赤潮ということで、市場価値が証明されてございません。ですから、きちんとし

た数字を確認されてもお答えのしようもないわけでございますけれども。 

また、私どものサクラマスは１.２キロから１.５キロぐらいで、通常春先に獲れるものは

キロ５００円とか６００円とかという値段がつくのですが、もう少し大きいです。ですから、

市場価値としてはいくらの被害というのは言えないのですけれども、一般的にサクラマスの

キロ５００円ぐらいで１.２キロから１.５キロぐらいに多分最終的に１２月ぐらいにはな

るのかなと思っていまして、それに被害の尾数を掛けるという形になろうかと思います。で

すから、２,４００匹で１.２キロであれば６００円ですか。それを掛けると１２０万円とか

１３０万円とかといった数字が上がるのかなとは思ってございます。 

 また、その他の魚種についてなのですけれども、シシャモも不漁でございました。結果が

出てございます。また、毛ガニ、ホッキ、ツブにつきましては、１１月２０日から漁期が始

まっているわけでございますけれども、籠を入れる場所によって毛ガニ、真ツブなんかはあ

る程度獲れるところと非常に悪かったところが分かれてございます。なので、これが赤潮の

影響なのかどうかという因果関係についても証明されていないところでございます。ただ、

実態といたしましては、スタートは真ツブも毛ガニも悪かったです。ただ、籠を入れる場所

によっては通常レベルで獲れるところもあるということで、もう少し見守らない限り、その

結果は出ないのかなと考えるものでございます。 

 以上です。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 サクラマスについて、市場価値ではないがということで、それなりの被害と。これは調査

して、これだけの被害が出ているから、今後のせっかくの養殖事業に影響を受けることは間

違いないというふうに思います。 

 この点についても、今後、赤潮、そして前段からも続いている調査について、たまたま１

年でなって終わりということではなくて、今回１年漁獲量が減ると３年、４年後に影響する

ということで、引き続いて、長期にわたる対策、息の長い支援が大切だというふうにも出て

おりますので、今後、調査を待ってということなのですが、厳密な調査をして、シシャモな

んかはずっと漁獲量が減ってきた中での話ということになると、本当に原因調査と併せて、
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赤潮に限らず、その他の原因調査についてもきちんとした調査を道、国に要望していってい

ただきたいというふうに思いますがいかがでしょうか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 先ほど答弁でも申し上げましたが、もう既に北海道または国に対しての要望は１１月の早

い段階で行っております。その主な要点は、今回の赤潮に対する原因の究明、そして被害に

対する補償、そして被害を被ってしまった魚種に対する資源のこれからの確保対策の３点に

ついて要望しておりますので、今後も必要な部分については要望していくということになろ

うかというふうに思います。 

 ただ、北海道としては、今回の赤潮に関して今まで経験がないということもあって非常に

対応が難しいということも聞いておりますので、今後また北海道とともに、調査が進む中で

私どもが担える役割についてはしっかりと担っていくことが必要かなというふうに思いま

す。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 北海道でこういう被害というのは本当に私も初めて聞いたので、対策も非常に難しいとこ

ろかなと思いますけれども、その原因について、今後も息の長い調査、活動をこれから広げ

て続けていってほしいというふうに考えております。 

何せ大樹は、どの産業をとっても大事だけれども、農林漁業、いわゆる３つの基幹産業と

言われておりますので、それが波及して町内経済に大きく影響していることだけは間違いな

いというふうに思っていますので、今後とも道、国に要望を引き続き行っていただきたいと

考えております。 

質問は以上で終わります。 

○議   長 

 次に、１番寺嶋誠一君。 

○寺嶋誠一議員 

 それでは、先に通告しました大樹町過疎地域持続的発展市町村計画について質問いたしま

す。 

 大樹町過疎地域持続的発展市町村計画は、国が支援する特別措置法の規定により定められ

た計画です。以前、私が質問した人口減少問題そのものが起因する課題です。 

 そこで、この計画について町長にお聞きします。 

 １点目、大樹町行財政について、大樹町令和３年度の当初予算は９５億３００万円でした

が、既に様々な補正で９９億８,８６５万円となり、大型予算となっています。新庁舎建設、

認定こども園等の公共施設の建て替えが重なっているのが最大の要因ですが、この計画にも
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あるように、第５次行財政改革大綱の策定等が急務となり、安定した財源の確保や効率的な

配分等均衡ある財政運営についてお聞かせください。 

 ２点目、令和２年度健全化判断比率は、実質公債比率９.５％で早期健全化基準の２５％

を下回り、将来負担比率は１６.９％で同じく早期健全化基準を大きく下回り健全な状態に

ありますが、令和３年度決算の健全化判断比率の予想として推計されるかをお聞かせくださ

い。 

 ３点目、人口減少の対策として過疎対策を継続し、各種施策を確実に推進することにより

人の流れを変え、若年層の流出を抑制し、合計特殊出生率を上昇させるとありますが、具体

的な対策内容をお聞かせください。 

 ４点目、過疎対策の１番は人口減少対策となりますが、この大樹町に移住・定住する促進

対策は、地元企業、基幹産業の雇用創出や企業誘致による雇用創出だと考えます。 

この大樹町に住んでいただくためには、容易に定住できる住宅事情の解消や雇用促進に関

わる補助が有効と考えますが、これについてお聞かせください。 

 ５点目、大樹町の観光資源として晩成温泉、カムイコタン公園、航空宇宙関連施設、日本

一の清流歴舟川等があります。やはり観光資源は、実質的な収入源となります。その収入源

たる公共料金も適切なレギュレーション、つまり規則、規定で実施すべきだと考えます。 

町の財政負担を少しでも軽減するためには、この公共料金の見直しが必要だと考えます。

これについてお聞かせください。 

最後、６点目、町財政圧迫の最大要因は、公共施設の建て替えや修繕、経常経費の上昇が

上げられます。現行、指定管理制度のＰＰＰによる運営管理だけで実施されていますが、建

設費や維持管理、運営に民間の資金とノウハウを活用するＰＦＩ（プライベート・ファイナ

ンス・イニシアチブ）方式やＤＢＯ方式があります。この取組についてお聞かせください。 

よろしくお願いします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 寺嶋議員ご質問の大樹町過疎地域持続的発展市町村計画についてお答えをいたします。 

 １点目の安定した財源の確保や効率的な配分等均衡ある財政運営についてでありますが、

議員ご指摘のとおり、令和３年度については、庁舎建設費、認定こども園建設に係る補助費

などを含めて大型予算となり、今後はこれらの普通建設事業に伴って借入れを行う起債の償

還が見込まれるところであります。 

現在、これからの起債償還等も見据え、役場内部において行財政改革推進本部を設置し、

経常経費の削減、職員定数、事務事業の見直しなどを進めているところであり、財源の確保、

効率的な予算配分等についても、引き続き検討を進めてまいりたいと考えております。 

 ２点目の令和３年度決算の健全化判断比率の予想として推計されるかについてでありま

すが、健全化判断比率の算定にあたっては、元利償還金の額が大きく影響し、現時点では、
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算定に必要な充当可能基金や特定財源についての決算見込み額が固まっていないため、あく

までも推計ではありますが、今年度借入れの過疎債や公適債については、償還までの据置き

期間があることから、令和３年度決算において急激に高くなるものではありません。ただし、

実質公債費比率や将来負担比率については、今年度借り入れた起債の償還が始まる令和７年

度から高くなることが想定されることから、繰上償還等について検討するとともに、引き続

き財政の健全化が維持できるよう努めてまいります。 

 ３点目の若年層の流出を抑制し、合計特殊出生率を上昇させる具体的な対策内容について

でありますが、少子化対策や活力あるまちづくりを推進するためには、若年層の定住が不可

欠であります。昨今、情報通信基盤の整備が急激に進んだことにより、多様な働き方やライ

フスタイルを求める若者が増えてきていることから、コワーキングスペースやサテライトオ

フィスなど、関係人口の創出拡大に向けた受入れ体制の整備や情報発信を積極的に行ってま

いりたいと考えております。 

 ４点目の容易に定住できる住宅事情の解消や雇用促進に関わる補助についてであります

が、町では、人口減少対策として移住・定住の促進に取り組んでおり、住居確保に向けても

積極的にサポートしているところであります。最近では、町内の不動産業者を通して物件の

仲介をするケースが多くなってきておりますが、町としても分譲地や公営住宅、空き家など、

総合的な住宅情報を提供できる仕組みを検討したいと考えております。 

また、雇用促進の補助では、企業立地振興条例に基づき、工場等を新設または増設する企

業に対し、雇用する人数に応じて補助金を交付する制度があるほか、起業による産業の振興

や雇用の促進を図ることを目的とした起業家等支援事業に取り組んでおります。 

 ５点目の公共料金の見直しについいてでありますが、議員ご指摘のとおり、観光資源につ

いては、利用による使用料収入や副次的な町内での消費といった部分も含め、大樹町の貴重

な収入源であると考えております。 

観光施設にかかわらず、公共サービスにより利益を受けた方からは受益者負担として一定

の費用負担を求めることとなりますが、費用負担額については、公共サービスごとの性質や

経費に対する受益者負担の割合、負担の公平性の確保、管内状況等を考慮して設定している

ところでありますが、長期間据え置いている使用料・利用料もあることから、現在、１点目

でも答弁したとおり、行財政改革推進本部において費用負担額が適正であるか検討してお

り、必要に応じて料金改定により受益者負担の適性化や公平性の確保を図ることも必要なこ

とと考えております。 

６点目のＰＦＩ、ＤＢＯ（公設民営）の取組についてでありますが、施設の状況により補

助金や過疎債などの有利な財源や管理方法を選択しておりますが、民間の資金やノウハウが

有利だと思われる事業については、公設民営等の制度導入に向けた検討を進めてまいりま

す。 

○議   長 

 寺嶋誠一君。 
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○寺嶋誠一議員 

 まず、１、２点目ですが、一昨日の定例会の議案第７２号で一般会計の補正予算額が１０

０億円超えの１０１億４万７,０００円となりました。町長の答弁にもありましたが、今年

度借入れの過疎債や公適債の償還は間違いなく令和７年度から始まり、当然のように、実質

公債費比率や将来負担比率はピークを迎えることは予想されます。今後、この計画にもある

ように、経常経費の削減や財源の確保、効率的な予算配分等を限られた時間猶予の中で財政

の健全化の方向性を見極めて、さらに維持しなければならなりません。 

 そこで、再度お聞きしたいのですが、５点目の答弁にもあったように、行財政改革推進本

部は、常に財政を監視する、もしくは財政をいろいろ検討するチームというふうに考えられ

ますが、具体的に、これからは違う内容で実施されるのか、それとも従前どおり行くのか、

これをお聞きしたいと思います。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 これからも財政運営で起債の償還等が始まる年度によっては非常に厳しい財政運営は見

込まれるというふうに思っておりまして、先ほどの答弁の中で申し上げましたが、行財政改

革推進本部により行財政改革を進めているところでもあります。 

 行財政改革というのは、年度に限ってやればいいということでは決してなくて、都度その

ときに応じた行財政改革を進めるということが肝要だというふうに思っております。その中

で、職員の定数でありますとか、組織機構についても、都度、時代に合った、その時々に応

じた機構によって役場を運営していくということが肝要でもありますので、その時々に合っ

た状況を踏まえた中で行財政改革を進めるということであります。 

 今までと違ったという部分では、行財政改革も生き物でありますから、そのときに必要な

対策を検討して進めていくということでありますので、過去の今までの流れにとらわれるこ

となくやっていくことが必要だというふうに思いますし、一方で、今までやってきたものを

引き続き継続していくという部分も行財政改革の中にはあるのではないかなというふうに

思っております。 

○議   長 

 寺嶋誠一君。 

○寺嶋誠一議員 

大変よく分かりました。 

やはり公会計であっても一般的な企業会計でいうバランスシート、借入れがどれだけあっ

てどれだけ償還していかなければいけないかというようなことも少し加味しながら、町財政

状況の把握による健全化が維持できるのではないかと私は考えます。 

また、実質収支である剰余金が起債の償還財源になることは間違いありませんので、５点

目の公共料金の見直しで受益者負担の適性化や公平性に配慮しながら、ある程度大胆に平準
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化を進めるべきではないかというふうに考えます。 

また、観光資源の利用・使用料による収入は、町長の答弁にもあったように、貴重な収入

源であり、副次的に町内での消費につながる経済効果もあります。ひいては、当該施設の維

持管理費負担軽減にもつながります。ぜひ、時を待たずして、大胆にスピード感を持ってやっ

ていただきたいなと思いますが、翌年度からすぐ、今、町長の答弁にあったように、随時やっ

ているということなのですけれども、この辺のスピード感の感覚について、町長のお考えを

お聞かせください。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

公共料金等の見直しについても、行財政改革の一環だというふうに思っており、今現在、

行財政改革推進本部の中で、それぞれの料金等についての検討が進められているところで

す。 

その中には、答弁で申し上げたとおり、長期間にわたって見直しがされていないというも

のもありますので、これからの財政運営を踏まえた中で、どういう公共料金の在り方が適正

なのか、または見直しの在り方が適正なのかというところも加味しながら、今現在、検討を

しておりますので、一つ一つ検討が進み、行財政改革推進委員会などでご議論をいただいた

中で、必要なものについては料金の見直しをしていくという思いでおりますので、全てが全

てどんどん行くということではありませんが、協議が整った段階、そして見直しが整った段

階で公共料金の見直しをそれぞれの部分で行っていきたいなというふうに思っており、私の

思いとしては、スピード感を持ってやっているというつもりではおりますが、目に見えてど

んどんどんどん変えていけるかどうかというのは、またこれからの検討に係るかなというふ

うに思っております。 

○議   長 

 寺嶋誠一君。 

○寺嶋誠一議員 

 今、町長の答弁にあったとおり、スピード感と私申し上げましたけれども、着実にいろい

ろな検討を前進させていただきたいなというふうに考えます。 

 次、３点目、４点目なのですが、町長の答弁にもありましたように、少子化対策や活力あ

るまちづくりを推進するためには、一挙両得で考えると若年層の移住・定住が不可欠です。 

実は、この計画の標題にもなっている過疎というのは、昭和３０年代以降、日本高度成長

の中で農村漁村地域から都市地域に大型の人口移動が起こったため、都市に集中し、過密と

なる大問題になる一方、地域は過疎が進行してしまったと。 

皮肉なことですけれども、昨年より発生したコロナ災禍で、今度は密になること自体が社

会問題になり、過疎状態にあることは人間がより安全に暮らせることだというふうに解釈す

る方も多いかと思われます。 
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今や、私は、過疎はある意味強みだというふうに考えております。そして、ＩＣＴが進歩

し、ライフワークの形態や価値観が大きく変化し、この変化に順応し素早く受入れ体制の整

備を町として進めるべきではないかと。コワーキングスペースやサテライトオフィスのよう

に、住環境の情報提供システムをより強力に進めるべきではないかと。町長にはぜひこの計

画そのものが成果達成のためスピード感を上げて進めていただきたいなと思いますが、この

点についてどうでしょうか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今回、過疎地域持続的発展市町村計画という項目でご質問をいただいております。私も、

少子化、人口が減っていくというところが、何も全てに対して悲観する必要はないかなとい

うふうに思っております。ただ、過疎というのは、ぜひ避けたいなというふうにも思ってお

り、人口が減っていく状況でもありながら１人でも多くの町民の皆さんが大樹で安心して暮

らせるまちづくりが肝要だなというふうに思っているところです。 

 若年層の流出を抑制する、または特殊出生率を上昇させる具体的な特効薬というのは正直

なかなかないのではないかなというふうに思っておりますが、幸い、私ども大樹町は、人口

減少は管内の町村に比べて緩やかな線を描いており、逆に、世帯数は増加しているという状

況があります。総人口を総世帯数で割ると、平均で多分２ぐらいの数字になっていくのでは

ないかなというふうに思っており、世帯構成がご夫婦とお子さんが何人かいらっしゃるとい

うようなところから、単身またはお２人というような状況の世帯が増えてきているのかなと

いうふうにも思いますので、若年層の皆さんが大樹で暮らしていきやすいような対策、また

は一人でも多くの方が大樹で新たな仕事に就いていただけるような施策というのは、これか

らも必要だなというふうに思っており、そのツールとしてコワーキングスペースやサテライ

トオフィスなどで大樹町をまず知っていただくというような取組も必要かなというふうに

思っておりますので、そういう時代に伴った変化も含めて、対応については進めていかなけ

ればならないかなというふうに今現在は思っているところでもあります。 

○議   長 

 寺嶋誠一君。 

○寺嶋誠一議員 

過疎ということの解釈も、私もちょっと誤解しておりましたので、実際、本音としては、

大樹はそんなに過疎は進んでいないなという実感はありますし、今、町長の答弁にもあった

とおり、世帯数は逆に管内のほかの町村に比べて多いということで、悲観することはほとん

どないのですが、やはりどんどんどんどん若年層は増えていただきたいなという形で進めて

いただきたいというふうに感じます。 

そして次に、４点目の雇用促進の補助で、企業立地振興条例や起業家支援事業については

理解しております。人口減少対策の切り札は、企業誘致や新たな産業創出による雇用創出が
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実に効果的ですが、しかし、雇用された方々が大樹に住んでいただかないと、やっぱり結果

は半減ということになります。 

現在、大樹町は航空宇宙関連産業で飛躍的な発展が実現可能な状態に遭遇しております

が、この機に乗じて、地元企業の雇用創出や未来の大樹町を明るくする原動力になるのでは

ないかと私は確信します。 

以前にも発言させていただきましたが、地元企業の雇用に伴い、大樹町に住んでいただく

ための支援を大樹町として新たに補助すべきではないかというふうに考えます。他町村の先

行事例を参考に、雇用促進と同時に、大樹町に定住していただける雇用促進条例、これは私

の勝手な仮称ですが、こういうものを制定すべきではないかと考えますが、これについて町

長に再度お聞きしたいと思います。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

４点目の中で、定住促進、または雇用促進の関係の答弁をさせていただきました。既存の

私どもの制度で企業立地振興条例、または起業家等支援事業に取り組んでいるところでもあ

ります。 

また、新たに町外の方が大樹町を終の住みかに大樹町で暮らしていただける取組の１つの

形づくりを補助として、大樹で暮らせるマイホーム事業についても、今年度で事業が終了す

る予定でしたが、今回の定例会において条例改正をお認めいただき、さらに５年間、制度と

して継続できるということもお認めいただきましたので、今ご指摘のある点については、そ

ういう既存の取組を継続することによって進めていければなと思っているところでもあり

ますので、雇用促進の関係についてもそういう形で対応していきたいというふうに思ってお

ります。 

さらに、一歩、二歩も進める必要があれば、議員がご指摘の制度等についても検討してい

きたいなというふうに思っておりますが、新年度に向けては、今の既存の事業、または大樹

で暮らせるマイホームの制度を延長した中で取り組んでいきたいというふうに思っており

ます。 

○議   長 

 寺嶋誠一君。 

○寺嶋誠一議員 

 今、町長の答弁にもあったとおり、大樹で暮らせるマイホームの制度はあります。ですが、

これは労使関係でいくと、働く側の労働者のほうが自分で決めて選択してという形になりま

すので、これではやはりちょっと、いろいろなことを個人的に総合して判断してやられる動

きについていかなければいけないという形になりますので、私が言っているのは、企業に支

援をして、町外から来た企業だけでなく、地元で頑張っていらっしゃる企業の皆様のほうに

助成をして、地元企業側が大樹に住みなさいということが言えるような、ただ言うだけでは
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なくて、やっぱり実質何かそういうメリットがあるような、企業側が言えるような制度が

あったほうがいいのではないかなというふうに考えます。 

先ほど先行事例と言いましたけれども、他町村では、雇用促進として１人につき数十万円

の費用を補助するみたいなことがあります。そんな形でいくと、大樹町に住んでいただくと

いう方々が増えるのではないかなというふうに思いますので、ぜひその辺を検討していただ

きたいと思います。 

それで、６点目のＰＦＩについてなのですけれども、行政が施設を建ててその後の管理運

営一切を民間に任せる公設民営方式を質問したのは、やはりこれは町財政負担を大きく軽減

する、公共施設が町財政を大きくしている原因であるのは間違いないと思いますので、何と

か民間に任せていければ、問題解消にもつながるのではないかと私は考えております。 

現在、運営管理の業務を民間に委託する指定管理制度方式、ＰＰＰ（パブリック・プライ

ベート・パートナーシップ）ですけれども、これは簡単に言いますと、職員の負担軽減には

なっても財政負担にはならない。財政負担は一向に変わらない。 

一躍、これをＰＦＩ方式や公設民営方式に切り替えるのは、私は難しいと思います。様々

な条件をクリアして、民間活力を活用する時期に来ているのではないかというふうに感じま

すので、この制度導入に向けても、すぐには行かなくても、徐々に徐々に検討して進めるべ

きではないかというふうに私は考えますが、繰り返しになりますけれども、再度これについ

て町長どうですか。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 私も町の職員でもありましたので、ＰＦＩ制度を始めて知ったのは、もう既に２０年以上

前だと思います。その段階から公共施設の在り方の１つの形としてＰＦＩ制度というものが

あるということは承知をしております。 

 ただ、道内も含めて、近隣町村も含めて、なかなかこれを活用した施設の建設や運営が進

んでいかないという状況もあるということも私も理解しており、その中では補助金があった

り、いろいろな有利な過疎債を含めて、そういう財源を使えるということも含めて、それを

取り入れることに対するメリットよりも、今既存の制度を活用したほうが財政的な部分で有

利だということの判断もあって、なかなか進んでいかないのかなと思っておりますが、だか

らといって、今後こういうものについては必要ないというふうには思っておりませんので、

あらゆる方法を講じて、有利な財源または有利な運営方法で行政を運営していくということ

は肝要でありますので、今後も検討していきたいというふうには思っておりますが、こうい

う形を取り入れた施設の建設や運営については、今現在はまだ検討していないということで

ありますので、情報については、逐一得た中で検討していく項目ではあるかなというふうに

思っております。 
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○議   長 

 寺嶋誠一君。 

○寺嶋誠一議員 

 ぜひ検討し、進めていただきたいなというふうに考えます。 

 それで、町長はじめ、行政執行に関わる皆さんの業務が増えることばかり私は申し上げた

ような質問ではありましたけれども、私の知る限り、様々な組織は全て成長の次に停滞が起

き、さらにその後に待っているのは衰退ということです。 

大樹町は、他町村とたがわず人口減少による過疎が進行してきたのも事実ですが、近年、

大樹町は、宇宙関連事業を皮切りに困難な局面を着実に好転させているのではないかなとい

うふうに私は感じております。成長期にある実感は間違いなく多忙です。やることが多いの

は成長の裏返しだというふうに思いますので、町民の安全・安心を担保できる公共サービス

を提供する一方、行財政の健全化につながる監視を強化し、新たな政策、制度を果敢に進め

ることを期待し、私の質問を終わります。 

ありがとうございました。 

○議   長 

休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時５０分 

再開 午後 １時００分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

次に、２番辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

 それでは、先に通告いたしました町道の整備について町長にお伺いをいたします。 

 近年、農畜産業は、規模拡大による労働者不足を背景に大型機械、大型車両の導入が著し

く進んできました。国も、生産基盤維持、生産性向上を掲げ、補助政策を進めるなど、大型

機械車両の導入が進んでおります。 

運搬業界でも、農産物の運搬は１０トンダンプトラックが主流でしたが、ドライバー不足、

燃料の高騰、働き方改革等の影響により２０トントレーラーダンプが増加しております。 

 物流関係の変化により、大型車両等の通行が増えております。町道の強化整備などについ

て、町長のお考えを伺います。よろしくお願いいたします。 

○議   長 

酒森町長。 
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○酒 森 町 長 

 辻本議員ご質問の町道の整備についてお答えをいたします。 

 大型車両等の通行増加に伴う町道の強化整備についてでありますが、辻本議員ご指摘のと

おり、最近では２０トンクラスの大型車両が増加し、町道における大型車両の通行も増えて

おります。 

 町道の総延長５５３キロメートルのうち、舗装の済んでいる道路は約２１２キロあり、整

備後の年数が経過している道路にあっては、路肩にへこみが生じ、車両の通行に支障を来し

ていることも承知しております。 

 これらの状況を踏まえ、舗装道路のへこみを直す修繕も行っておりますが、対象路線も多

く、全道路の修繕及び強化整備に至ってはおりません。現在、舗装延長が長く、工事費が多

額となる路線について、補助事業メニューを探しており、補助事業の採択が受けられる場合

は、危険度の高い路線から強化整備を実施したいと考えております。 

 また、パトロールなどで発見される危険性が高い箇所においては、舗装道路に限らず、砂

利道においても応急処置を実施してまいりたいと考えております。 

○議   長 

辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

ただいま町長のほうから、総延長５５３キロ、３８％の２１２キロが舗装整備されており、

路肩のへこみが生じているということも承知しておられるということでありますが、現在、

へこんでいる箇所について、町としては、個数、箇所、総延長といいますか、そういったも

のをどれくらい把握しておられるか、ちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 ただいまの路肩のへこみの箇所の件でございますけれども、現在、原課で把握している路

線については５路線ございます。５路線で路肩のへこみ延長がおおよそ６キロぐらいという

ふうに推測してございます。 

 以上です。 

○議   長 

辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

ただいま、路肩のへこみについてお伺いしたところなのですが、最近の大型車両の通行に

伴いまして、交差点のへこみというのが最近非常に目立つわけですけれども、その辺につい

ても、もし調査箇所があればお知らせしていただきたいと思います。 

○議   長 

水津建設水道課長。 
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○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 交差点のカーブの路肩のへこみというのは、箇所数については現在ちょっと把握していな

いのですけれども、近年、交差点の内側の路肩の下がっている部分というのは、度々パトロー

ルなんかで把握しておりまして、今年においては３カ所の路肩の修理をしてございます。そ

れで、パトロールや行政区要望などがありましたら、そういったところも重点的に修繕のほ

うを進めていきたいというふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

非常に大型車両の通行に路肩、隅切りというのですか、これの陥没あるいは低みというの

は非常にコーナーを曲がる際、トレーラー等の横転の危険性もあるので、この辺は十分注意

をして修繕に努めていただきたいと思っているところであります。 

また、パトロールについてもお話があったのですが、現在、道路パトロールの出動頻度と

いうのですか巡回路線、それから巡回頻度というものを教えていただきたいと思っておりま

す。 

○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 パトロールの頻度でございますが、毎日とはやっぱりいかないものですから、作業をしな

い時間が取れたときに全町道路線をくまなく見て歩くようにパトロールのほうは進めてご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議   長 

辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

私、今回、特に気になっているところは、舗装路線の３８％については修繕を順次してい

ただきたいと思っておりますし、最近一番問題だなと思っているのが、未舗装の６２％の砂

利道路が大変危惧するところでありまして、特に１９７０年代に道路を整備した、その当時

グレーダーによる簡易路盤に砂利を敷設するというような工法の造成がかなりありまして、

現在その路線が大型車両の通行により泥と砂利が混和して、排水性も悪く、通行にも大変支

障を来しているところが実際あるように思います。そういったところのパトロールというの

はどのようになっているのか。特に降雨後に、実は軟弱のような道路が見受けられるのです

が、そういったときの砂利道路のパトロールについてはどういったことになっているかお知

らせいただきたいと思います。 
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○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 砂利道路におきましても、同じくパトロールのほうは実施してございます。特に、春先、

雪解け後に、道がうんでいるという部分が結構な砂利道で発生してございます。そういった

ところはパトロールしながら、または住民の方や行政区長から通報を受けた中で、現地を確

認し、必要であれば砂利を追加するなり、場合によっては一時的に通行止めする場合もある

と思います。そういったことで、ちょっと落ち着いた段階で砂利を補充するなどして修繕の

ほうは実施しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

今そういったパトロールにおいて修繕、砂利の補充等を行っているというお話であります

が、実際のところ、昨年度は距離数にしてどのぐらい、また補充量についてもお答えをして

いただきたい。 

○議   長 

水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 砂利道の砂利の補充なのですけれども、今年令和３年度は原材料費で砂利代の予算をお認

めいただきまして、今年から１０年から１４年計画ぐらいで実施していきたいというふうに

考えておりまして、全体の砂利道の補充する路線という部分では、牛乳の集乳路線とスクー

ルバスと、それから除雪路線を中心に約７０キロを砂利の補充路線として位置づけて１０年

から１４年ぐらいで実施していきたいというふうに考えてございます。 

○議   長 

辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

 現在、１０年から１４年かけて７０キロを補充していきたいというお話でございましたけ

れども、実は集乳路線以外にも、農産物の輸送に対して軟弱路盤があるということで、でき

れば、生乳集荷路線あるいはそういった生活道路以外のところもパトロールにおいて状況判

断をもっとしていただいて、補充して、通行に支障のないような形をとっていただきたいと

思いますが、その辺は町長いかがでしょう。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 町道の維持、補修については、安全上の配慮もありますので、優先順位をつけながら対応
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していくということは担当のほうから説明したとおりです。除雪路線、または通学、集乳に

使っている路線を優先的に行う。ただ、それ以外のところでも、農作業で大型機械が入って

いくということは重々承知しておりますので、パトロールではもちろん把握はしますけれど

も、やはり現場を日々使っている農家のみんなが状況をよく把握しているというふうに思い

ますので、安全上も支障があるので早急に対応したいとういようなところがあれば、逐一連

絡をいただいて、私どもも連絡いただければパトロールの途中でもその現場を確認するよう

な作業に入っていくというふうに思いますので、ぜひご連絡をいただいた上で、安全な道路

の走行の維持に努めてまいりたいというふうに思いますので、そういう部分はご連絡で情報

を共有するということも大事だと思いますので、ぜひご協力をいただければなと思います。 

○議   長 

辻本正雄君。 

○辻本正雄議員 

 大変ありがとうございました。 

 特に、今グレーダー等のオペレーターの方がかなり詳しくそういった道路事情を理解して

いるかなと思います。そういった意味では情報の共有、パトロール、それからグレーダーの

オペレーターで管理する人、そういった方々の情報の共有を密にしていただいて、通行の支

障のないような安全な農道、あるいは生活道であることをぜひ期待して、私の質問を終わら

せていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議   長 

 次に、３番吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 先に通告してあります赤潮の対策と支援について町長にお伺いいたします。 

 この件につきましては、既に本日の議会において質問もあり、重複する部分もあると思い

ますがよろしくお願いをいたします。 

 気候変動によると思いますけれども、年々漁獲量が減少している中、自然災害と言える赤

潮の発生は、我が町の基幹産業である漁業の将来に深刻な不安をもたらす結果となりまし

た。今後この赤潮が発生しないことを誰もが望むところですが、赤潮対策と支援の現状と今

後の見通しについてお伺いします。 

 １点目が、最新の赤潮の発生状況及び分布状況について。 

 ２点目に、秋サケ漁、シシャモ漁の漁獲量等の状況と赤潮の影響について。 

 ３点目が、毛ガニ漁、ツブ漁等の漁の状況と赤潮による影響について。 

 ４点目が、赤潮に対する国、北海道、町の対策と支援の現状と今後の見通しについて。 

 ５点目が、今後のサクラマス養殖事業の見通しについて。 

 ６点目に、衛星データの利用が今後の対策を立てる上で大変重要ではないかと考えるが、

国に対し衛星データの提供をお願いするとともに、有効利用するための検討をしていく必要
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があると思うがどうか。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 吉岡議員のご質問の赤潮の対策と支援についてお答えをいたします。 

 １点目の赤潮の発生及び分布状況についてですが、先月２５日、北海道立総合研究機構水

産研究本部は、赤潮の原因となる植物プランクトンの状況を示すクロロフィルａ濃度の分布

が分かる衛星写真とモニタリングによる分析結果を発表し、これによると、根室から日高に

かけての太平洋沿岸では、赤潮を示す高濃度の地域は確認されておらず、今回の赤潮の原因

であるカレニア・セリフォルミスの細胞数密度も低いことから、「１１月２２日時点で赤潮

が発生している可能性は低い」との見解を示しています。 

 また、１１月３０日に開催された道庁関係各部と関係振興局のトップで構成する北海道沿

岸漁業被害対策会議においては、モニタリングで検出される有害プランクトンの濃度が低下

したことなどから、「急速に収束に向かっている」との見解が示されているところでありま

す。 

 ２点目と３点目の秋サケ漁、シシャモ漁、毛ガニ漁、ツブ漁の状況と赤潮による影響につ

いてですが、秋サケ漁の漁獲量は前年対比２５％減の約２４０トンであり、記録的な不漁が

続く近年の中でも最低となりました。網の中でへい死した３,４００匹あまりについては、

赤潮の影響と思われますが、来遊数自体の減少も見られることから、赤潮が今年の不漁にど

の程度影響しているかは申し上げられません。 

シシャモの漁獲量は、不漁だった前年をさらに下回る１２トン程度で、前年対比で４割程

度の減となりました。先月下旬から漁が始まった毛ガニ漁ですが、初日はほとんど獲れな

かったものの、その後は若干回復傾向にあり、ツブ漁については、灯台ツブと毛ツブは特に

影響は見られませんが、真ツブはあまり獲れていないと聞いております。 

 シシャモや毛ガニ、真ツブの不漁が赤潮によるものかどうかについては、研究機関による

調査が進められているところであり、影響の有無を憶測で申し上げることはできませんの

で、ご理解をお願いいたします。 

 ４点目の赤潮に対する対策と支援の現状、今後の見通しですが、町の第一弾の対策は、今

議会で補正予算をお願い申し上げましたが、今後、被害や影響が明らかになる中で、国や道

の予算を活用するもの、単独事業として実施するものなどについて、関係者と協議を行いな

がら対策を講じてまいりたいと思います。 

 国の対策ですが、臨時国会に漁業被害の防止、漁場再生に向けた支援を柱とする１５億円

規模の補正予算を計上すると聞いております。具体的には、赤潮発生を早期に把握するため

の技術開発、北海道での発生メカニズムや赤潮が魚介類に及ぼす影響調査の推進、ウニの死

骸などの除去、稚ウニや稚魚の育成管理などに対する協力金の支給を通じて、漁場回復に取
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り組む漁業者の支援が盛り込まれております。 

 北海道については、開会中の定例会に被害実態把握のための調査費用が計上されておりま

す。 

 国や道、町の対策はあくまでも第一弾であり、今後、被害実態の把握や原因究明の進捗に

合わせて、逐次、必要な対策を講じていくとの認識は共通であると考えております。 

 ５点目のサクラマス養殖事業の見通しについてですが、この試験養殖事業は、令和４年度

までの３カ年計画で進められています。昨年はしけ、今年は赤潮により、残念ながら試験の

最終段階に至っていませんが、大樹サクラマス養殖事業化研究会や漁協、栽培水産試験場、

各関係機関としては、来年度も引き続き取り組む方針と聞いています。 

 ６点目の衛星データ関係ですが、４年前に打ち上げられ、現在運用中のＪＡＸＡの気象変

動観測衛星「しきさい」が撮影している赤潮の原因となる植物プランクトンの状況を示した

クロロフィルａ濃度のデータは、ＪＡＸＡや北海道のホームページ上で公開されており、今

回の赤潮の調査研究にも活用されているところであります。 

○議   長 

 吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 再質問させていただきます。 

 １１月２２日時点では、赤潮の発生の可能性は低いとの見解であります。収束に向かって

いるということで、このまま完全に収束してくれることを願いたいと思います。 

 町の現在の支援については、町長の答弁にもありましたけれども、一昨日の補正予算で対

応していただきました。また、国、北海道も対策や支援を打ち出しており、早い対応である

と思っております。 

 その中で、秋サケのへい死は赤潮の影響と思われるが、シシャモ、毛ガニ、真ツブの不漁

はまだはっきりしないとのことでございます。広尾等、ウニの関係でいけば壊滅状態であり、

毛ガニ、ツブなど海での底物というかウニと同じように移動速度が遅く、赤潮の被害を受け

やすいのではないかと素人なりに考えているところですが、今後の漁の結果にもよります

が、これら底物等、将来的に資源の減少が心配されるところですが、関係機関と対応を協議

し、対策、支援をお願いしたいと思いますが、町長の考えをお伺いします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 先ほど答弁させていただいたことが、それ以上、それ以下でもないということであります。

これから、今まさに漁が始まっております魚種等についても、状況をよく分析した上で、こ

れが赤潮によるものなのかどうかというところも含めて調査が待たれておりますので、その

結果を踏まえて、私どもが取れる対策についてはしっかりと対応していきたいなというふう

に思います。 
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○議   長 

 吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 ６点目の衛星データの関係ですが、ＪＡＸＡや北海道のホームページ上で公開されている

ということで、誰でも見ることができるということでよろしいのか。 

ちなみに、北海道の沿岸を見るとき、どの程度の頻度で衛星データが配信されているのか。

毎日新しいデータが更新され見ることができるのか。分かれば教えていただきたいと思いま

す。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 ＪＡＸＡの「しきさい」によるクロロフィルａ濃度の分布状況を示すデータでございます

けれども、いつでもＪＡＸＡのホームページから見れます。ただ、道の発表は、１週間単位

で計測して、日々の動きをまとめた形で週１の公表となってございます。 

実際は、クロロフィル濃度がゼロではなく、赤潮のレベルがカレニア・セリフォルミスの

前の可能性があると思われ、カレニア・ミキモトイが５００以上の細胞数になると赤潮とい

う概念がありまして、一応それで赤潮の有無を観測しているところでございます。 

また同時に、海水モニタリングも行いまして、そこでの詳細分析も組み合わせた中で道立

総合研究機構水産研究本部のほうは分析状況を報告しているところでございます。 

基本的には、すみません、これにはちょっと間に合わなかったのですけれども、昨日、道

総研の水産研究本部のほうから発表がありまして、若干のクロロフィルａはあるのですけれ

ども高濃度のものは見られないと。根室のほうに少し残っているようなのですけれども、根

室海峡のクロロフィルａ、いわゆる葉緑素につきましても、赤潮によるものではないという

データが昨日公表され、私も本日入手したところなのですけれども、そういった形で随時公

表されていくというものでございます。 

以上です。 

○議   長 

 吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 町長質問には、また同じ答弁となってしまうのかなと思いますけれども、今後、国や北海

道の研究機関や関係機関等が、衛星データあるいは海水の検査などで調査研究を行い、また

発生後の対策等を検討されると思います。 

今回の赤潮がまた発生した場合の対策が取られていくわけですが、例えば秋サケ漁では１

日の網起こしの回数を増やすことができるのかとか、海底耕うんということも言われており

ます。海底耕うんによる珪藻を発生させる取組の情報収集、あるいはサクラマス養殖も来年

の稚魚の放流に関しては事前の衛星データや海水の成分検査依頼、あるいは漁港の海底耕う
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んについてどうかというような、赤潮に効果があるとされるゼオライト軽石の試験研究とい

うのもあります。こういうものを依頼するとか、いろいろなことも出てきておりますので、

対策の１つとして私は思っておりますが、町の段階でもそういう対応が取れるか、漁業者、

漁協などといろいろ協議をしていく必要があると思います。その中でまた国や北海道に対す

る新たな要望が出てくるかもしれませんし、町段階の対応、体制づくりができるのではない

かと思いますが、今後の対応について、改めてどのように考えているか町長にお伺いします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 答弁の繰り返しになるということは、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

 北海道にとっても、未曽有の経験のない本当の激甚災害とも言えるようなものであります

ので、まずは原因究明が待たれるかなというふうに思っております。 

また、赤潮対策としていろいろなことが検討されておりますが、やはり本当に適切なもの

を対応していくという必要があると思います。むやみにやっても効果が期待できないという

ことであれば、経費倒れになってしまうということもありますので、まずはしっかりした調

査研究を待って、対応については一大樹町が行うのではなくて、道東沿岸、または今回の赤

潮対策については根室、釧路、十勝、日高の振興局が連携して対応していますので、そうい

う他の振興局管内とも連携した上で共通の認識に立って対応していくことが肝要かなとい

うふうに思います。 

○議   長 

 吉岡信弘君。 

○吉岡信弘議員 

 いろいろ初めてのことで対応が大変なところでございます。町内の関係者が集まる機会も

今後あるのかと思いますけれども、その中で新たな要望、課題等も出てくるのかなと思いま

すので、そこら辺の情報収集もお願いしたいと思います。今後も対策、支援を迅速に行って

いただけるということでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

冒頭にも申し上げましたが、来年以降、このような赤潮が発生しないことを願いまして、

質問を終わります。 

○議   長 

次に、９番菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 先に通告してありました町営牧場の経営管理について、町長の考え方を伺いたいと思いま

す。 

 町営牧場は、町の基幹産業である畜産業の振興を推進するために、町営牧場として光地園

地区と晩成地区の２カ所で約８５０ヘクタールの草地を経営管理しています。経営内容は、

町内の畜産農家から年間約１,０００等の乳用牛などの預託を受入れ、夏季放牧と冬期舎飼
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外管理及び飼料生産を行っていますが、経営赤字が長期化している状況にあることから、今

後の経営管理の考え方について伺います。 

 １点目は、新築から約５０年が経過し、老朽化した施設の改築時期と考え方。 

２点目に、晩成地区の放牧地は、将来も使用していく考えなのか。 

３点目に、車両・作業機械は、今後も更新と借上げの併用で対応する考えなのか。 

４点目に、現在未使用のサイロや見張り小屋等の解体処理の考え方は。 

５点目に、経営赤字の要因である預託料金改定の検討と時期はいつなのか。 

６点目に、将来の夏季放牧及び冬期舎飼頭数の考え方についてで伺います。 

よろしくお願いします。 

○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

菅議員ご質問の町営牧場の経営管理についてお答えをする前に、町営牧場についての町の

認識について申し上げます。 

大樹町営牧場条例では、設置目的を「町の畜産振興の基盤確立を図り、農業経営の安定に

寄与する」と定めており、畜産経営における飼養管理経費や労働の軽減、各経営体が保有す

る土地基盤を超えた生産の実現に資する公共施設として運営してきましたが、ご指摘のとお

り、経営収支はマイナスが続いております。 

地域の畜産振興に対する町営牧場の役割は、今も間違いなくあるものと考えていますが、

公共施設としての公平性や公益性、経済性の観点も含め、町営牧場の在り方の検討と収支改

善に向けた早急な取組が必要との認識を前提に、ご質問にお答えをいたします。 

１点目の老朽化した施設の改築時期と考え方ですが、ご指摘のとおり、施設は老朽化が進

んでいますが、当面の方向性としては、更新時期を迎えている作業機械の更新を優先し、施

設については、修繕等による延命化を基本に考えております。 

 ２点目の晩成牧場については、町内からの預託頭数の増減による調整もありますが、利用

を休止した場合、草勢悪化により利用再開に支障が生じるため、町外からの預託受入れ等の

可能性も視野に入れた上で当面は放牧利用の継続を考えていますが、町営牧場が２地区に分

散していることのマイナス要素も少なからずありますので、預託頭数の状況を見ながら、用

途廃止や貸付等も含めて検討してまいります。 

 ３点目の車両・作業機械ですが、サイレージの収穫など、大型機械等により短期間で実施

が必要な作業については、コントラクター等の外部化で対応し、日々の作業に必要なトラク

ターや草地の肥培管理、家畜の飼養管理に必要な機械や車両については、備品として整備す

ることが経済的にも有利と考えております。 

４点目の未利用施設は、最終的には解体・撤去となりますが、現段階では当該施設が牧場

運営の支障となっていないこと、サイロの場合は解体費用も高額であることなどから、跡地

の利用が必要なものは別として、施設の整備・処分、跡地利用とその時期については、将来
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的な在り方の検討の中で決定していきたいと思っています。 

５点目の預託料金の関係ですが、今年度、牧場運営に関る諮問機関である牧場運営委員会

で議論を重ね、次年度から料金を引き上げることでご意見をいただいており、今後、使用料

等の改定に関する諮問機関である行財政改革推進委員会においてご審議をいただくことと

なります。 

６点目の将来の夏季放牧及び冬期舎飼の預託頭数ですが、現在の受入れ可能頭数は夏季放

牧１,４００頭程度、冬期舎飼６００頭程度であり、今年度の夏季放牧は７７０頭程度、冬

期舎飼５５０頭程度となっています。 

運営委員会での使用料の改定協議に用いた平準年の預託頭数ですが、過去の実績や町外か

らの受入れも想定し、夏季放牧は１,０００頭、冬期舎外は５００頭を当面の目標頭数とす

ることで議論をいただいております。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 私も、地域の畜産振興に対する町営牧場の役割は、現時点でも重要な役割を担っていると

いうふうに考えているところであります。しかしながら、約半世紀の時間を経過した中で、

地域の畜産業の実態も大きく様変わりしているというふうに思います。経営規模も、小規模

経営から大規模経営が多くなり、個人経営から共同経営も増えていると思います。反面、離

農者が増えて、経営体戸数も大きく減少しているという実態にあります。 

 そういう実態の中で、町長答弁にもありました公共施設としての公平性や公益性、経済性

の観点も含め、将来の在り方の検討も必要な時期に来ているのではないかというふうにも

思っているところであります。 

将来も経営管理を継続するべきであるという思いと、一方では、もし必要性がなくなって

きて、廃止などにより跡地に新規就農者が酪農に従事するような時代がひょっとしたら近い

将来来るのかなという思いもあり、個別の事項について再質問させていただきたいと思いま

す。 

１点目の老朽化した施設の改築時期なのですが、町長答弁では、老朽化が進んでいて更新

時期を迎えているが、作業機械の更新を優先し、施設については修繕等による延命化を基本

にしたいという考えでありました。 

それで、１つは、修繕等で延命化を図るということでありますが、現時点における、例え

ば施設の延命化の具体的な計画はどのように持っていますか。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 施設の延命化の部分でございます。基本的には、日々利用にあたりまして、支障のある箇

所をチェックいたしまして、計画的な修繕を行っています。例えば具体的に申し上げますと、
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カラマツの牛舎があるのですが、柱の一部が腐敗して細くなっているといったところは根巻

きをするといった形の対応もいたしますし、今回、バンガーサイロの一部にひび割れが見つ

かってございます。そういったものにつきましても、今はサイレージが入っていますので対

応できませんけれども、サイレージがなくなった後には、そこをきちんと補修した上で水が

流入することを防ぐ。結果的には長持ちさせるという形になりますので、今のところは対処

療法的な部分があるのですけれども、そういった形の取組となってございます。 

基本的に、修繕しなければといいますか補強しなければならないところというのはかなり

ございますので、優先順位をつけながら、チェックといいますか、危ないところが分かった

ところから順次進めていくという形の取組になろうかと思います。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 延命化を図っていくことについて、即改修せいということは言いませんが、ただ、老朽化

している実態がありますので、いつまでも、例えばあっちこっち直して直してでもって延命

化もできないというふうに思いますので、１つは、今後の課題として、全部一挙かどうか別

にしまして、いつ頃を目処に改修していくべきなのかについてどう考えているのか。そして、

そのことは牧場運営委員会の中での議論経過もあるのかどうか伺います。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 施設の全体計画の部分でございます。本来であれば、例えば冬期舎飼の畜舎は、もしかし

たら６００頭ぐらい入る１つのほうが管理やしやすいかもしれません。ただ、ここ数年、牧

場に預託する頭数の増減が非常に激しいものがございます。それは、家畜伝染病、そのほか

の理由によるものでございますけれども、今現在、先ほど町長の答弁にございましたけれど

も、料金改定の中で一応冬期舎飼５００頭、夏季放牧１,０００頭という目標頭数を定めた

上で、それが本当にここ数年で達成できるのか、もっともっと減っていくのか、もしくは需

要が増えるのかといったところは、やはりもう少し時間を見ないと設備投資に係る判断がつ

きにくいのかなとは考えてございます。 

 いずれにいたしましても、料金改定というのが１つのまたきっかけにもなりますし、実は

今年９月に北海道酪農畜産協会というところが乳用牛の飼養頭数の全道ベスト１０を出し

ました。実は大樹町の乳用牛は、もう既に２万９,０００頭を超えているそうです。その２

万９,０００頭のうち、搾乳牛は自分の農場でしか飼えないのですけれども、育成の部分で、

例えば１,０００頭が町営牧場にいる。その１,０００頭はどうしても町営牧場でないと粗飼

料の部分で間に合わないといったことがあり得るかもしれません。そういった状況をもう少

し、今回料金改定して頭数の増減、それから酪農につきましては来年から生産抑制の形にな

ろうかとも思いますし、そういう流れの中で判断していかざるを得ないのかなと考えている
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ところでございます。 

 それから、町営牧場の運営委員会の中での議論でございます。具体的に施設を整備しろ

云々という部分はございません。ただ、結果的に家畜の飼養管理に徹底を図れ、草地の肥培

管理に徹底を図れというご意見はいただきますので、そういったものを勘案しながらの検討

になろうかと思います。 

 以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 ということは、施設の老朽化している分については、先ほども話があった延命化を図りな

がら、今後の預託頭数の推移を見た中で検討判断したいということの理解でよろしいです

か。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 そのように考えてございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 その後に、もし施設を改築するとなった場合に、国や道の補助金制度はあるのか。そして、

これは町単独事業でなければならないのか。そのことについて伺いたいと思います。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 公共牧場の機能強化のための事業はあるのですけれども、実は過去何回かその補助メ

ニューを使ってございます。今回もう少し大きくして継続するといった場合に、費用対効果

が出るかどうかが微妙でございます。効果が認められれば補助対象にはなりますけれども、

過去の投資を含めて、費用対効果の率が低いということであれば認められない可能性もござ

いますので、そこにつきましては、その段階で飼養頭数、それからこちらの目標を含めて判

断されることとなります。 

 以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 分かりました。 

１点目については、推移を見ながら検討判断したいということと、国・道などの補助金制
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度については、費用対効果が認められれば補助金制度もあるということで理解をしたいと思

います。 

 ２点目の晩成地区の放牧地の将来の使用なのですが、回答の中では、当面は放牧利用で継

続したいと。休止をすると草勢、牧草地の悪化が利用再開に支障が生じるためだと。ただ、

２つの地区に分散していることのマイナス要素もある中で、預託頭数の状況を見ながら、場

合によっては用途廃止も、貸付等も含めて検討したいということでありますが、現在も光地

園牧場の補助的な扱いでなっているところであります。 

というのは、預託頭数の関係もあると思いますが、今後も放牧地として利用していくとい

う中で、実際に晩成牧場の草地の更新については、光地園牧場と同じように実施しているの

か。何となく放牧地だけで一時入牧だから、例えば手抜きとは言いませんが、少し間を置い

てやるとかというような状況でなくて、適切な草地更新をしているのかどうか伺いたいと思

います。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 晩成牧場の草地更新でございます。平成１０年代の中盤に道営事業で公共牧場整備事業が

ありまして、そこである程度、３分の１、４分の１ぐらいなのですけれども、草地更新をし

てございます。それ以降してございません。 

ただ、肥培管理という部分では、施肥もしてやってございます。ただ、晩成牧場に関しま

しては大型機械がなかなか入りづらい。光地園以上の傾斜地といいますか、全体が傾斜に

なっていますので、なかなか草地更新も全面ができていないという状況は確かにございま

す。ただ、施肥管理をきちんとすること、それから追播をきっちりすること、それから伸び

過ぎた草を倒すとかといった形で維持管理をすることによって、放牧として利用は継続でき

るものと考えてございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 晩成牧場は平成１０年代に更新をした以降、更新をしないで現状のままで使用を継続して

いるという理解になりますよね。光地園牧場は、何年ぐらいで更新をしているのですか。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 放牧地部分につきましては、更新頻度が非常に疎といいますか、更新していないところも

かなり多ございます。光地園牧場の草地更新は、主に採草地並びに兼用地と呼ばれる牧草を

収穫するようなところを重点的にやってございます。放牧地につきましては、１頭あたりの

面積が結構取れるものですから、採草地、兼用地と言われる部分よりは栄養分、それから密
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度的にも少ないですけれども、１頭あたりの面積がきちっと取れているということで、更新

が非常に長い間隔で済んでいるところ。もしくは光地園にも晩成に負けず劣らず急傾斜地は

ありますので、更新自体が非常に厳しいところがございます。基本的には、光地園につきま

しては割と平坦なところを重点に草地整備、草地更新を行っているというのが実態でござい

ます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 実態については理解をしました。ただ、草地の更新等もありますし、利用が今後の預託頭

数の関係でどうなるのか不明な点もありますけれども、当面ここでどうしなければならない

と言いづらい面もありますので、それは実態の理解でもって、この項については終わりたい

と思います。 

 ３点目の車両・作業機械の更新の関係なのですが、町長の答弁の中で、大型機械は使用が

短期のものについては借り上げでやりたいと。それと、日々に必要なものについては、備品

として整備していきたいということなのですが、大型機械の借り上げについて、例えば使用

期間が短いということもありますが、それこそ購入価格の問題で費用対効果の問題等々はな

いのでしょうか。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 当然そこもございます。例えば自走式のハーベスターであるとか大型モアコンは、数千万

円単位のものは買って、例えば１０年使ったにしても、修繕等を考えると、比較した場合、

基本的には外部化でも十分経済性が認められると考えるものでございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今、借り上げを予定していた作業機械については高額だというふうに理解をするのです

が、どの程度の額になるのか、概略が分かったら。例えばＡのこの機械は１億円だとか、こ

れは８,０００万円だとか、その辺は分かりませんか。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 例えば、平成１２年か１３年に大樹町で自走式のハーベスターを買ってございます。四千

数百万円だったと記憶してございます。ですから、今でいくと５,０００万円、６,０００万

円という数字が多分出るだろうと。 

ただ、その機械を動かすためには、切り込んで収穫していく機械なのですけれども、その
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ために草を刈らないとならない。その機械をフルに使うためには、それに見合った関連機械、

モアコンというものが必要になってございます。そこは私ども人数的な部分もございます

し、利用頻度の問題もございますので、コントラクターを今使っているところでございます。

それにより、人と機械が一緒に来てくれて、作業に熟練した皆さんに対応してもらえるとい

うメリットも踏まえた上の判断でございます。 

以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 大体概略は分かりました。経営赤字の中で高額な機械については大変な状況なので、本来

的には大型機械も自前ということが一番いいのかもしれませんが、当面というか、今後も自

前で更新するものと、借り上げで使用するものとの併用については理解をしたいと思いま

す。 

 それで、今、借り上げをしないで自前でもって修繕、更新をする車両機械について、項目

の最後に伺いたいと思います。 

 車両、それから作業機械の中には、昭和の時代に取得したもの、もしくは平成の一桁の時

代に取得したものがありますが、こういう機械については、先ほど冒頭に町長から答弁があ

りましたように、早期に更新することで理解してよろしいですか。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 私の持っている資料では、昭和のもの１台だけトラクターがございますけれども、さすが

に廃止を前提に考えてございます。 

平成の一桁のものにつきましては、ここでいきますとケッターとかトラクターもございま

す。それからヘイレーキですから、草地の維持管理、飼料収穫の折の牧草の拡散とかに使わ

れているものでございます。こちらにつきましては、今現在も使えてございますし、もっと

いいといいますか、もっと大きなものもありますけれども、使えるうちは使っていきたいと。

それが使えないといいますか、動力が足りなければ、新たなものを購入するというような方

向で進めているところでございます。そのため、ケッターにつきましても古い平成６年のも

のでございますけれども、その後も新しいものを含めたり、購入したりして対応していると

ころでございます。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 年数で全てが判断できないとは思いますが、冒頭の町長答弁にもあったように、施設の改

築よりも実際に必要な機械の更新、整備を優先するということですから、そこはぜひ計画的
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に積極的にやっていただきたいというふうに思います。 

 ４点目の未使用のサイロや見張り小屋などの解体処理のことなのですが、町長答弁では、

将来的な在り方の中で決定をしていきたいということであります。それと、サイロについて

は解体費用が高額だということも言われました。 

 それで伺いたいと思います。未使用施設で解体処分が必要な施設は、サイロを含めてどの

ぐらいあるかということと、解体費用が高額だというサイロの解体にはどのぐらいの経費が

目算されているのか教えていただきたいと思います。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 具体の使用していない施設、例えば監視小屋、監視舎と言うのですけれども、監視舎とか、

今現在利用を休止している衛生舎とか試験牛舎とかもあるのですけれども、基本的には、そ

ちらは使えないわけではなくて、今現在の状況では使う必要がなくて少し空けているという

ような状況でございます。 

サイロにつきましては、結構以前の話なのですけれども、二棟解体するのに３,０００万

円程度要するのではないかという見積りといいますか見解をもらったことがございます。 

以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 高額なサイロが古くなって使用ができなくなってやめているのではなくて、いろいろなほ

かの理由で使えなくなっているということも聞いていますが、そのことを議論していると長

くなりますので、ただ、もう今の段階となっては、解体処分をするしかないということであ

りますので、そこは仕方がないかなと。 

ただ、冬期間にサイロの屋根から氷塊が落ちて畜舎の屋根を損傷するという実態もあるの

で、ここはその対策は早期にやるべきだと思いますが、これはいかがですか。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 昔からある本体牛舎の部分でございます。サイロと併用で本体牛舎が設置されてございま

して、サイロからトッパンローラーで本体牛舎のところにチェーンフィーダーで餌を給餌す

るというためにあったのですが、アンローダーが壊れまして、サイロの利用がほぼ不可能に

なってございました。それによりタワー型サイロの利用を休止したところでございます。 

ただ、それに伴いまして、サイロの屋根に積もった雪が解けて凍って、本体牛舎の屋根を

破損するというのがここ数年続いてございます。例えば野鳥の侵入であるとか、雨水の浸入

であるとかというのもございますので、今年修繕も想定したのですが、ちょっと金額的に高
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くて、取りあえずの応急処置で屋根をふさいで、鳥の侵入も水の浸入も防ぐという対応を

取ってございます。 

本来、タワー型サイロがなくなればそれはないのでしょうけれども、タワー型サイロを使

わなくなった場合、本体牛舎自体ももしかしたら使う必要がなくなる可能性もあります。そ

ういった分も含めると、実は壊す、もしくは更新するときは一緒にやるのが多分適切なのだ

ろうと。牛舎に併設されているものですから。 

そういった観点もあって、今は十数万円で屋根のほうの補修をさせていただきますけれど

も、そういった形で対応できればなと思います。実際に屋根をふき替える、補強するとなる

と１００万円単位の見積りが出たものですから、当面といいますか、今年に関してはそうい

う対応を取っているところでございます。 

以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 何とかすべきだというふうに思うのですが、応急処置だけで対応するということで、やむ

を得ないかなというふうにも思いますので、そこは適切な処置をお願いしたいと思います。 

 ５点目の経営赤字の関係ですが、令和２年度の直接経費で４,８００万円程度、全体経費

で８,１００万円ぐらいの経営赤字になっています。預託頭数の確保だけでは対応できない

状況にあり、そうなると預託料金の改定が必要になるというふうに考えます。 

 現在の料金設定が適切かどうかという判断もありますので、どこに軸足を置くかもありま

すので、そのことによって正しい料金設定をして健全経営を図るべきでないかというふうに

思いますので、具体的にお聞きしたいというふうに思います。 

 町長答弁の中で、令和４年度からの引上げの意見をいただいているので、諮問機関である

行財政改革推進委員会において審議をいただくことになるというふうに聞きましたので、取

りあえず、現在の料金が幾らなのか、勉強不足で理解していない面がありまして、その料金

の、例えば乳用牛の料金、それから肉用牛の料金、馬の料金を教えていただきたいというこ

とと、大樹で使っている料金が他の牧場と比較してどの程度の位置づけになっているのかお

聞きしたいと思います。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 まず預託料の関係でございます。夏季の預託、夏季放牧につきましては、乳用牛２１０円、

馬２１０円、肉用牛１８０円でございます。冬期舎飼の預託につきましては、乳用牛のみで

５３０円となってございます。 

 それから、管内的に比較すると、大樹町の公共牧場の料金は最低水準でございます。ただ、

実は大樹の光地園牧場は水道料金がかかっていない。自家水道を持っていますので、そう
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いったところも含めて、多分水道上水道を取っていれば、もっと上げなければもっと早くご

指摘をいただいていたのでしょうけれども、そういった側面もございますけれども、管内的

にいくと最低水準であることは間違いございません。 

 以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 牧場運営委員会の中では、料金の改定の意見をいただいているということなのですが、ど

の程度までの改定なのか、金額でどのぐらい引き上げるのか、管内水準に合わせるような引

上げの話なのか、そこをお聞きかせください。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 町営牧場の中の議論でございます。具体の部分は、経常的な収支、例えば機械を買うとか

装置を整備するとかという臨時的な経費ではなく、日々の経営管理の中での収支を、こちら

としては取りあえず今の６０数％から８０％程度に持っていきたいと。 

先ほど町長答弁にありましたとおり、冬期舎飼５００頭、夏季放牧１,０００頭を目標頭

数にして、かかる経費を想定しながら、その８割を回収できるレベルがどの辺なのかという

ところで比較検討いたしました。そのご意見をいただいた水準は、管内の平均レベルに達す

る予定でございます。 

以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 料金は言ってもらえないのですか。 

○議   長 

 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時０６分 

再開 午後 ２時０６分 

 

○議   長 

 再開いたします。 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 管内の平均レベルということで、腹の中で理解をさせていただきたいと思います。 
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 もう１点、町外と町内の預託があるわけですよ。これはずっと昔からあって、結構平成２

０年代頃は町外から乳用牛を十数戸受け入れていたり、町内から三十数戸とか、全体で６０

戸ぐらいという時代もありました。町内と町外の料金は同じで、町外は高いとかということ

はないのですか。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

   ご指摘の部分は、千葉県と岡山県から確かに農協単位でお預かりしたことはございます。 

ちなみに、大樹町営牧場条例の料金では、町外牛は、町内の牛の３割増しをいただくこと

になります。そういう定めになってございまして、その折もそういう形で徴収してございま

した。 

 以上です。 

○議   長 

菅敏範君。 

○菅敏範議員 

 今、牧場運営委員会の議論を経て行政改革推進委員会の議論になっているので、言えない

という話だったので、多分そこでは今の考え方が了解されるのだと思いますので、赤字経営

の解消にかなり近づくのかなというふうに思いますが、令和４年度からということですか

ら、多分間に合うのだろうというふうに理解をしたいと思います。 

 最後の６点目、将来の夏季放牧、それから冬期舎飼の頭数の考え方は、今、運営委員会の

中では、例えば１,０００頭と５００頭をベースにしているということですが、受入れ可能

頭数は、夏季放牧は１,４００頭、冬期舎飼の６００頭程度は受け入れられるという話があ

りまして、安全圏を持った議論がされているというふうに思うのですが、この数字が先ほど

の料金の改定もありますが、経営に大きく影響を及ぼすわけであります。 

 晩成牧場の話をしましたので、お聞かせください。まず１つ目、１,４００頭の受入れ可

能頭数の中で、光地園牧場が何頭で、晩成牧場が何頭なのですか。 

○議   長 

 松木農林水産課長。 

○松木農林水産課長兼町営牧場長 

 光地園牧場と晩成牧場の違いなのですけれども、晩成牧場は受精前の牛、おおむね十二、

三カ月齢ぐらいまで、ほとんど１歳未満なので摂取する草の量も少ないため２５０頭前後、

２７０頭と考えていますけれども、預託を受ける面積を保有していると考えてございます。

ですから、その差額の１,１３０頭が光地園で面倒を見れると考えている家畜の頭数でござ

います。 

○議   長 

菅敏範君。 
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○菅敏範議員 

 最初に、大体町側からの回答がこんなものかなというのがあったので、いろいろな疑問も

あるのですが、全てお金が絡んだ将来的な話がありますので、なかなかこれをどう改善する

かということが難しい面もあります。ただ、町長が言われた将来の預託頭数を考慮して牧場

の在り方を検討していきたいと、私もそう思います。 

ただ、今、町営牧場を運営する中では、やはり毎年預託頭数を確保する、そして経営を安

定化するということも大事な業務だと思いますので、そこをきちっと取り組みながら、もし

冒頭私申し上げましたが、将来的に預託する頭数が年々減少傾向にあって、牧場の存在意義

がなくなってくる状況が見えてきたときには、存続について真剣に検討して、在り方の判断

をするべきだというふうに思います。 

そういうことでありますから、当面は経営の赤字の部分は料金の改定で、そして実行サイ

ドで使用する作業機械なんかは、古くなったものは更新して、みんなが働きやすいようにす

ると。そして、施設の更新についても、早い時期に検討する方向に持っていってほしいと。

そうするべきであるということであります。 

最後に、町長にできれば、これからどう扱っていくかの話をお聞きして、終わりたいと思

いますがよろしいですか。 

○議   長  

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 光地園牧場の運営の関係も含めて細かくご質疑をいただき、担当のほうからも説明をさせ

ていただいたところです。 

 可能頭数については、夏季放牧で１,４００頭、冬期舎飼で６００頭程度ということで、

私も畜産に長くおりましたので、当時から見ると大きく減っているというふうには思ってお

ります。それは、預託戸数も同じことだなというふうに思っております。 

正直に申し上げて、今後、預託頭数が大幅に増えていくという状況はなかなか難しいので

はないかなと思います。その大きな要因は、やはり酪農畜産においては、病気との闘いとい

うこともあって、従前預託をしていただいた酪農家、法人も含めてですが、家畜伝染病の関

係で預託がままならないという状況があって、そこが大きく改善されない限りは、預託頭数

については大幅な伸びは期待できないかなというふうに思っております。 

今、私どもでは、預託料金の見直しの作業を進めており、この後、行財政改革推進委員会

等でご議論いただいて、しかるべき段階で見直しの方向に持っていければなというふうに

思っております。ただ、料金を見直したことで、実は預託農家にも経済的な負担を強いると

いうこともありますので、料金を上げたらそのまま今現在の預託ができるかというところ

は、これも状況を見ながらでないと分からないというふうにも思っているところです。 

私どもの牧場も、預託料金については管内でもかなり低い預託料金でお引き受けいただい

たということでもあります。ただ、安かろう悪かろうということにもなりませんので、今、
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獣医の資格をお持ちの方をアドバイザーという形で、いろいろな牧場に関するところをアド

バイスいただいている状況もありますので、預託料金を見直すとともに、現在の使用体系、

環境も含めて向上するということで経営が安定していけばなというふうに思っており、そう

いう意味で、これからも公共牧場の必要性についてはしっかり発揮していく必要があるかな

というふうに思っております。 

ただ、これからの預託の推移を見据えた中で、どういう形で公共牧野としての役割を担っ

ていくか、またはどこかの時点でクローズせざるを得ないかというところも含めて、今後も

推移を見ながら、また酪農家、経済団体とも相談しながら、方向性については見極めていく

必要があるかなというふうに思います。 

○議   長  

 休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時１５分 

再開 午後 ２時２５分 

 

○議   長 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、６番船戸健二君。 

○船戸健二議員 

 先に通告してあります大樹でかなえるマイホーム支援事業について町長にお伺いします。 

 「大樹でかなえるマイホーム支援事業」は、移住及び定住の促進、誰もが住みよいうるお

いのある住環境づくりを目的とし、平成２９年から事業が開始され、現在まで多くの町民の

方、特に子育て世代、働き世代にとって目標でもある住宅取得、また町内建築関連事業者に

とっても大きな成果を挙げているところです。 

令和４年３月末日で事業が終了しますが、以下の２点についてお伺いします。 

 １点目は、コロナ禍によるウッドショックと世界的な半導体不足の影響からも資材納入の

遅れによる工事完了の遅れが懸念されるが、申請されている方に影響が及んでいないか。 

 ２点目については、事業継続の検討状況について。 

 以上、２点についてお伺いします。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 船戸議員ご質問の大樹でかなえるマイホーム支援事業についてお答をいたします。 

 1点目のコロナ禍の影響から資材納入の遅れによる工事完了の遅れに伴う申請者への影響

が及んでいないかについてでありますが、現在、町の住宅施策により実地している「大樹で
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かなえるマイホーム支援事業」による支援措置でありますが、今年度末をもって失効する予

定となっております。 

 船戸議員が心配されているように、工事の遅れは懸念されますが、現在のところ、申請者

及び建設業者からは工事の遅れに対する相談は受けておりません。 

 ただし、申請者の不可抗力により工事完了ができない場合は、住宅の建築状況を調査し、

弾力的な運用を図ることで救済できることとするように考えております。 

 ２点目の事業継続の検討状況についてでありますが、住生活基本計画の目標にありますと

おり、持続可能な住環境の維持・向上を図るため、「大樹でかなえるマイホーム支援事業」

の内容を変更して継続し、移住・定住の促進を図ってまいりたいと考えております。 

○議   長 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員  

 １２月６日の今議会で、５年間の事業継続が決定されましたので、申請期限については安

心したところではあります。ですが、コロナ禍の影響は今後も予測できない状況が続くと思

われること、また、今回のウッドショックや半導体不足は、先ほど町長がご答弁いただいた

とおり、本人の不可抗力でありある種の災害でもあります。 

 今後もあらゆる事態を想定し、緊急措置的な期限の猶予についての条例の改正、また文言

の追加等に関しても検討していただく必要があるのではないかと思いますので、その点につ

いてお伺いします。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 ただいまご質問の申請者の不可抗力の関係でございますけれども、議員ご質問のとおり、

ウッドショック、それから半導体不足という状況で遅れる分に関しては、本人の不可抗力な

のかなというふうに考えてございますので、建設会社の都合で遅れるとかといった部分は、

こういった不可抗力には該当しないのかなと思っておりますが、もし申請者の不可抗力によ

り工事が遅れるようなことがあれば、町長の答弁にもありましたとおり、弾力的に規則など

の運用により対応していきたいなというふうに考えておりますので、それについては現在進

んでいる最中でございます。 

○議   長 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員  

 現在建築中の役場庁舎、保育園についてウッドショックによる材料の高騰、半導体不足に

よる資材の遅延等、工期、建設費について影響はあるのかお聞きします。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 
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○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 現在進めております役場、それから認定こども園の建設なのですけれども、もう少しで年

明けには完了するのですが、現在のところ、現場のほうからそういった工期の遅れによる不

符号申出が出ておりませんので、予定の工期内には完成するということで現場のほうは動い

ていると思いますので、もしそういう不符合申出がありましたら、そのときに状況を判断し

ながら検討したいと思います。 

 以上でございます。 

○議   長 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員 

 ウッドショックや半導体不足、住宅建設費の高騰は、今後も続くことが予測され、それに

伴い、町内の中古住宅の価格も上がるのではないかと懸念しております。 

 来年度からの新築住宅取得、中古住宅、空き家取得の動きの鈍化が予想されますが、その

点についての見解を伺います。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 

○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 今年度、マイホーム補助金の事業が完了するということでコマーシャルを進めていたこと

から、昨年、今年度と申請者の駆け込み需要がかなり多かったのですが、来年度においては、

これから新マイホーム補助金のコマーシャルをしますけれども、新築も中古も需要が少ない

のではないかなというふうに見込んでございます。 

○議   長 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員  

 国のほうでも、１１月２６日にこども未来支援事業が閣議決定されたとお聞きします。 

 期限については、交付の日から令和４年１０月３１日までに建築工事着工するものを対象

とすることとなっていて、期間は短いですが、補助の対象は子育て世帯、若者世帯が取得す

る一定の性能を満たす新築住宅、ゼロエネルギーハウス、通称ＺＥＨ（ゼッチ）や高い省エ

ネ性能を有するものや、子育て対応改修など、世帯を問わず各種対象工事を実施するリホー

ムが対象になり、工事事業者が申請することとなっています。 

 地方自治体との補助との併用も可能な場合もあるということなので、今回、条例の一部改

正で追加された認定住宅、北方型住宅、高効率機器の補助加算との重複申請が可能かどうか

精査し、可能であれば町民の皆さん、もしくは住宅希望者に周知が必要だと思います。その

点についてお聞きします。 

○議   長 

 水津建設水道課長。 
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○水津建設水道課長兼下水終末処理場長 

 現在、国のほうで進めておりますＺＥＨ（ゼッチ）の補助事業でございますが、町として

も今回の条例で４項目、長期優良と低炭素と省エネと北欧型住宅ということで加算を加える

ということで条例の改正をさせていただきました。現在、私どもの認識では、国の補助金と

町の補助金を別々に受けられるというふうな認識でございます。 

○議   長 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員  

 条例の一部改正の際にも質疑させていただきましたが、私は、子どもに対する補助加算額

の減額は子育て世代の住宅支援としても、少子化対策としても、効果を弱めることになると

思っていますが、町としても予想を超える５年間の事業実績、今後５年間の事業継続とゼロ

カーボン宣言に関わる新規項目の追加と財政面でのボリューム、町単独事業という特性と

様々な観点から、幾度も検討を重ねた上での判断ということは理解しております。 

 誰もが住みよい潤いのある住環境と、これから住宅取得を１つの目標とする子育て世代、

若い世代に対して住宅支援事業については、今後も評価、検討、見直しが重要なことだと思

いますので、町長に再度お考えを伺います。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 大樹でかなえるマイホーム支援事業については、今回の条例改正で、次年度以降の事業化

の目処がたったということです。それに私は尽きるかなというふうに思っております。５年

間の成果を踏まえて、見直すところは見直す、加えるところは加える、そういう形で新たに

５年間の事業をお認めいただいたということでありますので、どのぐらいのボリューム感を

持って予算をつくっていくかというところについては、これからではありますが、ぜひせっ

かくの制度でもありますので、一人でも多くの方が大樹町で夢をかなえるような、そういう

マイホームをつくっていただけるように、取り進めていければなというふうに思います｡ 

○議   長 

 船戸健二君。 

○船戸健二議員 

 最後になりますが、大樹でかなえるマイホーム支援事業は５年間の事業でありましたの

で、最終年度にあたる今年度を目標とし、夫婦、家族で住宅取得計画を立てていた方、また

住宅取得を諦めた方もいると思います。 

 今後５年間の事業継続については、可能な限り周知に努めていただき、一人でも多くの方

が住宅を取得し、目標をかなえられるよう期待しております。 

これで、僕の一般質問を終わります。 
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○議   長 

次に、１１番齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 それでは、先に通告いたしました町長公約の検証（３年間）と令和４年度の主要施策（予

算編成）についてお聞きをいたします。 

 第１９回統一地方選挙の後半において、酒森正人氏が２期目の再選を果たし、「産業の振

興と福祉の充実」を町長公約の念頭に、「経済と雇用の裾野を広げる取組を推進し、活力あ

るまちづくりを」と「町民の助け合い、支え合いを進め、安心して暮らせるまちへ」と具体

的目標を掲げ、３年が過ぎました。 

令和５年度は、統一選挙の年でもあるので、政策的な経費を抑制した骨格予算となること

から、令和４年度が酒森町政の最終年度だと思います。 

町長公約は、これまでの３年間の事業の取組について、成果・課題の自己評価等と、令和

４年度の予算執行を含めた次年度に向けての町政執行方針、主要政策について６点ほどお伺

いをいたします。 

 １点目ですけれども、町長の２期目における第５期総合計画の５つの基本目標の成果と課

題についてお聞きしたいと思います。 

 ２点目ですけれども、令和４年度の予算編成に対する町政運営の基本的な考え方、方針に

ついてお尋ねをいたします。 

 ３点目ですけれども、令和４年度の予算編成に対する主要施策（行革、各事業、負担金補

助金及び交付金、使用料及び賃借料等）について、どのように主要施策に盛り込んでいくの

か。 

 ４点目ですけれども、一般会計及び７特別会計の総予算額の令和４年度の予算見込みにつ

いてお伺いしたいと思います。 

 ５点目ですけれども、令和３年度一般会計において財源不足が生じるため、公共施設整備

基金やふるさと納税を原資とする魅力あるまちづくり推進基金、財政調整基金の繰入れを計

上し、公共施設等適正管理推進事業債や過疎対策事業債の借入れを計上した予算執行でス

タートしましたが、令和４年度も財源不足が生じるのか。また、その対策（政策）について

お伺いしたいと思います。 

 ６点目ですけれども、財政シミュレーションの中で、これは２月１８日に議員協議会で資

料が提出されているのですけれども、令和４年度は起債残高が９６億８,３００万円、償還

額が７億８,２００万円、実質公債比率が９,９２ポイント、基金推移で令和３年度の借入れ

の公適債１１億４,０００万円を繰上償還すると令和４年度の基金が２４億２,６００万円

の計画推移となったと思います。令和４年度の財政状況について、また、経常経費繰入れに

ついては、公共料金の見直し、人件費、維持補修費削減等の行政改革を進めて改善に努める

ことが課題と考えますが、令和４年度についてはどのように取り組んでいくか、この６点を

お願いいたします。 



 

－ 53 － 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 齊藤議員ご質問の町長公約の検証（３年間）と令和４年度の主要施策（予算編成）につい

てお答をいたします。 

 １点目の町長２期目における、第５期総合計画５つの基本目標の成果と課題についてであ

りますが、令和元年度定例第２回町議会において、第５期総合計画の基本目標に沿った、２

期目４年間の町政執行の所信を説明させていただきました。間もなく３年が経過しようとし

ているところですが、現時点で取組が進められた主な事業について申し述べたいと思いま

す。 

 基本目標１、「人と自然にやさしいまちづくり」では、郊外部の高速通信網整備、太陽光

やバイオマスなど自然エネルギーの利用促進、防災行政無線の更新。 

 基本目標２、「安心と支え合いのまちづくり」では、市街地保育園の統合・改築への支援、

町病院の診療体制の充実。 

 基本目標３、「夢を育み学びの意欲を高めるまちづくり」では、教育委員会との連携強化、

郷土を学び育む「大樹を知る郷育」の実践。 

 基本目標４、「資源を豊かさにつなげるまちづくり」では、農林水産業の生産基盤整備、

起業家支援事業などによる空き店舗活用や地場産品の高度利用。 

 基本目標５、「交流と協働で進めるまちづくり」では、姉妹都市や友好都市などとの交流

事業、北海道スペースポート実現に向けた取組、役場庁舎の改築など、第５期総合計画の理

念であります「活力とやすらぎあふれるまちづくり」の実現に向けて取り組んでまいりまし

た。 

 財政的な課題などにより、実現に時間を要する事業もありますが、残された任期の中で最

善、最大の努力をしてまいりたいと考えております。 

 ２点目の令和４年度予算編成に対する町政運営の基本的な考え方（方針）についてであり

ますが、令和４年度予算については、現在、編成作業を進めている最中でありますが、令和

３年度においても５年連続で財政町政基金を繰り入れた予算編成となっており、今後、役場

庁舎をはじめとした町有施設の更新に伴う起債償還の増が見込まれることから、既存事業の

抜本的な見直しを含め、継続的な歳出削減に取り組まなければならないと認識しておりま

す。 

また、第５期総計画に基づく施策を遂行しつつも、現在の厳しい財政状況を認識し、限ら

れた財源の中での事業実施、予算執行が必須となることを踏まえ、従来の慣習や価値観、手

法などにとらわれることなく、すべての事務事業の内容を精査し、効率的・効果的な歳入歳

出となるよう予算編成作業を進めてまいります。 

 ３点目の令和４年度予算に対する主要施策についてでありますが、町民プールの整備等、

町民や地域にとって必要な事業については、引き続き取り組んでまいりますが、補助事業や
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使用料等の在り方など、歳入歳出ともに内容の精査や手法の検討を行い、効果的・効率的な

事業執行となるよう予算編成、予算査定を進めたいと考えております。 

 ４点目の一般会計及び７特別会計の令和４年度予算見込みについてでありますが、現在、

予算編成作業が始まったところであり、現時点で予算の見込みをお伝えできる段階にはあり

ません。新型コロナウイルス関連の経費など、見通しが立っていない事業もあることから、

これからの予算査定、予算編成等を踏まえ、事業内容や事業費について精査をしてまいりま

す。 

 ５点目の令和４年度も財源不足が生じるのか。その対策（政策）についてでありますが、

次年度の歳入歳出予算については、編成作業が始まったところであり、財源等については未

確定の部分が多い状況でありますが、交付税措置のある公共施設等適正管理推進事業債や過

疎対策事業債についても、財政的に有利な起債であることから、必要な事業を絞った上で活

用するとともに、事務事業の見直し、経費節減を図りながら、財源の確保に努めてまいりま

す。 

 ６点目の令和４年度基金の計画推移、財政状況と経常経費繰入に対する令和４年度の取組

についてでありますが、令和４年度末の起債残高について、繰上償還をしなかった場合は１

０６億８,２００万円、１１億４,０００万円の公適債を全額繰上償還した場合は９５億４,

２００万円となる見込みであります。また、今年度は財政調整基金の繰入額を減額補正して

おり、前回のシミュレーション時点よりも積立額自体は改善される見込みでありますが、決

算状況や新年度の予算編成状況を勘案して精査してまいりたいと考えております。 

 なお、令和４年度以降の取組については、現在、行財政改革推進本部会議において協議を

進めているところであり、検討内容を踏まえ、新年度予算に反映してまいりたいと考えてお

ります。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 それで、答弁の中で現時点で取組が進められた主な事業ついて、基本目標の１から５まで、

今、町長から答弁いただいたのですけれども、その中で、「財政的な課題により現実に時間

を要する事業もありますが、残された任期の中で最善、最大の努力をしてまいりたい」と言

うのですけれども、町長の最終年度の思いをいただいたのですけれども、今の時点で具体的

に現時点で、基本目標の１から５まで多分課題はあると思うのですよ。その課題をどのよう

に自己評価しているのか、それについてまずお聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

 伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課長兼地場産品研究センター所長 

 第５期総合計画の関係でございまして、その執行に関しましては主にハード事業になりま

すけれども、執行計画を作成して、その中において施設整備の在り方など検討内容等を整理
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してまとめているものでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 原課の説明は分かりました。 

 私が聞いているのは、この３年間の中で、町長の答弁の中ではいろいろ取り組んできたが、

でもやっぱり課題は残されているという答弁をいただいたので、今の町長の自己評価の中で

どういう点が気になって残っているのか、それをお聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 基本目標に対する、取り組んだ事業の詳細については、先ほどお話をしたところです。 

 私も２期目の立候補にあたり、町民の皆様に公約として掲げたものを定められた４年間の

中で実施すべく取り組んできたところでもあります。ただ、残念ながら、今現在で、その中

で積み残しているものが正直何点かあるかなというふう思っております。 

 １点目は、サービス付高齢者住宅建設の実現がかなわなかったという点。この点について

は、今までの３年間の中で民間の方がサ高住の建設に向けて計画を進めていらっしゃいまし

たので、それに対して町としての支援をさせていただければというふうに思っております

が、残念ながら、民間の方の建設がままならなかったという点です。 

 もう１点は、学童保育施設の整備ということで、保育所施設の整備については、町の中の

法人との協議の中で今現在建設が進んでおりますが、私どもで計画しておりました学童とい

う部分では、建設がかなわなかったという点については、今回の４年の任期の中での課題で

あるというふうな認識でおります。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 町長の思いは分かりました。 

 それで、基本目標の中でいろいろあるのですけれども、例えば高齢者支援だとか子育て支

援、医療体制とか住民基盤に関して、いろいろと疑問はあるのですけれども、それに加え、

私なりにちょっと気になっている点を町長にお聞きしたいなと思うのですけれども、結構あ

るのですけれども、時間が決められているので、その中から何点か絞ってお伺いしたいと思

います。 

 まず、基本目標の１の中で、地域交通計画の策定なのですよね。これまで国等の補助金を

活用しながら自動運転実験を２回やっているのですけれども、それとは別かと思うのですけ

れども、コミュニティバスの実証運転を２回ほど実施いたしまして、今年の１１月末で終
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わっているのですね。令和３年度の一般財源の中で活用して終わったのですけれども、今回

の運行実績と評価をどのようにまとめているのか、それについてお聞きしたいのですけれど

も。 

○議   長 

伊勢企画商工課長。 

○伊勢企画商工課課長兼地場産品研究センター所長 

 今年度のコミュニティバスの実証運行につきましては、１０月１８日から１１月３０日ま

での期間、運行実日数は３０日間となりますけれども、その期間で実施いたしました。利用

実績につきましては、市街地循環便では延べ３８９人、１日当り１３人という形です。郊外

部のデマンド便、今回は旭浜方面、中島方面のほうをルートとして実施いたしましたけれど

も、利用者は１人という結果でありました。 

 今後、利用状況、利用した時間帯ですとか曜日など、そしてアンケート調査などを分析い

たしまして、地域公共交通会議におきまして評価を行ってまいりたいと考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 分かりました。 

それでは、今の段階では、まだこれからだということが分かったのですけれども、地域公

共交通会議は町長の施策でもありますから、令和４年度に向けて、特に高齢者や免許証を持

たない方の交通手段の確保を図るためにも、町として具体的なコミュニティを含む交通計画

をもうそろそろきちんと事業化する時期に来てきていると思うのですけれど、その辺につい

ての町長のお考えはどうですか。最終年度ですから、もうそろそろ事業化していいのではな

いかと思うのですけれども、これについてどうでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 今回実施をした内容については、今担当のほうから説明させていただきました。１０月１

８日から先月１１月３０日までということで、まだ終わったばかりですので、利用の実数は

まとめたペーパーも頂いておりますが、成果も含めて、内容の分析についてはこれからだと

いうふうに思っております。 

 残念ながら、旭浜方面利用のデマンド便が少なかったという一方、町中の市街地の循環の

部分では、例えば社協とかの協力も得ていたと思うのですが、ふまねっとの利用者等のアン

ケート調査、意見を聞いた中では、非常に使いやすかった、今後も運行してもらえれば使い

たいという声もいただいているということも聞いておりますので、今後どういう形で実際に
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運用していくかというところについては、そういうご意見も参考にしていければなというふ

うに思っております。 

 ただ、今回の循環の路線も含めて、本当に交通弱者の皆さんの期待に応えられるような

ルートになっていたかというところの検証も含めて、今後どういう形でやっていくことが必

要なのか。また、利用しやすい交通弱者の足確保というのはどういうものがあるかというと

ころも、具体に地域交通会議等で、また意見交換をしながら、実現に向けて取り組んでいき

たいというふうに思います。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 町中のコミュニティバスの運用というのは、もうこの２回でほぼ成果が出ているし、高齢

者の評価は高いのですよね。まずはできるところから事業化していくというのは、交通会議

でしっかりやっていただきたいと思います。 

 これを令和４年度の実績とするには、なかなか時間を要するかと思うのですけれども、せ

めて令和５年度からスタートできるようにひとつお願いしたいと思います。 

 それで、次なのですけれども、ゼロカーボンシティの宣言で、今回議会で承認されたので

すけれども、ちょっと気になっているのは、木質バイオと太陽光などを活用したスマート街

区事業なのですけれども、今年度は自営線工事や熱導管工事などを着手する計画ですけれど

も、現時点での状況は。どのくらいの工事が進んでいるのか、ほぼ終わっているのではない

かと思うのですけれども、その辺で今どの程度スマート街区事業が進んでいるのかちょっと

聞きたいのですけれども。 

○議   長 

伊勢企画商工課課長。 

○伊勢企画商工課課長兼地場産品研究センター所長 

 スマート街区事業の進捗状況でありますけれども、自営線工事ですとか熱導管工事をはじ

め、今回の太陽光パネル、木質ボイラー、エネルギー棟などの設備、施設は、ほぼ完了して

いるという状況となっております。今月１５日から木質チップボイラーの試運転が始まり、

２０日頃には太陽光発電からの通電を行う予定となっております。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ほぼ完了したというのですけれども、今の説明の中で、今月１５日から木質バイオの試運

転をやると。送電も２０日過ぎからやるのですけれども、それで気になるのは、この事業は

委託会社というのを設立しなければだめなのですよね。それが予算の中でも委託料としてス

マート街区構築業務で２,２００万円予算計上しているのですけれども、春の議員協議会だ
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と思うのですけれども、運営会社の設立については、当時の議員協議会の中では８月を目処

にして１２月運転資金というか補正を組んでいくという説明を受けた記憶があるのですけ

れども、いまだにそこが全然はっきりしていないのですよね。それで、次年度に向けて試運

転していく中で運営の方向性が明確にされていないのですけれど、どのような方向でこれか

ら来年の３月まで進んでいくのかついてもっと詳細に知りたいのですけれども、それについ

てお願いします。 

○議   長 

伊勢企画商工課課長。 

○伊勢企画商工課課長兼地場産品研究センター所長 

 今回のスマート街区事業につきましては、補助事業の要件でありますとおり、エネルギー

マネジメント会社を設置するというようなこともうたわれておりまして、会社設立に向けて

検討しているというところでございまして、スマート街区の運営につきましては、１００％

町出資の第三セクターによるエネルギーマネジメント会社を設立して実施するという形を

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 分かりました。 

でも、考えているのなら、もうあと何日もないのですよ、マックスバイオの試運転やると

いうのだから。本当はもっと早い時点にこういうことを第三セクターでやます、１００％や

りますと。やるということは予算も絡んでくるのですよ。 

 それで、電力とか熱源の供給態勢ですけれども、最初の説明の中では役場庁舎、学習セン

ター、大樹小学校等を予定しているのですけれども、現時点では令和４年度から一部スマー

ト街区の運営が第三セクターから供給するのですけれども、予算編成に向けて、今までは事

業費とか光熱費で全部見たのですけれども、令和４年度の予算編成で従来どおりに事業費で

計算していくのか、それとも、例えばスクールバスの運行みたいに運転資金というか運用補

助金を出しながら第三セクターに払いながら予算づけをしていくのか。そうすると全然予算

の組み方が変わると思うのですけれども。その辺の基本的な考えというのがないと、多分予

算編成もできないと思うのですよね。まずそこだと思いますが、その辺をどのように考えて

いるのかお聞きしたいのですけれども。 

○議   長 

伊勢企画商工課課長。 

○伊勢企画商工課課長兼地場産品研究センター所長 

 電気代やチップ代など、スマート街区の維持管理に係る予算の組み方としましては、議員

がおっしゃるとおり、従来どおり一般会計の事業費などで計上する方法と、エネルギーマネ
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ジメント会社に対して予算づける方法の２つのパターンがあるかなと考えております。 そ

の２つのパターンのメリット、デメリット、そして会社としての役割などを踏まえてどのパ

ターンで予算を組むか。予算編成は今真っただ中でありますけれども、現在、早急に内部で

検討を重ねているというところでございます。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 やっぱり今回のスマート街区に関しては、全てが遅れていると思うのですよね。第三セク

ターでやります、１００％うちでやりますというのは、多分ここにいる議員は、今日初めて

聞いているのです。予算も二本立てであるということも、それはどういうふうに予算してい

るのか分からないですけれども、二本立てであるというのは分かりました。 

 それで町長に聞きたいのは、二本立てのうち、町長の腹積もりの中ではどちらで選択して

いくのでしょうか。 

○議   長 

 酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 予算組みの関係は、今、担当課長が説明したとおりでありまして、従前どおりの方法がい

いのか、またエネルギーマネジメント会社に対して予算づけする方法がいいのかというとこ

ろについては、これから会社の設立に向けての動きも先ほど説明させていただきましたの

で、その内容と整合性を取りながらやっていく必要があるかなというふうに思っておりま

す。 

 今現在、私どもの進め方としては、予算要求については、現状の今までどおりの形で各課

から必要な部分について予算要求をする。それを従前どおりでいくか、一括してマネジメン

ト会社に予算づけをしていくかというところの検討は、もう１２月１０日にもなりますの

で、来月中に予算の形ができなければならないので、平行して進めていき、新年度からエネ

ルギーマネジメント会社での事業を円滑にできるような予算編成に努めていきたいという

ふうに思っております。 

 全般の事務事業について遅れているということは、議員のご指摘のとおりでもありますの

で、ネジを巻いて進めてはおりますが、さらに巻いて、新年度順調に船出ができるよう、そ

ういう予算編成も含めて取組をしていきたいというふうに思いますので、ご理解を賜りたい

と思います。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 このことについてはもっと突っ込みたいのですけれども、これをやってしまうと、ほかの
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ほうの時間もありませんので、ここでやめますけれども、やっぱり全体的に予算編成が遅れ

ていると、全てが遅れていると思うのです。こういう話というのは、遅くとも１０月には運

営会社の第三セクターも決まっていなければならないし、そして今回の定例会でもほぼ補正

予算までいくくらいの気持ちでいかないと、本当にきついのではないかなと思います。これ

については、出たときにまたお伺いしたいと思います。 

 それで、次ですけれども、基本目標の観光振興についてお聞きしたいのですけれども、 晩

成温泉は、泉質がよくて、多くのファンを持っている温泉ですけれども、利用者は、指定管

理者の努力もあり増加傾向にあるのですけれども、開設以来４０年が経過し、施設も老朽化

しているのですが、執行方針の中で、施設の在り方について引き続き協議してまいりたいと

いうのですけれども、毎回同じ執行方針だと思います。宿泊施設を含めて、もう結論を提示

する時期にきていると思うのですよね。今年は指定管理の改選期でもあります。指定管理も

なかなか大変だと思うのですけれど、もうそろそろ方向性の結論を出してもいいのではない

か。それについてどうでしょうか。 

○議   長 

伊勢企画商工課課長。 

○伊勢企画商工課課長兼地場産品研究センター所長 

 晩成温泉につきましては、温泉宿泊両施設とも老朽化が進んでいるところでありますが、

令和４年度からの新たな指定管理者を募集するに当りまして、今後５年間は必要な修繕を行

いながら維持することとしております。 

 以上でございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 今回、我々議会も、初日で総務常任委員長が報告したのですけれども、特に宿泊施設はひ

どいのですよね。冬の延べ人数は３０人、４０人ですけれども、利用者はたった一人と聞い

ているのですよね。その辺も考えて、小破修繕もいいですけれども、それこそ全体を含めな

がら、もっと具体的に結論を出すべきだと思うのです。 

それで、ちょっと気になったことが、本当は諸般報告で聞けばよかったのですけれども、

諸般報告の中で質疑ができないということなので今議会で聞きますけれども、諸般報告の中

の監査報告ですけれども、令和３年度大樹町公の施設に関わる指定管理に関する監査結果報

告書の監査事項、晩成温泉及び学童農業研修センターの指定管理事務処理及び指定管理事務

手続に関する事項の中で、監査委員の報告書の考察の（２）、多分皆さん資料を持っていらっ

しゃる方は見ていただくと分かるのですけれども、ちょっとここ引っかかったのですよね。

「前回の監査で要望した協定書に基づく報告事項の確認・精査に関しては、今回の資料調査

においても、前回同様の不適切な対応があったことから、担当部署においては、今後も報告

内容の十分な確認・精査と、指摘事項に対する配慮を望むものである」と。こう考察に記載
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されているのですけれども、指摘事項とはどのようなことなのか。対応をきちんとしなけれ

ば駄目だと思うのですよ、監査報告ですから。その辺についてお聞きしたのですけれども。 

○議   長 

伊勢企画商工課課長。 

○伊勢企画商工課課長兼地場産品研究センター所長 

 指摘事項についてでございますけれども、指定管理者が毎年度終了後に出すことになって

おります事業報告書というのがあるのですが、その中で記載漏れがあった部分を私どものほ

うがしっかりと中身をチェックせずに受け取っていたという内容であります。 

 今後は、書類の確認はしっかりと行うとともに、指定管理者のほうにも適切に指導してま

いりたいと考えているところでございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 結論から言うと、原課の事務ミスという解釈でよろしいですね。それ以上言いませんけれ

ども、ぜひ今後はそういうことのないように、せっかくの監査委員が報告書に書いています

ので、それに準じて答えていただきたいと思います。今回の我々の報告書も、最後のほうに

原課の報告を望むと総務常任委員長も言っておりましたので、その辺も併せてお願いしたい

と思います。 

 それで、基本目標の５番目の「またやるのか」と言われそうですけれど、やります。 

 航空宇宙産業基地の誘致の関係ですけれども、前回の一般質問の中で、これ会計の在り方

ですよ。前回も聞いたのですけれども、一般会計の透明性からも、私は特別会計の設置をお

願いしたところですが、酒森町長は２０２５年までの大きな事業なので、一般会計の中で取

り組んでいきたいと。全てが町の事業だということで答弁をいただきました。 

 再度、新たに目の設置を一般会計でお願いした中で、黒川副町長は、目は自由に組めるの

で、今後検討していきたいという説明をいただいたのですけれども、令和４年度の予算編成

の中で、目なり、そういうことを取り組んでいくのか、これについてお聞きしたいと思いま

す。 

○議   長 

黒川副町長。 

○黒川副町長 

 現在これから予算査定に入るところでございますけれども、その中で、まずは航空宇宙分

野を独立させて査定をし、新しい目の設置に向けて調整しているところでございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ぜひそのようにお願いしたいと思います。 



 

－ 62 － 

そうすると、職員も、我々議会も、町民も、先ほどは同僚議員が一般質問しましたとおり、

見える化が少しは前進したのかと思いますので、ひとつよろしくお願いいたします。 

 最後のほうで、財政のストックは財政シミュレーションの関係ですけれども、財源の確保

努力は公共料金の見直し、改定もあるのですけれども、それとコロナ禍によって行事ができ

なかったのですけれども、年間行事の見直し、維持補修費の削減、答弁から事務事業の見直

し、経費節減を図りながら、このことは明確ではないけれども、予算編成ができないと考え

ていますので、令和４年度に向けてそれぞれどのように注視しながら削減を図っていくの

か、そこが一番大事だと思うのですよね。その辺はどのように考えているのかお聞きしたい

のですけれども。 

○議   長 

鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 令和４年度の予算編成に向けた財源確保、それから経費節減の取組でありますけれども、

行財政改革推進本部において、公共料金については、受益者負担の適正化や公平性確保など

の観点から費用負担が適正であるかどうか。歳出の仕組みについては、全ての事務事業の達

成度や必要性、事業の効果、実施手法などを検証評価するとともに、職員の定年延長を見据

えた職員定数の適正化などについて協議検討を進めているところであります。 

 これらの評価検討内容のうち、すぐにでも取り組めるものについては、令和４年度の予算

編成に反映させることで、将来に向けた健全な財政運営につながっていくようにと考えてい

るものでございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 財政の見直しですけれども、令和３年度の決算の中身を見ましても、例えば事業費や役務

費というのは、結構職員は頑張って削減しているのですね。でも、その分、委託費が上がっ

ていっているのですよ。そこはプラスマイナスゼロなので、さらにどこでいじるといったら、

最終的には人件費なので、人件費は最初で最後のところだと。その前に、例えば使用料、利

用料、補助金、それと公共施設の維持、これが先に手をつけるのが本来の姿だと思うのです。

事業費、役務費といっても、本当に職員は紙１枚節約しながらやっているので、それはもう

限界ではないかと思うのですよ。あとやるといったら、本当にペーパーレスなのですね。そ

こまでやるといったら、またその準備にまたお金がかかるので、なかなか厳しいので。分か

りました。 

 それで、令和４年の基金の計画推移の財政状況について、４年度末の基金残高について繰

上償還しなかった場合は１０６億８,２００万円。１１億４,０００万円の公適債を全額繰上

償還した場合は９５億４,２００万円となるという答弁をいただいたのです。それで令和４

年度は繰上償還していけるのか。繰上償還できなかった場合、一般会計の基金、備荒資金も
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含むのですけれども、２４億円あまりと考えていっていいのか、それについてお聞きしたい

のですけれども。  

○議   長 

鈴木総務課長。 

○鈴木総務課長 

 繰上償還できるのかというご質問になりますけれども、庁舎建設に係る起債の借入れにつ

きましては、利息額が承知のとおり大きい起債となっております。早急に償還してまいりた

いと考えております。 

財源につきましては、減債基金、それから備荒資金等を検討しておりますけれども、今年

度の予算の執行状況、次年度の予算編成状況等を踏まえて、無理のない償還計画を立ててま

いりたいと考えております。 

 また、繰上償還後の備荒資金を含む基金の残高については、各種交付金等による財源組替

えもあり、多少の上積みは見込めるかと思っております。 

 以上です。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 分かりました。 

それで、答弁の中で今年度は財政調整基金の繰入額を全額補正しており、前回のシミュ

レーション時点には、積立額は実質改善されるという見込みだと言ったのですけれども、お

そらく、今まで一般会計の執行で行っていた予算が、今回のコロナ禍の臨時交付金に置き換

えた会計執行の分が多分減額補正になったと思うのですよ。だから、はっきり言ってしまう

と、本当にコロナ様様なのですよ。あまり大きい声では言いたくないのですけれども、本当

にそうなのですよ。 

しかし、前回のシミュレーションの起債残高の中では、令和４年度末で９６億８,３００

万円、答弁は９億９,９００万円の増で１０６億８,２００万円という答弁を受けたのです

よ。繰上償還した場合も、当初のシミュレーションから見ると１０億増えているのですよね。

そうすると、結局９億から１０億増えている。２月のシミュレーションの段階から見たら今

の段階では約１０億増えている。 

今はコロナ禍で、多少は減額補正しているのですけれども、その辺の分析はどうしている

のか聞きたいのと、町長には、今後、財政シミュレーションの在り方を見直していかなけれ

ばならないと思うのですけれども、その辺の考え方についてお聞きしたいのです。 

○議   長 

黒川副町長。 

○黒川副町長 

 財政シミュレーションにつきましては、２月時点でお出ししたもので、当時も大くくりの
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ものですよという条件をつけさせてもらいましたけども、今回の計算上は財政係長のほうで

積み上げをしたものでございます。 

 また、議員言われるように、各種交付金が今年多かったということと、それから交付税が

予算よりも多めに配分されたというようなことがあって、当初の見込みよりは少しはよく

なっているかなというようなことでの先ほどの答弁というようなことになってございます。 

ちょっと聞いていることと合っていませんかね。そのような状況ということでございます。 

 財政シミュレーションは逐次見直し、２月にやったものと、今行財政改革の中でも財政シ

ミュレーションをまた作っているのですけれども、どういう想定を置くかで随分変わるので

すけれども、例えば人件費がどう変わっていくのかとか、交付税がどう変わっていくのかと

いうのは、予想でしかないところがありまして、過去に三位一体改革の頃は、交付税が５％

ずつ減っていくのだというシミュレーションを作ったのですが、もう途中で破綻していると

いうようなことになりましたけれども。 

現時点では、財政見通しというのはなかなか立てづらいのですが、ある程度横ばいでいっ

た場合にというような仮定を置きながら、どう繰上償還をしていったらいいかというのが一

番効率的かと。あるだけ払ってしまえば、あとは楽というのはあるのですけれども、例えば

備荒資金などは、特別積立をしている部分があるのですけれども、利息がいいものですから、

利息のいいところよりは利息の安いところを先に切っていったほうがいいかなというよう

なことも、バランスを考えながら繰上償還も一定程度やっていきたいと思っているところで

ございます。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 ２月に出された財政シミュレーションは大くくりだというのですけれども、我々はこれを

基にしてやっているのですよ、これが基本なのですよ。でも、原課は分かっていると思うの

ですけれども、その辺はもう少し情報があれば、もっと情報を流していただきたいと思いま

す。我々も一緒に共有していかなければならないので。 

それで、町長に聞きたいのは、財政状況は本当に厳しいのですよ。多分１年間のトータル

の繰越金が多分出るでしょう、減額補正とか不要額が出るので。多分出納課あたりは月々の

締めが本当に苦しい状態ではないかと思います。特に来年いいところ、今月は明日職員手当

出ますよね。そういうことになってくると、月々の締めが厳しい中で、一般会計は直接関わ

る住民の生活や福祉向上に関わる会計ですから、経済を取り巻く住民の経済止めることもで

きないし、行革を止めることもできないと。 

 令和４年度に向けて、酒森町政は最終年度です。令和４年度の執行予算を含めた中で、方

針、主要施策を含めて、特に基本目標の中で、最後の年ですから、目標達成や事業化に向け

てどのように最後の１年を仕上げていきたいのか。この辺の町長の思いを聞きたいと思いま

す。 
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○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 総合計画における施策の基本目標に対する目標の達成や事業化という部分では、先ほど

「積み残した課題はないのかい」というご質問に対して、私はイの一番にサービス付高齢者

住宅の建設をかなえることができなかったという点を上げさせていただきました。 

 ただ、大型のものでは、今現在まで役場庁舎、防災行政無線のデジタル化、そして晩成及

び生花行政会館の整備、公営住宅の改築など、おおむね計画どおりに進められたかなという

ふうに思っております。 

 また、ハードに限らず、マイホーム支援補助金など、少なからず人口減少対策としても施

策を取り組み、議会の理解、または町民の理解を得ながら３年間進んでこれたかなというふ

うに思っております。 

 これから予算編成がなされますが、令和４年度の事務事業に対する私どもの第１次の予算

協議も既に終えておりまして、その中では、町民プールの整備も、議会のご理解を得ながら

今現在も取り組んでいるところでもありますし、住宅施策についても、条例改正をお認めい

ただきましたので、引き続き取り組んでいきたいというふうに思っているところでもありま

す。 

 私に与えられた任期については、あと１年ということもありますので、再度２期目の立起

に際して、町民の皆様にお約束をした公約については、残された１年で可能な限り、予算の

限りもございますけれども、実現していくという思いで取り組んでいきたいなというふうに

思っておりますので、ご理解をいただきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 これが最後の質問ですけれども、最後にちょっと私の持論になってしまうのですけれど

も、主要施策、行政改革進めていく中で、例えば企業会計の貸借対照表のように、行革も表

の行革と裏の行革があると思うのですよね。例えば表の行革というのは、新たな支援策だと

か、新たな補助金申請だとか、新しい公共施設などと華やかな場面なのですよ。でも、紙と

一緒で裏表があって、裏の行革というのはあると思うのです。例えば裏だったら、年数とと

もに世の中が変わってきますので、場合によっては支援の廃止、または老朽化による公共施

設の廃止、なかなかそこは決断できないのですね。だから、今回の答弁のように再度検討し

ますとか、引き続き協議しますとかと言って、逃げるという言い方は悪いですけれども、先

送りしてしまうのですよね。そこを負の行革もきちんとやっていくというのが、やっぱり貸

借対照表で資産の部と負債の部、資本金があって、そのバランスがよく取れているのが健全

な経営であり、また、それを行政ではきちんとした行革、行政運営だと思うのです。 

例として、公共施設の中の福祉センターの場合、今は小破修繕でやっています。この間の
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町葬も雨で、結構な雨でしたよね。あれを見てしまうと、本当にこれをこの先１０年も使う

のかとなれば、福祉センターの場合、着地点を見据える。例えば５年先にもう廃止すると。

今から提案していくと、その間で利用者も町民も、次の行革に向けていろいろな意見が出て

くると思うのですよ。そういった負の行革を進めていくことも、そうすると町民も職員も理

解できると思うのですよ。来年廃止するといったら、あたった職員はかわいそうですよね。

５年前からやっている、誰が行っても理解しているものだから、そういう職員を育てる上で

もみんなでチームワークを組む。共助、自助とよく町長言っていましたよね。そういったこ

とが私は大事だと。だから裏の行革もしっかりやってくれということが私の持論なのです

よ。これは行政ではなくて、大会運営もそうなのです。華やかなこともあれば裏もある、リ

もあると。私はそう思っているのですけれども、それについて最後、町長に答弁をお願いい

たします。 

○議   長 

酒森町長。 

○酒 森 町 長 

 私も残された任期はあと１年ということでありますが、私ども大樹町が担う行政というの

は継続されていくべき事業でもありますので、今議員がおっしゃるとおり、例えば福祉セン

ター、非常に分かりやすい事例だというふうに思いますが、期限を定めた中でどういう対応

を取っていくかというのを町民の皆様に、それもある意味の見える化だというふうに思いま

すので、お見せした中で、町民の皆さんとともにどういう措置を講じていくか、終活みたい

なことになってまいりますけれども、それの対応をともに考えていくということも肝要かな

というふうにも、思っているところです。 

 行革も、表も裏もございます。財政シミュレーションは非常に重要だという認識は私も

持っておりまして、例えば来年計画を進めておりますプールについても、財団からの補助が

増額されたということで、非常にいいタイミングで改築がかなうかなという思いでおります

し、まだもくろみですけれども、また財政シミュレーションの中で大きな要素を占める職員

定数の在り方についても、今定年が６５歳まで延びようという動きの中で、採用をどうして

いくのか。本当に必要な定員に対して、職員の年齢構成をどうやって間が途切れない形でつ

くっていくかというところのジレンマを持ちながら今定数の見直し等も進めておりますの

で、表に出ない部分たくさんたくさんありますけれども、そういう部分も含めて、財政シミュ

レーション等でしっかりお示しをした上で、財政運営、そして行政運営を進めていきたいな

というふうに思います。 

これは、この後に続く首長が皆同じ思いで多分取り組んでいくというふうに思いますの

で、議会の議員の各位にもその思いをぜひ受け止めていただいて、大樹町の町政をしっかり

やっていこうという思いは、立場は違えども同じ思いでいるというふうに思いますので、ぜ

ひ私どもとともに大樹の未来に向けて取組を進めていただければと思います。 

ありがとうございます。 
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○議   長 

齊藤徹君。 

○齊藤徹議員 

 町長も最後ですけれど、我々議員も最終年度なのですよね。そういったことで、酒森町政

が２期目に入りまして最終年度の公約の年でありますので、令和４年度の予算執行含め、町

政執行方針は主要施策に向けてきちんと自己評価をしながら公約を達成していただいて、次

期の新たな町政に期待しながら、これで一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議   長  

 休憩いたします。 

 

休憩 午後 ３時３０分 

再開 午後 ３時４０分 

 

○議   長 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

 次に、８番西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 それでは、情報社会での教育活動ということで、教育委員会、教育長にお伺いいたします。 

 本町においては、小中高生徒に対する手厚い情報機器の整備など行われており、これから

の社会での活躍が期待されているところです。しかしながら、高齢者や住民、その他一部に

は、その準備や対応が不十分な方の心配もあり、対策が必要でないかと思っております。 

 そこで、４つほど、生涯学習センターの開設時には、情報教育のためのパソコンやワープ

ロが設置されていましたけれども、今はどのような運営とか状況になっているのかをお聞き

したいと思います。 

 ２点目は、情報教育ということで高等学校のほうに非常にお世話になっているのですけれ

ども、パソコン教室の現行運営状況はどうなっているか。 

 ３点目については、民間事業者の協力を得ての講座開設の考えは、教育委員会としてない

のか。 

 それから、４点目は、今後の社会人向けの情報教育というか、今のリカレント教育という

意味合いも含めて、教育委員会のお考えを教えていただきたいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○議   長 

 板谷教育長。 
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○板谷教育長 

 西田議員ご質問の情報社会での教育活動についてお答えをいたします。 

 １点目の生涯学習センターにおけるパソコン教室の現在の状況についてでありますが、平

成１０年の生涯学習センターオープン時には、視聴覚室にパソコン及びワープロを配備し、

コンピューター教室やワープロ４級取得講座等を開催しておりました。その後、平成１５年

度まで継続して開催していましたが、現在は開催しておりません。 

 ２点目の高等学校開放講座でのパソコン教室の運営状況についてでありますが、平成２９

年度まで高校開放講座の１コマとして、パソコン教室や年賀状づくり教室を開催しておりま

したが、参加者も減少傾向にあったことや講師を担う教員がいないことなどから、現在は開

催しておりません。 

 ３点目の民間事業者の協力を得ての講座開設の考えについてでありますが、平成２９年度

に高校開放講座におけるパソコン教室が終了したこともあり、平成３０年度にドコモショッ

プ大樹店の方を講師として「日常生活に役立つスマートフォン活用術」と題した生涯学習講

座を開催しました。今後も民間事業者等の協力を得ながら、町民ニーズに応えていきたいと

考えております。 

 ４点目の今後の社会人向けの情報教育の考え方についてでありますが、デジタル社会の到

来に伴い、パソコンやスマートフォンがますます普及していくことが予想されます。イン

ターネット及び電子メールの活用方法やソーシャルメディアを利用するに際しての情報モ

ラル等について、生涯学習講座などを活用しながら、高齢者や初心者向けなど、町民のニー

ズや関心に応じた情報教育を進めていきたいと考えております。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 今のお話の中で、教育委員会の視聴覚室にも高等学校の講座もなかなか期待できないよう

な状況を感じるのですけれども、どの部門が、教育委員会がそのことを担うのか、他の企画

なり何なりのところが担うかは別にしまして、取りあえず、僕は教育委員会だなというふう

に思っていますので、今後、視聴覚室の整備なりが必要でないかなと思うのです。 

その理由は、１回や２回パソコンのことを聞いたり、スマートフォンの動かし方を習って

も、僕なんか多分全然習得できないと思いますので、ある程度のカリキュラムをちゃんと

作って、最低この部分の水準までは教えていくのだよというようなカリキュラムなり教室の

開催が必要だというふうに思っていて、機器については予算も伴うことですので、今ここで

すぐ５台買いますとか３台買いますとかというご答弁を求めるのは差し控えますけれども、

教育委員会としての教室の開催の在り方のお考えを示していただきたいと思います。 

○議   長 

 板谷教育長。 
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○板谷教育長 

 議員からご質問いただきまして、社会教育課を中心に勉強させていただきました。その中

で、情報格差の解消というのがすごく大事で、その任務を果たすのが社会教育でないかとい

うところの文献にあたりました。昨日、北海道で１億６,６００万円の詐欺に遭った。ＮＴ

Ｔファイナンスサービスサポートから偽のデータにごまかされてしまったという部分があ

りますし、近年はＱＲコードでいろいろな証明が出たりという社会になっております。高齢

者はなかなかそれを使い切れないという部分がありますので、西田議員ご指摘のように、管

内でも新得町が民間の業者にお願いして５回連続の教室を開いたり、隣町の広尾町でも警察

を呼んでそういう被害に遭わないようなスマートフォンの使い方をやったということがあ

りますので、今後そういう部分を検討していかなければいけないなと考えております。 

 ただ、機材については、西田議員ご指摘のとおり、昔は公的な部分、学校だとかそういう

部分のほうが進んだものがあったのですが、今は違うと。個人持ちのほうがずっと進んでい

るという状況がありますので、そんなことも勘案しながら考えていきたいと思っておりま

す。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 今おっしゃっていただいたように、予算の伴うものを急に言ってもなかなか難しい面もあ

るかもしれませんけれども、今、教育長ご答弁のように、多分民間会社の方に声をかければ、

喜んでそれなりの自分の会社のパソコンが売れるようにとか、使っていただけるようにとか

ということもありますので、行く行くは現行のパソコンなりを、僕は中古でもいいとは思っ

てはいるのですけれども、役場で買うのに中古というのはあまりないかもしれませんけれど

も、そういうふうな努力をしていただきたいなと思っているのですけれども、そのことにつ

いてはどうでしょうか。今の民間の業者の方の活用だとか、それからパソコンメーカーなん

かに声をかけていただくとか、いろいろ方法はあると思うのですけれども、その点をお聞き

したいと思います。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 先ほどの答弁と重複する部分もありますが、高齢者向けのスマートフォン活用術などの継

続した教室は、声をかけて開催していったほうが町民福祉のためになるなと考えてございま

す。ただ、生涯学習センターにパソコン室を新しく整備しようという考えはございません。 

○議   長 

西田輝樹君。 

○西田輝樹議員 

 あそこは、２０年前ですからあれですけれども、ルーターなり何なり５台のパソコンを
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使って運営されていたように思っておりますので、多分新しい施設とか何かは必要ないので

はないかなとは思いますので、またぜひ内部で回線なり何なり検討いただいて、何らかの方

法で体系的な、今、ホテルの予約をするにしろ、乗り物を予約するにしろ、私の子ども達は

本当にホテルでも安くうまくやって取れますけれども、僕ら老夫婦は全然そんなことができ

ないものですから、生きていくためにもパソコンのそういう技術やスマホの使い方は、教育

長は情報格差といういい言葉を使っていただきましたけれども、家内なんかは子どもに聞い

てやっていますけれども、なかなかそういうふうな人もみんながみんなそうかというとそう

でないので、そういうことに意を砕いていただいて、ぜひ実現していただきたいと思います。 

 時間ですので、これで終わります。ありがとうございました。 

○議   長 

 次に、１０番志民和義君。 

○志民和義議員 

 先に通告してあります１点について、教育長にお伺いをいたします。 

少人数学級実現と教員の確保についてお伺いいたします。 

去る１１月１９日、政府は公立小中学校の教員定数について、国と全国知事会などが協議

をしたと報道されております。その中で、文部科学大臣は「３０人学級はあきらめていない」

と述べて、少人数学級のさらなる充実に向けた教員確保を検討すると述べております。 

町教育委員会も、３０人学級実現に向け国に要望を上げ、３５人学級が実現しております。

さらに３０人学級の実現と必要な教員の確保をするよう、引き続き要望していくべきと考え

ますが、教育長の考えをお伺いいたします。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 志民議員ご質問の少人数学級実現と教員の確保についてお答えいたします。 

 小学校における少人数学級は、公立義務教育小学校の学級編制及び教職員定数の標準に関

する法律、いわゆる義務教育標準法が今年改正され、約４０年ぶりに学級編制の標準の一律

引下げが行われたところであります。 

 内容としては、令和３年度から小学校２年生学級編制の標準が４０人から３５人に引き下

げられ、今年度を含め５年間かけて、小学校全ての学級において１学級３５人以下のクラス

が実現することになっております。 

 北海道教育委員会においては、少人数実践研究事業として国より前倒しで少人数学級生を

実施しており、大樹小学校においても研究指定を受け、小学校３年・４年生は４０名以下で、

本来であれば１クラスになるところを２学級での編制となっております。 

 また、小学校１年生については、通常学級の在籍児童数が３５名を下回り、本来であれば

１クラスになるところでありましたが、クラス替えなしの過密な状況を回避すべく、今年度

初めて町単費の教員を採用し、２学級の編制とすることができたところであります。 
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 新学習指導要領の趣旨である誰一人取り残すことがなく、全ての子ども達の可能性を引き

出す「個別最適な学び」と「主体的・対話的で深い学び」の実現には、子ども一人一人に応

じたきめ細やかな指導が必要とされており、そのためにも将来的な３０人学級の実現は重要

なことと考えております。 

 一方で、教員の成り手不足の問題もあり、今後、教育の質をいかに保っていくのかも課題

と捉えております。 

 中学校への３５人学級拡大やその先にある３０人学級の実現に向けては、管内の教育委員

会とも情報共有を図りながら、全国町村教育長会及び北海道町村教育委員会連合会などを通

じて、要望を検討してまいりたいと考えております。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 教育長の考え方、本当に一人残さず、これは非常に重要なことで、すごく重い思いだと思

うのですよね。時間もあるからあまりしつこく言いませんけれども、明治時代に、イギリス

の女性が日本に来たときに東北のほうに旅行したということで、本も書いていますけれど

も、田舎に行っても、子どもが読み、書き、計算ができたのには驚いたというのですよ。確

かに、そんなことを私も中学校のときに先生が言われて覚えているのですけれども、すばら

しいものだなと思って、一人残さずというのは、まさに今も生きているというふうに考えて

います。 

 それで、言いたいことは、やっぱり先生一人に少なくとも３０人以下、しかも欧米諸国で

はもう２５人以下ということになっていますので、それは一日も早く実現してほしいのです

が、私が求めたいのは、中学校３年生まで３５人を待つことなく、小学校が完成したらもう

３０人学級をさらに１年生から始めてほしいというふうに考えています。 

 それともう１つ、町財政も厳しい中と本当に思います。３５人のこんなぴったりしたとき

に、これは困ったなと思ったら、ちゃんと２クラスに教員を雇ってということで実施して、

本当にすばらしいことだなと思っていますので、もし仮に今後こういう事態が、３５人、３

４人というクラスができた場合、ぜひ今年度と同じような対応をして、子ども達のために力

を尽くしてほしいと考えていますが、その２点についてお伺いいたします。 

○議   長 

 板谷教育長。 

○板谷教育長 

 先進国の事例を見習いながら行き届いた教育環境というのはすごく大事だと思います。で

も、物事には段階的なものというのがございますので、まずは中学校も小学校同様３５人学

級、それが達成できたら３０人学級というのがオーソドックスなやり方でないかなと思って

おります。 

ただ、志民議員が言うように、いろいろな団体がいろいろな要望を出してございます。私
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どもが入っている全国町村教育長会は、まずは中学校まで３５人学級というのを重点的に取

り上げておりますが、町村でない都市教育長会というのは、もういきなり３０人学級という

要望を出していますし、日本ＰＴＡ連合会もそうです。ということで、みんなが行き届いた

教育環境というのを望んでいるのだというのは間違いございません。 

あと、町の部分です。本当に少子化でいろいろな部分で不都合が出てきております。今、

立派な認定こども園が建築されております。ということで、今まで２つあった保育園が、市

街地ですけれども１カ所になってしまうと。そうしたら２歳ぐらいから保育園も１つ、小学

校も１つ、中学校も１つ、本当に全然新しい風が入ってこないのですよね。そんな中で１ク

ラスになってしまったら、ずっと同じという、これは教育上非常によくないと思いますので、

財政問題があるのですけれども、ぜひとも町長部局にもお願いして、２学級確保に向けてい

きたいなという強い願いは持ってございます。 

以上です。 

○議   長 

志民和義君。 

○志民和義議員 

 今回、町長には質問を提出しておりませんので、教育長の熱い思いを、財政状況が厳しい

というのは、私らが議員になったもう二十何年前からもそういう言葉を聞いておりますが、

国の機関である文科省がそういう考えをずっと持っている。しかし財政部局の財務省はそう

いうことで厳しいのだという話は聞いておりますので、引き続きそれを動かすように全力を

挙げて、町と教育委員会が一体となってということになるかなと思いますが、質問を提出し

ておりませんので、そばで町長は聞いておりますので、ぜひ教育長、各教育関係者と力を合

わせて全力を尽くしてほしいと思います。 

よろしくお願いして、質問を終わります。 

○議   長 

 以上をもって、一般質問を終了します。 

 

   ◎散会の議決 

○議   長 

 本日の日程は、全て終了しました。 

よって、本日は、これにて散会いたします。 

 

散会 午後 ４時０１分 
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開議 午前１０時００分 

 

   ◎開議の宣告 

○議   長 

 ただいまの出席議員は、１２名であります。 

 定足数に達しておりますので、これより、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

   ◎日程第１ 会議録署名議員指名 

○議   長 

 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定により、議長において、 

 ７番 松 本 敏 光 君 

 ８番 西 田 輝 樹 君 

 ９番 菅   敏 範 君 

を指名いたします。 

 

◎日程第２ 陳情第４号  

○議   長 

 日程第２ 委員会報告の件を議題とします。 

 調査が終了しておりますので、委員長から、報告を求めます。 

 議会運営委員長、菅敏範君。 

○菅議会運営委員長 

 議会運営委員会行政視察報告をいたしたいと思います。読み上げて報告いたします。 

 議会運営委員会行政視察報告書。 

 議会運営委員会による行政視察の結果を次のとおり報告します。 

 調査事件名は、議会議員のタブレット端末機の活用についてであります。 

 調査目的は、全議員のタブレット端末配備に伴い、使用範囲等活用方法に向けた調査検

討を目的とする。 

 調査年月日は、令和３年１１月１０日水曜日であります。 

 視察場所は、浦幌町議会。 

 視察参加者は、記載のとおりであります。 

 調査報告。 

（１）タブレット端末機の導入経過と経緯についてであります。 

浦幌町議会のタブレット端末機導入は、議会活動の活性化、ペーパーレスによるコスト

の抑制などを目的に検討が進められた。令和２年度当初予算は町長査定で却下されたが、
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令和２年９月の定例議会で新型コロナウイルス対策地方創生臨時交付金を活用し予算を

計上、令和３年４月より運用開始となった。 

なお、導入にあたっては、議会側の先行導入であったため、導入後、執行機関側と会議

における使用について調整を行う必要があった。 

（２）導入の目的。 

ア、ペーパーレスによる紙資源環境の負荷、コストの抑制（印刷費・郵便料・ファック

ス通信費・印刷用紙）。 

イ、議員、執行機関及び議会事務局職員の業務量を抑制（一般質問・原稿入稿・召集通

知・資料配付・簡易連絡・印刷編綴郵送作業）。 

ウ、情報のストック化・収集・閲覧・調査（議案・資料・行政計画・政務活動）。 

エ、会議の効率化（同期システム・プロジェクター・スクリーン活用・ミーティング）。 

オ、町民への情報提供（議会報告・町民との意見交換・議員活動） 

（３）議会・議員活動としての活用と効果。 

ア、メール。 

議員間及び事務局とのメール、召集通知や一般質問通告書等の送信。 

イ、クラウドストレージサービス。 

各種行政計画等の掲載（レファレンス機能）。 

ウ、カレンダー（スケジュール）。 

議会関係スケジュール。 

エ、議会ＢＣＰとの連携（災害時の情報伝達利用等）。 

オ、議会図書室との連動（レファレンス機能）。 

カ、浦幌町ホームページの閲覧。 

キ、浦幌町メールマガジンの受信。 

タブレット端末機の導入により、情報伝達の即時化と共有化、事務作業の効率化と省略

化、関係経費等の削減などの効果が得られている。 

（４）導入端末と費用については記載のとおりであるので、読み上げは省略したいと思

います。 

 （５）まとめ。 

 小中学校の教師用既存タブレット端末機の有効活用のため、今回、議会議員にタブレッ

ト端末機が配備されることになった。 

 しかしながら、活用に伴う様々な課題についての内部議論が成熟していないことから、

早期に導入し、先進的に活用している浦幌町議会を行政視察し、議会運営委員会において

議論を重ねた結果、当議会においても浦幌町議会と同様の活用が可能であると判断した。 

 なお、運用開始にあたり、使用基準の作成を含めた事前の準備や議員個々のスキルアッ

プはもとより、導入による経費削減効果、事務局業務量抑制等、導入後の課題・効果につ

いても、今後、内部議論を積極的に進めていくこととした。 
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 ア、導入目的。 

 議会の活性化情報伝達の即時化と共有。 

 議会事務局職員の業務量軽減。 

 ペーパーレスによる紙資源の抑制と郵送料・通信料（ＦＡＸ）の削減。 

 イ、活用当初の利用範囲。 

 行事予定表の共有。 

 委員会など各種会議の召集通知。 

 予算、決算資料の共有。 

 インターネットの閲覧。 

 ウ、運用開始までの取組。 

 「使用目的」「使用範囲」「貸付」等の使用基準の作成。 

 議員個々のスキルアップを図るための操作研修。 

 エ、その他。 

 上記の課題を早期に取り組み、令和４年度からの利用開始を目指し、議員個々の習熟度

を高める中で、今後、活用範囲を拡大していきたい。 

 以上であります。 

○議   長 

 委員長の報告が終わりました。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑は省略いたします。 

 これをもって、委員会の報告を終了します。 

 

   ◎日程第３ 陳情第３号  

○議   長 

 日程第３ 陳情第３号選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書に関する陳情書の件

を議題といたします。 

 委員会における審査が終了していますので、報告を求めます。 

総務常任委員長、西田輝樹君。 

○西田総務常任委員長 

 ただいま議題となりました本陳情については、９月７日の本議会において付託され、継続

審査となっておりましたが、当委員会主催の研修会を含め４回の審議を行いましたので、大

樹町議会規則第９４条の規定により、審査結果をご報告いたします。 

 この選択的夫婦別姓制度につきましては、現在、我が国の制度、民法７５０条では、夫婦

のどちらかが改姓しなければ法律的に結婚できず、それぞれ生まれ持った性を名乗り続ける

ことが許されておりません。改姓することによる不利益を避けるため、事実婚を選択する夫

婦もおりますが、法律上の夫婦とは認められておらず、同姓の夫婦に認められた優遇措置等

が受けられないことから、制度上の様々な問題が解決されていない状況です。 
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 選択的夫婦別姓の導入については、１９７０年代から４０年以上にわたり議論されてきま

した。１９９６年には法制審議が民法改正を答申しましたが、法制化には至っておらず、２

０１５年１２月の第１次別姓訴訟の判決文で、最高裁判所大法廷は現行制度を合憲としなが

らも問題解決を再び国会に委ねておりますが、既に６年が経過した現在も依然として国会で

の審議が進んでいない状況であります。 

 このような中、本年７月２日には北海道議会でも選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求

める意見書が全会一致で可決され、十勝管内の町村議会においても既に９自治体の議会で議

論の活性化、制度の法制化の意見書が可決されております。 

 そもそも、この制度は同姓を否定するものでも、全ての夫婦が別姓にしなければならない

ものでもなく、別姓を選びたいという夫婦への選択肢を広げるものでありますが、このよう

な不利益を受けている問題に関心を寄せる人が増えることと、国民的、社会的議論を深める

ことが重要であり、国会で積極的な議論を進めることが必要であるとの意見が多く出されま

した。 

 以上、本陳情の内容については、当委員会で慎重に審査した結果、国会での審議が進んで

いない現状を踏まえ、陳情者の  にはおおむね賛同するものの、まずは国及び政府が議論

を積極的に行うべきとの結論に至り、意見書案の一部内容の変更についても陳情者の了承を

得たことから、全会一致で採択すべきものと決しましたのでご報告いたします。 

 以上、地方自治方第９９条の規定に基づき、提出する。 

 なお、意見書の提出先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣

宛てでございますので、ご審議の上議決賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明を終

わらせていただきます。 

○議   長 

報告が終わりました。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、陳情第３号の件を採決します。 
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 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は採択であります。 

 本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長報告のとおり採択とすることに決定いたしました。 

 

   ◎日程第４ 陳情第４号  

○議   長 

 日程第４ 陳情第４号「核のごみ受け入れ阻止条例」の制定についての陳情書の件を議題

といたします。 

 委員会における審査が終了しておりますので、報告を求めます。 

総務常任委員会委員長、西田輝樹君。 

○西田総務常任委員長 

 ただいま議題となりました本陳情については、９月７日の本議会において本委員会に付託

され、継続審査となっておりましたが、当委員会で３回にわたり審査を行いましたので、大

樹町議会規則第９４条の規定により、審査結果をご報告いたします。 

 高レベル放射性廃棄物、いわゆる核のごみの最終処分場選定については、２０００年５月

に特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律、最終処分法が定められ、最終処分の候補地５

カ所程度を選定するべく処分地の公募を行うことを原子力発電環境整備機構が発表してお

ります。 

その後、２０１７年に国が最終処分場の候補地を記した科学的特性マップが公表され、北

海道の２自治体が２０２０年１０月に文献調査候補地として名乗りを上げ、応募を表明して

おります。その結果、周辺自治体では放射性廃棄物処分施設立地等回避条例を制定する動き

が可視化されましたが、北海道では２０００年１０月に回避条例を制定し、現在では道内７

つの自治体が条例を制定しております。 

また、道は、原発の高レベル放射性廃棄物の最終処分地選定については国で進めるべきと

のスタンスであり、選定に向けた文献調査の受入れを市町村が表明する現行方式に異議を唱

えており、その上で、適地かどうかを過去の文献で調べることは市町村が手を挙げる前に国

ができるとされ、国が学術論文や地質で地層や活断層を調べ、適地を絞り込むことが可能で

あると提言しております。 

また、道の核抜き条例は、処分技術に関する研究施設を受け入れる際に制定しており、原

子力施設には既に協力している立場をとっていることから、国が有望な地域を絞った上で都

道府県知事や周辺自治体などにも正面から話すべきと主張しております。 

仮に、この十勝のいずれかの自治体が文献調査の候補地として応募した場合は、管内全体
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での大きな反発が想定されますが、一方で、今回公募した２つの自治体の現状では、賛成反

対で町を二分しており、近隣自治体も含め、大きなひずみを生じている状況であるため、ま

ずはこの２町村の推移を当面は見守ることが必要である。 

この回避条例の制定については、道の立場を踏まえながら、十勝全体で議論されるべきも

のと思われ、パフォーマンス的な拙速な回避条例の制定については、町や周辺自治体を混乱

させる可能性があること、現状では理事者側の考えも不明であること、一自治体の議会で判

断するものは非常に重たいものであり、極めて慎重な議論と対応が必要であるのではないか

という意見がまとまったため、委員会として総合的に判断した結果、全会一致で不採択と決

定したので、ご報告いたします。 

以上であります。 

○議   長 

報告が終わりました。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論を行います。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、陳情第４号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は不採択であります。 

本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長報告のとおり不採択とすることに決定しました。 

 

   ◎日程第５ 陳情第５号  

○議   長 

 日程第５ 陳情第５号女性議員が参加しやすい環境を整える条例の制定についての陳情
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書の件を議題といたします。 

 委員会における審査が終了していますので、報告を求めます。 

議会運営委員長、菅敏範君。 

○菅議会運営委員長 

 陳情審査報告書。 

本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定したので、会議規則第９４条

の規定により報告します。 

 陳情第５号。 

付託年月日、令和３年１２月６日。 

件名、女性議員が参加しやすい環境を整える条例の制定についての陳情書。 

審査の結果、継続審査。 

審査の概略と今後の審査の方向について、一部を申し上げたいと思います。 

今定例会において、当委員会に付託された陳情第５号女性議員が参加しやすい環境を整え

る条例の制定についての陳情書について、１２月８日開催した委員会での審査結果につい

て、大樹町議会会議規則第９４条の規定により、結果を報告します。 

女性議員の割合の低さは、地方議会のみならず、国会においても課題とされているところ

であります。女性議員が増えない主な理由として、家族や周囲の理解がないと家庭との両立

は難しいことなどが言われており、男女同数とする定数設定や議会の休日開催など、陳情書

にある環境を整える条例案だけでは女性議員の増加は難しいとの考えに至りました。 

しかしながら、議会に女性議員が必要であることは全議員が理解しており、また、男女共

同参画の視点から、女性が政治活動に参加しやすく、女性議員がさらに活躍しやすい環境整

備について理解を深めることが必要と判断し、本陳情については継続審査とすることとした

ので、ご報告します。 

以上であります。 

○議   長 

報告が終わりました。 

これより、委員長報告に対する質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論を行います。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 
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 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、陳情第５号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本件に対する委員長の報告は、継続審査であります。 

本件は、委員長報告のとおり決することにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は、委員長報告のとおり継続審査とすることに決定しました。 

 

   ◎日程第６ 発委第７号  

○議   長 

 日程第６ 発委第７号選択的夫婦別姓制度の議論の活性化を求める意見書についての件

を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本意見書の趣旨は、先に採択と決定した陳情第３号の趣旨と同様でありますので、この際、

提案理由の説明、質疑、討論を省略し、直ちに採決を行いたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 これより、発委第７号の件を採決します。 

 お諮りします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 

   ◎日程第７ 発委第８号  

○議   長 

 日程第７ 発委第８号地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求め

る意見書についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 経済常任委員長、志民和義君。 
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○志民経済常任委員長 

 ただいま議題となりました、発委第８号地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解

明と支援策を求める意見書の提出については、北海道町村議会議長会から要請があったもの

で、１２月８日に委員会を開催し、審査した結果、本町においても赤潮による被害や秋サケ

やシシャモなどの不漁の影響により大きな損害を被っており、海水温上昇による水産漁業等

への影響や被害の解明、漁業被害への経済的支援策の策定は、最重要課題であるとの認識か

ら、全会一致で採択すべきものと決しましたので、地方自治法第１０９条第７項並びに大樹

町議会会議規則第１３条第３項の規定により、提案いたします。 

 それでは、本意見書の朗読により提案理由の説明に代えさせていただきます。 

 地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める意見書。 

 北海道内では、定期的に実施されている海洋観測モニタリングのデータや、ブリ、マンボー

など南方系魚種の回遊が多く見られていることからも、海水温の上昇が漁業に大きく影響を

及ぼしているものと推察され、地球温暖化・海水温上昇の原因の究明が急務となっている。

毎年、その被害状況は増しており、サケ・サンマ等が減少し、長期的には昆布の水揚げも激

減してきている。 

 北海道を代表する秋サケも不漁に悩まされ続けている状況は、直接的に打撃を受けている

漁業従事者のみならず、関連する水産加工業者への影響も含め、地域経済に大きなダメージ

を与え、地域の活力を削ぎ、地域の衰退を招きかねない。 

 このことは、新型コロナウイルス感染症対策による飲食店での消費減退に伴う魚価安が、

さらに水産漁業者の不安を増幅させている。また、今年９月以降、赤潮が発生し、ウニや秋

サケ、ブリ、ツブ、シシャモなどに被害が及び、大きな経済的損失を被るとともに、来年以

降の漁にも大きな不安を生じさせている。 

 よって、国においては、次の措置を早急に講ずるよう強く要望する。 

 記。 

 １、カーボンニュートラルの実現を着実に行うこと。 

 ２、海水温上昇に伴う水産漁業等被害の実態調査を行うこと。 

 ３、被害対策の策定と支援を行うこと。 

 ４、長期的な水産振興策の策定と支援を行うこと。 

 ５、赤潮発生による被害対策と漁業支援及び地域支援を行うこと。 

 ６、コロナ禍において、飲食店自主規制により魚価安のダメージを受けている水産漁業関

連、地域経済に対し、緊急の経済支援策を行うこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 なお、意見書の提出先は、衆議員議長、参議員議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務

大臣、総務大臣、農林水産大臣、国土交通大臣、厚生労働大臣、環境大臣であります。 

 以上、ご審議の上議決賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明を終わらせていただ

きます。 
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○議   長 

 これをもって、提案理由の説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、質疑を終了いたします。 

 これより、討論を行います。 

討論はありませんか。 

       （なしの声あり） 

○議   長 

 討論なしと認めます。 

 これをもって、討論を終了いたします。 

 これより、発委第８号の件を採決します。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

     （異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第８ 委員会の閉会中の継続調査について 

○議   長 

 日程第８ 委員会の閉会中の継続調査についての件を議題といたします。 

 会議規則第７４条の規定に基づき、各委員長から、お手元に配付したとおり申出がありま

した。 

 お諮りします。 

 各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議   長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しました。 

 

   ◎閉会の宣告 

○議   長 

 以上をもって、今定例会に付託された事件はすべて終了しました。 
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これで、本日の会議を閉じます。 

 よって、令和３年第４回大樹町議会定例会を閉会します。 

 

閉会 午前１０時３３分 
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